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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　この世界には、昼と夜の狭はざ間まを生きるものたちが、人知れず暮らしている。

　人間たちよりずっと少なく、人間たちより長命で、人間たちにはない様々な力を持つ。

　昼と夜の狭間。黄昏たそがれに棲すむ血族クラーン。

　彼らが存在していることを、ほとんどの人間たちは、知らない。

　人間によく似た姿で、人間たちの中にとけこみながら生きる彼らを、人間たちは物語の中の生きものと考え、あくまでも空想の存在と認にん識しきしている。

　しかし実際は、彼らは人間たちを『隣人ナハバール』と呼び、ひそかに共存しているのだ。




　人間たちから『モンスター』と呼ばれる彼らには、鉄則がある。




　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。




　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。




　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。
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　　◇　◇　◇




　クライン。

　クライン。

　どこにいるんだい。

　ここまでおいで。

　箱はこ舟ぶねに乗ってきみが向かうはずだった、この地へ。

　待っているよ。

　クライン────。




　　◇　◇　◇




　ダイニングからキッチンにつづく扉とびらが開くと、甘い匂においがふわりと漂ただよってきた。

　今日は週に一度の休日、日曜日。

　ここ、ベルンシュタイン家マインツ邸ていの休日のティータイムは、家族と、家族のようにこの館やかたに入り浸びたっている少年が揃そろう。少年にはモンスターの護衛がついているのだが、彼らも同様にテーブルに招かれる。

　さらには、別べつ棟むねの日本家屋に起居している青年もやってきて、彼らが全員顔を合わせる頃ころ合あいを見計らい、あたためたティーカップを各人の前に執しつ事じが並べていく。

　儚はかなく思えるほど薄うすい純白のボーンチャイナを並べ終える頃に、多種多様な菓か子しをのせたワゴンを老婦人が押してくる。

　白いテーブルクロスのかかった重じゆう厚こうなテーブルの上座にこの館の主あるじが座る。彼の子どもたちと青年が主の左側に、客人である少年とその護衛が右側に。右側の残りの席は、執事とハウスキーパーのものだ。

　いくつものプレートに並んだ菓子はどれもこれも作り立て。ふっくらと焼きあがったカトル・カールは均等にカットされ、黄金色の断面が輝かがやくように美しい。

　それを囲むように並ぶのはマカロン。ホームメイドのジャムをはさんだ軽くて丸い菓子はカラフルで、見ているだけで楽しくなる。

　きつね色に焼きあがった貝型のマドレーヌと長方形のフィナンシェ。波打つリング型のカヌレはチョコレート色。

　専門店で出されているような見事なミルフィユに、バニラの香かおりを漂わせるカスタードクリームとホイップクリームをたっぷりはさんだエクレール。

　楕だ円えんのバスケットに入っているのは、パウダーシュガーの振ふりかけられたプティ・クロワッサン。

　そして、それらの中央に、まるで王者のように君臨しているのが、パリのオペラ座にちなんで作られたというチョコレートケーキ、オペラだ。

　切り分けられていくオペラを見つめる東とう條じよう要かなめの目が、星のように輝いた。

「うまそう…。いつもながら、ここんちのお茶菓が子しはすごい」

　オペラにナイフを入れているグレーテルに賞賛の眼まな差ざしを向けた要は、声を弾はずませた。

「これが全部グレーテルさんの手作りだっていうのが、本当にすごい…！」

　惜おしみない賛辞を受けたグレーテルは、嬉うれしそうにころころと笑った。

「まぁまぁ、要さんたらお上手だこと」

　美しく切り分けたオペラとカトル・カールをマイセンのプレートにのせ、ホイップクリームとミントの葉を添そえる。

　絶ぜつ妙みようのタイミングで手をのばした執事のルイがプレートを取り、ベルンシュタイン家当主カールの前に置いた。

　全員の前にプレートが並ぶと、最高のタイミングでティーカップに紅茶が静かに注がれる。

　ゴールデン・ルールで淹いれた紅茶は湯気とともに芳ほう香こうを漂わせ、そこにいる者たちに心地ここちよさを与あたえてくれた。

　ティーカップを手にしたカールが目を細める。

「ほう、今日はマリアージュフレールのマルコポーロか」

　香りだけで銘めい柄がらを言い当てたカールの後に、咲さく夜やが口を開く。

「珍めずらしいね、ルイ。フランスの紅茶はあんまり出さないのに……」

　ふうふうと熱い紅茶に息を吹ふきかけている咲夜に、ルイは苦く笑しようした。

「そうなんですが、今日はなんとなく、そういう気分になりまして」

　食事を作るのはグレーテルだが、紅茶を淹れるのはルイの役目なのだ。ほかの飲み物はグレーテルが引き受けるのだが、紅茶だけは執事が淹れる。ほかの家ではどうなのかわからないが、ベルンシュタイン家はそのように決まっているのである。

　咲夜の隣となりにいるアルベルトが、無言でルイに目を向ける。それに気づいたルイは、さらに困こん惑わく気味の顔になった。

「本当に、ただそういう気分になっただけです。取り立てて理由があるわけではありませんので、どうぞお気になさらずに」

　咲夜はアルベルトと視線を合わせた。

　しかし、ルイがフランスの銘柄を選ぶのは、本当に珍しいのだ。

　ふたりにカールまで加わって、三対ついの視線が青年執事に注がれる。注がれている執事は、落ち着かない風ふ情ぜいで目をそらし、ケープと剣けんをはずしてくつろいでいるロード・スケルトンのカップに紅茶を注いだ。

　それを見た要は思った。

　飲むのか、骨なのに。

　輝くように白い骨骨しさは、彼の魅み力りよくを損そこなうことなく引き立たせる。

　頼たよれる骸がい骨こつ騎き士しロード・スケルトンは、やたらとモンスターにからまれる東條要の護衛である。それは、モンスターにかかわってしまった者の宿命といってもいいかもしれない。

　ロードは肩かた越ごしに背後を顧かえりみた。休日のティータイムのときだけは、室内に入ることを許されている骸骨馬ペレニアル・オネスティが、主の面おも差ざしを嬉しそうに見返した。ように要には見えた。何しろ骨だ。主も骨なら馬も骨。骨に本来表情はない。しかし、要には見えるのだ。彼らの実に豊かな表情が。

　多分俺、心の目で見てるんだ。だって骨だし。

　自分で自分を納なつ得とくさせている要のななめ前は、ベルンシュタイン家マインツ邸の別棟である日本家屋に起居しているトーゴだ。彼は数百年前に極東の国からこのドイツにやってきた、オリエンタール・ヴァンピーアである。

　ヴァンピーア・クラーンの長おさであるカールとは昔からの馴な染じみだ。ある事件を起こしてモンスター・クラーンを追われたこともあるが、いまではそれも許された。

　ちなみに、ここに集つどう者たちの大半は人間ではない。

　人間はふたり。元人間のモンスターがひとり。モンスターと人間を親に持つのがひとり。あとは全員生きつ粋すいのモンスター。

　考えてみると実に不思議な状じよう況きようだよなぁと要がしみじみ思っている間も、ベルンシュタイン姓せいを持つ三名は、執事をじっと見つめている。

　トーゴの次にグレーテル。そして最後に自分のカップに。紅茶を注ぎ終えたルイは、深々と嘆たん息そくした。

「あの、本当に何事もないのです。ただの思いつきですから」

「そうかなぁ」

　腕うでを組んだ咲夜がしかつめらしい顔をする。

「だってルイ、実家があるのにフランスに帰ったことってほとんどないじゃない。あたしが覚えてる限りじゃ、ルイがマリアージュの紅茶を選んだのって初めてよ？」

　咲夜の指し摘てきに、ルイは天てん井じように視線を向けて記き憶おくをたどり、彼女の言葉が真実かどうかを確かく認にんする作業に入った。

　瞼まぶたをやや閉じ気味にしていたルイは、やがて珍しく渋じゆう面めんを作った。

　咲夜の言葉通り、休日のティータイムだけでなく、朝晩の食後や、何気ないときに淹れた紅茶に至るまで、マリアージュフレールの紅茶を一度も淹れていなかったことを確認できてしまったからである。

「……咲夜様、素す晴ばらしい記憶力です」

「ありがとう。それはそうと、マルコポーロって独特の香りだけどおいしいわね」

　中国とチベットの珍しい花とフルーツの洗練された芳香は、優ゆう雅がで気品にあふれている。

「それで、どうしてマリアージュのお茶を選ぶ気になったわけ？」

　再度問われて、ルイは首をひねった。本当に困惑している素そ振ぶりだ。

「それが、心当たりはまったくないんですよ。しいて言うなら……」

　口元に指を当てて、ルイは瞼を半分落とし、呟つぶやいた。

「何かの、虫の知らせとでも申しましょうか」

　その語調が思いのほか低かったので、咲夜は目をしばたたかせて、一度アルベルトを顧みた。すると、アルベルトも瞬またたきをして、ルイを見つめている。

　咲夜はもう一度ルイに視線を戻もどした。自分の気のせいではなかったようだ。

　いつも柔にゆう和わな表情をくずさない青年執事には珍しく、自身の行動に訝いぶかっている様子だ。

　しばらくそうしていたルイは、やがて息をついた。

「あまり気になさらないでください。次は咲夜様のお好きなグシュヴェントナーのアールグレイにいたしましょう」

　咲夜は瞬きをして、静かに応じるとカップを口に運んだ。

　一方、そのやり取りをずっと眺ながめていた要は、ひと段落ついたのを見計らって口を開いた。

「そういえば、小さなお客さんは、もう良くなったのか？」

　要の言う小さなお客さんというのは、先日生じたクルーズ船沈ちん没ぼつ事件の折にベルンシュタイン家に連れてこられた幼い少女のことだ。

　全員の目が要に向けられる。

　カップを手にしたまま、要は冷や汗あせをかいた。もしや、口にしてはいけないことだったろうか。

　なぜ彼が少女のことを知っているかというと、通学途と中ちゆうの何気ない会話の中で護衛であるロード・スケルトンがクルーズ船で何が起こったのか詳しよう細さいを聞かせてくれたからだ。

　ロード自身は同行しなかったが、愛馬オネスティが人型を取って咲夜たちに随ずい行こうした。ロードは戻ってきた愛馬から事の仔し細さいを聞いたのだ。余談だが、オネスティは報告の間ずっと骸骨馬のままだったので、窓の外からひんひんという馬の鳴き声だけが要には聞こえていた。窓から外を見下ろしたら、街灯の下でホースコートをまとった骸骨馬と、馬前で姿勢よく腕を組んだ骸骨騎士がしきりに頷うなずき、ときにはいたわるように骸骨馬の横よこ面づらを軽くたたく様が見えた。

　白い街灯の下に浮うかび上がる、主と愛馬の心あたたまる光景だ。しかし、問題がある。何しろ両方骨だ。ちょっとどころか紛まごうことなきホラーで、ロードとオネスティだとわかっていたにもかかわらず、要は素すで腰こしを抜ぬかしかけてしまった。

　いい加減慣れたと思っていたのだが、新たなシチュエーションに遭そう遇ぐうすると度ど肝ぎもを抜かれる。

「それがねぇ…」

　咲夜の眉み間けんにしわが寄った。

「ずっと眠ねむったままなのよ」

　眠る少女の肩かたにつく波打つ髪かみは金、閉じられた瞼の下にある瞳ひとみは鮮あざやかな青。

　その色は神秘の青と呼ばれ、一部の古いにしえのクラーンだけが持つものだ。

　咲夜は、その色の瞳を持っているグレーテルをちらと見やった。

　老婦人は静かな面おも持もちでカップを口に運んでいる。手が空くたびに、少女の眠る客用寝しん室しつに足を運び、様子を窺うかがっているグレーテルだ。

　クルーズ船マリー・クリスティーネ号の最下層に作られていた実験施し設せつの奥で、黒い箱に入って眠っていた少女。

　実験室に残されていたデータと思おぼしきプリントの一枚に手書きで書かれていた数字や『クライン』という言葉が、咲夜の脳のう裏りに甦よみがえった。

　クライン。小さい子という意味の単語は、おそらくあの少女のことを示している。

　小さい子。実際あの子は小さい。だからクラインと呼ばれていた、そう考えることができる。

　しかしクラインは、ただの子どもではないのだ。

　咲夜は、隣となりでプレート上のオペラをフォークの先でつついているアルベルトを一いち瞥べつした。

　あの実験施設のできごとはいまも鮮やかによみがえる。クラーンを離り反はんし、クライスに与くみした異端者ケツツアーの牙きばで、闇に転化したものフエアヴアンドルングにされた隣人ナハバールの少年が手にした注射器の尖せん端たんは、咲夜をかばったアルベルトの左ひだり腕うでに突つき刺ささった。注射器を満たしていたのは、クライスの研究者がステンノの左ひだり頰ほおの血から作り出したと思われる石化剤ざい。アルベルトの腕に突き刺さった注射針から、それは皮ひ膚ふ下に押し込まれた。

「……」

　いまも身み震ぶるいがする。皮膚が石化していく音がアルベルトの指先から肘ひじ、上じよう腕わん部に這はい上がっていくのを、咲夜は黙だまって見ているしかできなかった。

　あのままでは完全に石になっていたアルベルトを救ったのが、客用寝室で眠りつづけている少女、クラインの右頰から流れた一ひと滴しずくの血だ。その血を口に含ふくんだアルベルトの石化は止まり、石となっていた個所も元の柔やわらかさを取り戻した。

　ゴルゴン三姉妹はみな、左頰の血でありとあらゆる生き物を石と化し、右頰の血でそれをとくことができる。三女のメデューサはその目の光でもそれをなすことができるのだが、長女のステンノと次女のエウリュアレにはそれはできない。

　ゴルゴン三姉妹の両頰の血と同じ力を、クラインは持っているのだ。

　そして、クラインはステンノの面おも差ざしによく似ているという。

　あの子はステンノと深いかかわりがあるのだと考えて、まず間ま違ちがいないだろう。

　咲夜の表情がほんの少しだけ硬かたくなっているのに気づいたアルベルトは、黙って彼女のプレートに自分の分のマドレーヌを置いた。

　咲夜は瞬きをして、アルベルトを軽く睨にらむ。

「せっかくグレーテルが焼いたんだから、ひとつくらい食べなきゃだめよ」

「これだけでいい」

　アルベルトが示しているのは、三分の二の大きさになって、フォークの先でつつかれた跡あとがたくさん残る無残な姿となったオペラだ。

　置かれたマドレーヌを口の中に入れた咲夜は、代わりにプティ・クロワッサンをアルベルトのプレートにのせた。これならばそこまで甘くはない。

　しかしアルベルトは渋しぶい顔でプティ・クロワッサンを見る。もういらないと、顔に書いてある。クロワッサンだけでなくオペラももういいという風ふ情ぜいだ。

「アルベルトは昔から食が細いからなぁ」

　口を開いたのは、アルベルトを十年間鍛きたえてきたオリエンタール・ヴァンピーアだった。

　黄昏たそがれの城にいた頃ころのアルベルトの食生活をずっと見てきたトーゴである。

「城にいた頃に比べたら、これでもだいぶ食べるようになったほうだ」

　さらに言うなら、食事のときに少しずつ楽しそうな顔を見せるようになった。テーブルを誰だれと囲むかは、味を左右する大きな要素だ。

　しばらくプティ・クロワッサンを眺めていたアルベルトは、観念したように息をつくと、フォークを置いてクロワッサンを摑つかみ、口に放ほうり込んだ。

　咲夜はよしよしとでもいうように何度か頷くと、自分のプレートにのっているオペラを一切れ食べた。控ひかえめで上品な甘さが口の中に広がる。濃のう厚こうなチョコの風味に加え、コーヒーの味とコアントローの香かおりがする。確かにこれはアルベルトには重いかもしれない。

　ふと横を見ると、ワゴンにのった残りのオペラをグレーテルが小さめに切り分けていた。ほかにも、マドレーヌやフィナンシェ、プティ・クロワッサンをプレートに並べている。

　咲夜の視線に気づいたグレーテルは、苦く笑しようまじりに目を細めた。

「あの子に、少し持っていってあげようかと……」

　クラインという呼び名は、この屋や敷しきの誰も使わない。

　姉、ステンノの面差しによく似た少女に対するグレーテルの思い入れは強く、早く目を覚ましてほしいと切に願っている。

　願っているのは彼女だけではない。咲夜も、アルベルトも、カールも、トーゴも、思いは同じだ。

　しかし、思うところは違ちがう。いったい何者なのか。どうしてその瞳を持っているのか。どこから来て、どこに行くはずだったのか。

　そして、両親は誰か。

　ステンノと同じ色の瞳。ステンノとよく似た面差し。間違いなくあの子はステンノの血を引いている。

　古のフオアツアイトクラーン、ステンノ。神話の時代から生きる長命なクラーンは、種族を超こえてこう呼ばれる。ヴァンピーア・クラーンの始祖であるエーアストもフォアツァイト・クラーンだ。

　クラインのことはエーアストにも報告してある。クラインの存在にさすがのエーアストも相当驚おどろいたようだった。

　あの子をどうするのか、黄昏の城に集つどう長老たちに波は紋もんが生じたらしいが、最終的には血けつ縁えんと思われるグレーテルの庇ひ護ご下にあるのが妥だ当とうであるとの結論が下ったらしかった。

　しかし、咲夜にはわかる。庇護下といえば聞こえはいいが、結局は監かん視し下に置かれているのだ。そしてそれは咲夜だけでなく、全員がわかっていることなのだった。

「子どもは甘いものが好きですから」

　微笑ほほえむグレーテルの言葉に、甘いものが大して好きではない幼少期を送ったアルベルトが目をすがめる。気づいた咲夜は小さく笑った。

　そういえば、いまはそれほどケーキが好きではない自分も、幼い頃はグレーテルやエミーリアの焼く菓か子しが大好きだった。

　オペラと焼き菓子を盛りつけたプレートをトレイにのせたグレーテルは、カールにひとこと断ってダイニングを出て行った。

　その背を見送った一同は、ぬるくなった紅茶を飲み干した。紅茶の味を楽しむというより、奇き妙みように渇かわいた喉のどと唇くちびるを潤うるおすためだ。

　新しい紅茶を用意するために、ルイが立ち上がった。今度は先ほどの予告どおり、グシュヴェントナーのアールグレイが出てくるだろう。

　甘いフレーバーのマルコポーロも決して嫌きらいではないが、ベルガモットの強い香りを愛する咲夜としては、やはりアールグレイが好きだ。それも、ルイの淹いれるものが一番おいしいと思う。これに関しては家族たちと要も全面的に同意してくれている。

　ルイがキッチンに向かって程ほどなくしたとき、扉とびらの横に設置されているアンティークの電話が重いベルの音を響ひびかせた。

　要はこの電話が鳴るのを初めて聞いた。彼が訪問しているときには鳴ったことがないのだ。

　見るからにかなり古い代しろ物もので、リビングにあるアンティークのウィングバックチェアのそばにあってもまったく違い和わ感かんのないデザインだ。

　キッチンにいたルイがポットを片手に駆かけ足で入ってきて、受話器を取る。

　一同に背を向けて小声で応対していたルイの動きが、唐とう突とつに止まった。

「─────」

　はじめに気づいたのはトーゴだった。

　瞬またたきをして、ルイの背を見つめる。トーゴの背筋にぞわっと駆け上がるものがあり、彼はふっと息を詰つめた。

　その気配を察したカールがトーゴの視線を追い、ルイの背を見るなり目を剝むく。

　アルベルトが息を止める横で、咲夜が立ち上がり、駆け寄ってルイに手を差し出す。彼は咲夜を見もせずにポットを渡わたすと、電話機の本体を摑み、長い線をずるずると引きずって廊ろう下かに出る扉に向かう。

　要はほけらっと一連の事態を眺ながめていた。なんだろう、物々しい空気が満ちている。

　目をぱちくりとさせながらベルンシュタインの面々を見み渡わたして、いままさに廊下に出ようとしているルイに目をやった要は、本体を持った肘で扉を押し開けたルイの唇が動いたのを見た。

「……ぁあ？」

　受話器を持っているのと、うつむき加減で前まえ髪がみがかかっているので、表情は見えない。しかし要は、ルイが発した語ご尾びがあがり気味の低い唸うなりを確かに聞いた。

　廊下の向こうにルイが消える。扉は電話線が挟はさまって完全には閉まらない。

　わずかに開いた隙すき間まからルイの声がもれ聞こえてくる。

　要は耳を疑った。いつも穏おだやかで丁てい寧ねいな口調しか聞いたことのないルイの、どすのきいた鋭するどい語気が途と切ぎれ途切れにダイニングに届く。

　思わずベルンシュタインの面々を振ふり返ると、彼らはテーブルに視線を落としていた。

　カールが咲夜の傾かたむけるポットの紅茶をカップに受けている。トーゴとアルベルトは、湯気の立つカップを口に運んで目を泳がせる。ロードがソーサーにのせたカップを咲夜に差し出す。オネスティはその背後で直立不動だ。

　咲夜は最後に要のところにやってきた。

「いる？」

　大きなポットを軽く持ち上げる仕草をする咲夜に、要はとりあえず頷うなずいた。

　ボーンチャイナのカップにアールグレイを注がれた要は、カールたちと同様にまず新しい紅茶で喉を潤した。

　口に含ふくんだ紅茶は、蒸むらしすぎて渋みが強く、濃こすぎて舌にざらざらとした感覚が残った。この屋敷でこんなお茶を飲んだのは初めてだ。

　渋みの強いアールグレイをまじまじと見つめながら、要は口を開いた。

「……ルイさん、どうしたんだ？」

　ポットを手にした咲夜が遠い目をする。

「……たぶん、天敵からの電話」

「天敵？」

　ヴェアヴォルフであるルイの天敵とは、いったいなんだろう。

「ひょっとして、何かまた大事件が？」

「大事件…かなぁ？　ああ、でも」

　ポットをテーブルに置いて、咲夜は眉み間けんにしわを寄せる。

「ルイに直通でかけてきたってことは、確かに大事件かも」

　アルベルトとトーゴとカールが同時に頷く。

「それ……」

　要がさらに言い募つのろうとしたとき、扉が開いて電話機を持ったルイが戻もどってきた。通話は終わったようで、受話器を本体にのせている。

　咲夜はそろそろと移動して、アルベルトとトーゴの間に戻った。こころなしアルベルトの近くに席を寄せ、沈ちん黙もくしている彼の腕うでをそっと摑む。彼女の表情は明らかに強こわ張ばっているのが要には見て取れた。

　アンティークの丸い電話台に本体を戻したルイは、異様に静かな表情でカールを顧かえりみると、その横に進んだ。

「カール様、ひとつお願いが」

「どうした」

　応じたカールに、執しつ事じは切り出した。
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「数日お暇いとまをいただきたいのです。火急の用ができました」

　言いながら、ルイは常にはめている白い手て袋ぶくろをはずすと胸ポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確かく認にんした。

「いまから出れば、夕方にはイギリスにつけるので」

　カールは一いつ瞬しゆん天を仰あおぐと、執事に視線を戻した。

「ヘリオドールは何を言ってきたんだ」

　要は胸の中で呟つぶやいた。ヘリオドール。ふたりの会話からしておそらく、イギリスにいるクラーンの名前だろう。

　カールの姓せい、ベルンシュタイン。ルイの姓、ベリル。これらは人間より遥はるかに長いときをこの世界と共に過ごしてきた石の名だ。人間よりずっと長命なクラーンのものたちが用いるのに相応ふさわしい名めい称しようだと要は思っている。

　確か、ヘリオドールというのも石の名前だったはずだ。モンスター・クラーンの長おさであるカールの姓が琥珀ベルンシユタインだったので、名前に使えそうな石がほかにもあるのだろうかと思って、昔調べたことがある。

　イギリスのヘリオドール。やはりヴァンピーアだろうか。それとも新しいモンスターのクラーンか。

　カールとルイの間に漂ただよう緊きん迫ぱくした空気に慄おののきながら、要はこっそりとわくわくした。同時に少し心配になる。

　果たしてここで聞いてていいのかな、俺。でもあんまり気にされていないようだから、まぁいいか。それにいまさらだし。トーゴさんもロードさんも何も言わないから、いいことにしておこう。

　ひとりで結論を導き出した要の耳に、物ぶつ騒そうな台詞せりふが飛び込んできたのはそのときだった。

「詳くわしい話は、とりあえずヘリオドールを潰つぶしたあとでさせていただきます」

　要の目は点になった。

「……へ？」

　待て。いま何かすごい言葉が聞こえなかったか。

　目を剝いてルイを見ると、彼は実に物騒な無表情で淡たん々たんとつづけた。

「あのジジイども、私に黙だまってサンドラを連れ出した挙句に、途と中ちゆうで逃にげられて行方ゆくえがわからなくなったがこちらに来ていないかなどとほざきやがりまして」

　手袋をジャケットのポケットにねじ込んだルイは、懐中時計を胸ポケットに戻して踵きびすを返し、タイを乱暴にゆるめて剣けん呑のんに目を細めた。

「こんなことなら、三十年前に全力で叩たたき潰しておくんだった」

　いつもは深い翠みどり色をしている青年の瞳ひとみが琥こ珀はく色いろに輝かがやく。

「今度こそ潰す、確実に潰す。逃げようと隠かくれようと地の果てまで追い詰める。生きていることを後こう悔かいさせてやる」

　淡々と静かにつづられる言葉はどこまでも不ふ穏おん当とうで、柔にゆう和わさがどこぞに吹ふき飛んだルイの凄すごみがよりいっそう浮うき彫ぼりになる。

　一本の電話で豹ひよう変へんしたルイは、カールの返答を待たずにダイニングをあとにした。

　彼にしては珍めずらしく乱暴に閉められた扉とびらが、抗こう議ぎするように激しい音を立てる。

　言葉もなく啞あ然ぜんと青年を見送った要は、そろそろと首をめぐらせた。

　カールを筆頭に、全員が苦い顔だ。

　息をついた咲夜は、乾かわいたオペラを口の中にいれ、紅茶で喉のどの奥に流し込んだ。あまり味がしない。それでも残すのは気が引けて、フォークで切りながらもくもくと食べた。

　カールもアルベルトもトーゴも同じように黙って菓か子しを食する。

　つられた要もプレートの菓子をもくもくと口に入れた。おいしいはずの焼き菓子やケーキは、どういうわけかまったく味を感じられず、勿もつ体たい無ないなぁと思った。

　用意されたケーキと焼き菓子がなくなる頃ころ、いつもの三つ揃ぞろいスーツから動きやすい私服に着き替がえたルイが顔を出す。

「ヘリオドールが何か言ってきても相手をしないでください。それでは」

　カールが口を開く前に扉は閉まった。口出し無用手出し無用という通達である。

　玄げん関かん扉とびらの開閉音が聞こえる。その後、不自然な静せい寂じやくがダイニングを占せん領りようした。

　濃すぎるアールグレイを少しずつ飲んでいた要は、いよいよカップが空になってきたので、さてどうしようと頭をフル回転させた。

　誰だれかが口火を切ってくれないと、間が持たない。しかしだからといって要がそれを担になうのは絶対に違ちがう。何しろ要はナハバールなのだ。どれほど近くに入れてもらっていても、クラーンではないのである。

　平静を装いながらも背筋にだらだらと汗あせを流し、要は必死で考える。

　すると、斜ななめ後ろに助け舟ぶねが現れた。

「……新しいお茶をご用意してもよろしいでしょうか、マイ・ロード」

　それまで直立不動の骸がい骨こつ馬がいた場所に、たおやかな風ふ情ぜいの少女がたたずんでいる。人型を取ったペレニアル・オネスティ、愛あい称しようレニだ。

　ロードは肩かた越ごしに振り返ると重々しく頷いた。

「うむ。口直しだ、同じグシュヴェントナーのアールグレイがいいだろう」

「では、そのように」

　一礼して、少し中身の残ったポットを手に、レニはキッチンに向かう。

　ロードは一同を泰たい然ぜんと見み渡わたした。

「ヴァンピーア・クラーンの者たちはみな、久々にベリルの後こう継けい者しやが見せた気き迫はくに、いささか呑のまれているように見受けられるな」

　カールが息をついて頭を振ふる。

「言ってくれるなよ、ロード・スケルトン。まさかヘリオドールの長老たちが、あんな暴挙に出るとは思いもしなかったんだ」

　肩かたをすくめるカールに、ロードは腕と足を組みながらひとつ頷うなずく。

「ふむ。何か深い事情があるようだ。しかし、どのような事情があるのだとしても、親愛なるナハバールを怯おびえさせてよい道理はなかろう」

　カールたちははたと要を見た。縮こまったナハバールの少年は、不安そうにしながらその視線を黙って受ける。

　トーゴが両手をあげた。

「すまん、お前のことを忘れていた」

「あー、いえ、それはいいんですけど……」

　訊きいてもいいのかなぁと言いたげな顔をする要に、アルベルトが口を開いた。

「お前が聞きたいというなら話してやるが、どうする」

　咲夜が頷き、カールがじっと見つめてくる。

　東條要は考えた。自分はナハバールだ。モンスター・クラーンの奥の事情にどこまで関かかわっていいんだろうか。

　ふいに、耳の近くに吐と息いきを感じた。それは、十二歳のときに永遠に会えなくなった、犬だと思っていたヴェアヴォルフのものにとてもよく似ていた。

　その形見の牙きばは加工して首に下げている。

　新しいお茶を用意したレニが戻もどってきた頃には、要の心は決まっていた。







　　　　２







　一同は中ちゆう途と半はん端ぱなティータイムを終わらせてリビングに移動した。

　後片づけはレニと咲夜が引き受けたのだが、クラインのところから戻ってきたグレーテルが目を丸くしてあとを引き継ついでくれた。

　レニは骸骨馬の姿に戻って館やかたを出る。彼女が室内に入ることを許されるのは、ティータイムと人型を取ったときだけだ。

　咲夜がリビングに入ると、猫ねこ足あしのひとり掛がけウィングバックチェアに腰こしを下ろしたカールが長い足をもてあますように組んで、ヘリオドールとルイの確かく執しつについてを語っていた。

　ヘリオドールというのは、セイレーン・クラーンの頂点に立つ家だ。イギリスに拠きよ点てんがあり、その美しい歌声で声楽家として名を馳はせる者もおり、音楽業界ではそれなりに知られた名家となっている。

　その血筋の後継者夫妻に一人ひとり娘むすめが生まれたのが、いまから百二十年前だ。娘はすくすくと成長し、美しい少女に育った。

　十五歳を迎むかえた彼女は、その年の最初の新月の晩に行われる新月祭で、モンスター・クラーンの頂点に君臨するヴァンピーア・クラーンの長おさ、ベルンシュタイン家の始祖エーアストから黄金色のマントとブローチを与あたえられた。

　黄昏たそがれの城の主であるエーアストの身の回りには、セイレーン・クラーンが多数仕えている。いずれは彼女もそのうちのひとりとして城に上がることになっていた。そして、数年から数十年ほどしたら、頃ころ合あいを見計らって同じセイレーンか上流階級の別のクラーンの許もとに嫁とつぐことになるはずだった。

　しかし、ヘリオドールの長老たちが思いもよらない事態が生じた。

　大事に育ててきたアレキサンドラが、ヴェアヴォルフ・クラーンの後継者にさらわれたのである。

「まぁ、正しくはさらわれたんじゃなくて、アレキサンドラは自分の意思でルイのところに行ったんだがねぇ。ヘリオドールの長老たちが絶対にそれを認めないもんだから、泥どろ仕じ合あいになってしまった」

　腕うでを組んだカールの言葉に、要はふむふむと頷いた。アレキサンドラというのがヘリオドールの一人娘の名前なのだ。

　ルイは二百三十六歳だと聞いている。百五年前は百三十一歳だ。モンスター・クラーンはある程度の年ねん齢れいに達すると成長が止まる。おそらくルイはその当時からいまに至るまで外見に変わりはない。

　見た目だけならつりあいは取れるだろう。モンスター・クラーンの者たちは総じて美形だから、さぞかし目の保養になるに違いない。

「もっとも、そのときまでアレキサンドラとルイがそんなことになっているとは私も知らなかったし、ルイも知らなかったんだが」

「……はい？」

　ふむふむと頷いていた要は、思わず聞き返した。

　アルベルトの隣となりに座った咲夜が苦く笑しようする。

「生まれたときから見てきた妹みたいな女の子としか思ってなかったから、すごくびっくりしたみたいだけど、結局アレキサンドラに押し切られたらしいよ」

　それに、ルイは一時期相当荒あれていたので、ベリルの放ほう蕩とう息子むすこと言われ悪評に事欠かなかった。手を焼いたベリルの長老たちがエーアストに泣きつき、ヴァンピーア・クラーン史上最悪の放蕩息子と言われていたカールの執しつ事じという名目でベルンシュタイン家預けとなったのが八十年ほど前だ。

　淡たん々たんと語るカールを胡う乱ろんな眼まな差ざしで見ながら、要は半眼で口を開いた。

「……カールさんもルイさんも、若い頃ころ、何やらかしたんですか」

　するとカールは満面の笑えみを作った。

「誰にだって若気の至りというのがあるものだよ。若いうちに暴れれば暴れるほど、年を経たときの重みが増すと思わないかい」

「俺まだ十六なんであんまりよくわかりませんが、暴れなくても人生の重みは出せるんじゃないでしょうか」

　少なくとも、ヴァンピーア・クラーン史上最悪といわれるほどの所業は、人生の重みにはさして必要ないような気がする要である。大体モンスターなのだから、それだけでも充じゆう分ぶん重いではないか。

「まぁそれはいい。話を戻そう」

「そうですね」

　あからさまに話題を変えるカールに、要はおとなしく同意した。

「ベリル家としてもヘリオドール家と険悪になるのは避さけたかったので、アレキサンドラを説得して家に帰らせた。冷れい却きやく期間を置くのも大事だと言い含ふくめてね」

　ところが、帰るなりヘリオドールの者たちはアレキサンドラを領地に閉じ込めてしまったのである。

　幼い情熱など、数十年もたてば消しよう滅めつすると考えたらしい。

　軟なん禁きんされたアレキサンドラは泣き暮らした。

　一方でヘリオドールの長老たちは、当家の娘の気まぐれで後こう継けい者しやを振り回してしまったことを詫わびるとベリル家に告げた。

　不ふ審しんに思ったルイはヘリオドールの館を訪おとずれたが、アレキサンドラは姿を見せない。

　長老たちの言う気まぐれだったのかと、一時は落らく胆たんしたルイだった。

　しかし、クラーン同士の付き合いもあることだし、へたに執しゆう着ちやくしても仕方がないので過去のことと割り切るしかなかった。たとえアレキサンドラが姿をまったく見せないとしても、これ以上追つい及きゆうはできないとも思った。

　ルイがその後それはもう輪をかけて荒れた原因は、ここにあった。理由は明白だったので彼が荒れるのを止められる者はおらず、手に負えなくなって放ほう逐ちくされる寸前までいった。

　一方、ルイ以上にヘリオドールの言い分を不審に思った者がいた。

　ルイの大おお叔父おじである。

「……大叔父、さん…？」

　思わず呟つぶやいた要に、カールは頷うなずいて、彼の胸むな元もとを示した。

「その牙の主だよ、要くん」

　要と要の家族たちが犬だと信じてリキと呼んだヴェアヴォルフだ。要は瞬またたくこともできない。

「レオナール・アドリアン・ベリル。我々はベリルのご老体とか、レオと呼んでいた」

　ヴェアヴォルフなのに獅子レオかと、彼はよく笑っていたものだ。

　アレキサンドラの行方ゆくえを、レオナールはひとりで捜さがしていた。ヘリオドールが気づかないようにクラーンの者たちに探さぐりを入れて、時間をかけて少しずつ情報を集めた。

　アレキサンドラが忽こつ然ぜんと姿を消してから七十五年。レオナールはついに、彼女の居所を突つき止めた。

　当初軟禁されていたヘリオドールの領地から移されて、彼女はずっと、アイルランドのエレメンタル・クラーン、ノームの地下都市深くに閉じ込められていたのである。

　セイレーン・クラーンの青年との意に染まない結けつ婚こんが秘ひ密みつ裏りに進められていることを、エーアスト付きのセイレーンが気の毒がって、懇こん意いにしていたレオナールにそっと知らせてくれたのだ。

　真相を聞かされたルイは、単身アイルランドの地下都市に乗り込み、アレキサンドラを救出した。その際にノームの地下都市は甚じん大だいな被ひ害がいをこうむり、のちにルイは三百年の出入り禁止を通告された。

　要は感動した。すごい。連れん絡らくなしで七十五年も経たってるのに、そこまでできるんだ。

　そう口にすると、咲夜がこう言った。

　たぶんルイにとっては七年半くらいの感覚だと思う。ヴェアヴォルフも相当長生きだから。

　言われてみればそうだった。ナハバールである自分の時間の間かん隔かくとクラーンのそれは決して同列ではないということを、こんなところで痛感する要である。

「救い出したはいいが、ベリルにも黄昏の城にもヘリオドールが手を回していてねぇ。このままではまた引き裂さかれて、もう二度と会えないだろうことは容易に想像できたわけだ」

　かくなる上は駆かけ落ちしかない。

　そんな状じよう況きよう下かのルイとアレキサンドラに、救いの手を差しのべたのはここでもやはりレオナールだった。彼はすでに自分の妻も子も亡なくしており、兄の血と自分の名前を継ついだルイをとても可愛かわいがっていたのだ。

「そこでご老体は、ほとぼりが冷めるまで、ベリルもヘリオドールも、エーアストさえも迂う闊かつに手出しのできないヴァンピーアのところに、アレキサンドラを匿かくまうことにした。エーアストにも匹ひつ敵てきするフォアツァイト・クラーンの居城だ」

　要は目を丸くした。

　モンスター・クラーンの頂点に立つベルンシュタイン家のエーアストですら容易に手を出せない。そんなヴァンピーアがいるのか。

　いつの間にか服の上から牙きばを握にぎり締しめていた要は、そのことにやっと気づいて手を放し、一度深呼吸をする。手に汗あせ握るならぬ手に牙握る驚おどろきの話だ。

「それは、どこなんですか？」

「トルコのアララト山にほど近い高原だよ」

　そのとき、リビングの扉とびらをノックする音がして、人数分のカップを載のせたトレイを持ったグレーテルが現れた。

「ああ、ばあや、ありがとう。ちょうど喉のどが渇かわいていたところだ」

「はい」

　にっこりと笑い、グレーテルは全員の前にティーカップを置いて下がっていく。

　カールは一息ついて、ラウンドテーブルに置かれたカップを口に運び、喉を潤うるおした。要も、黙もく然ぜんと聞いていた咲夜たちも同じように紅茶を飲む。

　カップをテーブルに置いた咲夜は、服の中にしまっているブラオがざわつきだしたのに気づいた。

　怪け訝げんそうに胸に手を当てる咲夜の様子に、アルベルトは注意深い視線を向ける。トーゴも同様だ。

　カールは娘むすめを一いち瞥べつしたが何も言わず、要に向けてつづけた。

「エーアストにも匹敵するフォアツァイト・クラーンの居城は、古いにしえの伝承から箱舟ゲミと呼ばれている」

　父の話を聞いていた咲夜の鼓こ動どうが不自然にはねた。箱舟ゲミ。こんなところでまたその単語が出てくるとは。

　彼女の様子には気づかず、要は感心した風ふ情ぜいで頷く。

「へえ…」

　アララト山、それに箱舟という単語は、ひとつの話を要に思い起こさせる。

　大だい洪こう水ずいが世界を襲おそったときに、ただひとり天てん啓けいを得て巨きよ大だいな箱舟を作り、家族やありとあらゆる動物のつがいたちとともに乗り込んだ男がいたという。洪水が引くまで箱舟は漂ひよう流りゆうしつづけ、ついに水が引いたのは数十日後だった。そして、水すい没ぼつしていた地表が乾かわき、流されつづけたその箱舟が行き着いたのがトルコのアララト山だったと、古い伝承にはある。

　東條要がなぜこんなことを知っているかというと、モンスターは神話や伝承とほぼセットだからなのだった。要が興味を持っているのはモンスターだが、それを調べていくとほかの情報が芋いもづる式に出てくるので、自然に覚えてしまったのだ。

　学校の勉強には大して役に立たないそれらの無む駄だな雑学が、まさかこんなに役立つ日が来ようとは。どんなことでもやっておくものだ。

「城の主たるヴァンピーアは、アナトリアの最長老アトラ・ハシース」

　カールがその名を口にした途と端たん、ブラオが激しく震ふるえた。

「…っ」

　咲夜は驚いて息を詰つめる。

　ほぼ同時に、先ほど下がったグレーテルが血相を変えて飛び込んできた。

「カール様、あの子が…！」

　咲夜は思わず腰こしを浮うかせる。

　グレーテルの後ろから、小さな子がふらふらと姿を見せた。

　神秘の青と呼ばれる色の瞳ひとみはどこか焦しよう点てんが合わず、ここにいる者たちすべてをすり抜ぬけて遠くに向けられている。

　病院の患かん者じやが着るような形の白い服をまとった少女は、鈴すずのように澄すんだか細い声を発した。

「……箱舟は……ジーンは……どこ……？」




　　◇　◇　◇




　イギリス、ヒースロー空港にルイが降り立ったのは、夜になる寸前の頃ころだった。

　ヘリオドールの領地までは、ここから列車で数時間かかる。

　ベルンシュタイン家マインツ邸ていを出てすぐにフランクフルト国際空港に向かったのだが、全便満席で空席待ちを余よ儀ぎなくされたため、思いのほか遅おそくなった。

　その間をルイは無む為いに過ごさなかった。ヘリオドールの連中をどうしてくれようか、じっくりと考えて効率化に努めた。

　さすがに命を奪うばえばエーアストが黙だまっていないだろう。アレキサンドラに対して二度と無体な真似まねをしないように、性しよう根ねを叩たたきなおせればそれでいい。

　それに、相手は曲がりなりにもモンスター・クラーンだ。うっかり加減を間ま違ちがえて多少やりすぎたとしても、それほど問題はないだろう。ないはずだ。ないに違いない。ないことにしておく。ないという前提が大切なのだ。

　表情のない端たん整せいな相そう貌ぼうに凄すごみを帯びたルイが歩いていると、周囲のナハバールたちがただならぬ雰ふん囲い気きを感じてざっと道をあけるので、混雑している到とう着ちやくロビーを難なく進める。いまは一秒でも時間が惜おしい。

　トルコのアララト山近くに住むヴァンピーア、アナトリアの最長老アトラ・ハシースの居城、箱舟ゲミ。

　ヘリオドールの長老の命令を携たずさえてゲミに乗り込んだセイレーンたちは、半分力ずくでアレキサンドラを連れ出し、イギリスの領地に護送しようとしていたのだという。

　しかし彼女は、一行がトルコを出る前に消えた。おそらく、ヘリオドールの追っ手を振ふり切って逃とう走そうしていると思われる。彼女もセイレーン、モンスター・クラーンだ。それほどの危険はないと信じているが、それでも一いち抹まつの不安はある。

　ふと、ルイは立ち止まった。

　風が彼を取り巻く。ただの風ではない。ナハバールには見えない風の精せい霊れい、シルフが飛び交かっているのだ。

「ヴェアヴォルフ、ヴェアヴォルフ。どうかお待ちください」

　周りを飛び回るシルフが、ルイに呼びかけた。

　シルフの声はナハバールたちには届かない。しかし、ルイにそれは聞こえる。

　柱にもたれて腕うでを組んだ彼は、目でつづきを促うながした。待ち合わせをしているような風情をかもしだす彼を、ナハバールたちは気にすることもなく足早に行き交う。

「どうか怒いかりを鎮しずめてください。ヘリオドールの領地にこのまま赴おもむけば、エーアストはあなたを処しよ罰ばつしなければならなくなるでしょう」

　ルイは剣けん呑のんに眉まゆ根ねを寄せた。エーアストはヘリオドールの長老たちの所業を知っていたのか。止めなかったということは、彼はアレキサンドラをヘリオドール家に戻もどすつもりだったのだろうか。三十年間何も言わなかったのに、急にどうして。

　ルイの表情が険しくなったのを見て、シルフは頭を振った。

「ああ、ヴェアヴォルフ、あなたは誤解をされています。エーアストは歌姫デイーバをヘリオドールに戻すことに賛同していたわけではありません」

　セイレーン・クラーンは美しい歌声を持ち、ナハバールたちを惑まどわせる。惑わされるのはナハバールだけでなく、動物も、植物すらも彼女たちの声に聞き惚ほれ酔よいしれるのだ。

　セイレーン・クラーンの男性は、その魅み惑わくの歌声を持たない。受け継がれるのは女性のセイレーンのみ。そして、血が濃こければ濃いほどその力は強くなる。

　おそらく現在セイレーン・クラーンの中で一番強い力を持つのはアレキサンドラだ。

　わかっている。だからヘリオドール家は、ヴェアヴォルフが彼女を奪うことを恐おそれているのだと。彼女はいま在るセイレーン・クラーンにおいて、最高のディーバ。

「お願いですヴェアヴォルフ。ヘリオドールと争うことはおやめください。エーアストは平和的交こう渉しようを持つようにとの仰おおせです。あなたが牙きばを収めれば、セイレーンたちも交渉に応じましょう」

　必死の懇こん願がんだが、ルイは眉まゆひとつ動かさない。ちょうど近くに誰だれもいなくなったので、うっそりと口を開く。

「アナトリアのアトラ・ハシースはフォアツァイト・クラーンだ。ヘリオドールの長老といえども、彼らのゲミに許可なく踏ふみ込むことは許されないはず」

　それを許したのはエーアストではないのかという言外の問いに、シルフは頭を振った。

「セイレーンたちは、ハシスオールに春の歌を届けるという名目でゲミに入ったのです。そして、アレキサンドラへの面会は、セイレーン・クラーンの者として正当な権利であると主張しました」

　ハシスオールとは、アトラ・ハシースの息子むすこたち。即すなわち、ゲミの最下層の廟びようで眠ねむるアトラ・ハシースの子孫たちだ。

　ハシスオール家の当代は、ルイの大おお叔父おじレオナールと家族ぐるみの付き合いがあり、その伝つ手てでアレキサンドラを匿かくまってくれることになったのだ。

　アレキサンドラは三十年ぶりに、セイレーン・クラーンの前に現れた。ナハバールでたとえるなら二十歳はたち程度の外見となった彼女は、少女らしさが消えてたおやかな大人の女性となっていた。

「どうやってアレキサンドラをゲミから連れ出した」

　ルイの語気がきつい。シルフは青ざめながら答えた。

「詳くわしいことはわかりません。言い包くるめたのでしょう。ディーバは素す直なおな方ですから、まさか同族のセイレーンが自分を欺あざむくなどとは思いもしなかったのではないでしょうか」

　目め許もとに手を当てて、ルイは柱に頭をつけた。確かに、アレキサンドラの性格ならそれは充じゆう分ぶんにあり得る。

　手を祈いのりの形に組み合わせて、シルフは懇願した。

「ヴェアヴォルフ、どうかこのままベルンシュタイン公の許にお戻りください。空港から出たならば力ずくで止めるようにと、この地に棲すむヴァンピーア・クラーンたちはエーアストに命じられているのです」

　三十年前、ノームの地下都市のどこかに閉じ込められていたアレキサンドラを捜さがし出す術すべは、ルイにはなかった。

　地下都市は恐ろしいほど広く、本当に捜し出せるのかと気が遠くなりそうだった。しかし、ノームたちを蹴け散ちらしてあちこちを破は壊かいしながらも、ルイは彼女の居場所を見事に捜し当てた。

　今回もきっと、あのときのように彼女は自分が来るのを待っている。

「あなたが傷を負えば、ディーバが悲しむでしょう。どうか彼女のために、ここは引いてください」

　指の間からシルフを見て、ルイは怪け訝げんそうに口を開く。

「サンドラを知っているのか、シルフ」

「存じております。我らは皆みな、彼女の歌を愛しているのです」

　風にのって響ひびくセイレーンの歌声。シルフはそののびやかで美しい歌声を、風から風に伝えて同族のもとに送っているのだ。

　アナトリアの空を舞まうシルフたちは、ことあるごとに響くディーバの歌がナハバールには届かないよう風を操あやつりながら、自分たちだけがそれを聴きけることをささやかな特権としているのだった。彼女の歌は、どれほど控ひかえめにしてもナハバールを惑わせてしまうのだ。

　セイレーンの歌を聴いた者は、魅み入いられて深い眠りの底に沈しずむ。セイレーンが目覚めの歌を歌わない限り覚めない眠りだ。

　ルイは深く息を吐はきだした。

　エーアストの命令を受けたヴァンピーアが近くにひそんでいるというのは、おそらく事実だろう。彼らと戦うことは構わないが、本気のヴァンピーアを相手にした場合、いたずらに時間だけが過ぎるだろう。簡単に通してくれるほど、ヴァンピーアは甘くはない。

　舌打ちをしながら踵きびすを返したルイに、シルフは安あん堵どしたようだった。

　自分の目を盗ぬすんでアレキサンドラを連れ戻そうとしたヘリオドール家には、いずれ必ず返礼する。

　ベルンシュタイン邸ていに電話をしてきたヘリオドールの長老によれば、アララト山からイスタンブールまで陸路で移動した後、一行はアタテュルク空港からイギリスに向かう予定だった。アレキサンドラは、せめて買い物をさせてくれと懇願し、イスタンブールのグランドカパル・バザールチヤルシユで護送役のセイレーンの隙すきをついて逃とう亡ぼうしたのだという。

　セイレーンたちは青ざめてイスタンブール中を捜し、捜そう索さくしながら陸路を戻り、匿っていないかとゲミのハシスオールにも問いただした。

　しかし、彼女は忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。

　報告を受けたヘリオドール家は、まさかアレキサンドラは既すでにトルコを脱だつし、ドイツのベルンシュタイン家に逃にげ込んだのではと疑った。マインツのベルンシュタイン邸には、ヴェアヴォルフの後こう継けい者しやがいるからだ。

　もしそうならば、少なくともアレキサンドラの無事は確かく認にんできる。長老はマインツ邸に電話をかけた。彼は無自覚にかなり動どう揺ようしていたのだ。邸やしきに電話をした場合、応対するのは大たい抵てい執しつ事じであるということを予測できなかったのだから。

　そして、ベルンシュタイン家当主カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインの執事は、ベリル家の後継者ルイ・アドリアン・ベリルだったと、応対した執事の第一声を聞くなり思い出し、己おのれの失態を呪のろったのだ。

　それでも、アレキサンドラの無事が確認できるならと、長老は自分に言い聞かせた。

　だが、彼らの予想に反して、アレキサンドラはベルンシュタイン家にも身を寄せていなかった。そして長老は、自分たちの謀はかりごとと失態を、よりによって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であるベリルの放ほう蕩とう息子むすこに、図はからずも自らの口から報しらせる形となってしまったのだった。

　ヘリオドールの長老は、通話が切れる直前のルイの唸うなりを聞いて心底ぞっとした。

　曰いわく、三十年前の礼もある、首を洗って待っていろ。

　セイレーンは脆ぜい弱じやくなモンスターだった。

　一方のヴェアヴォルフは鋭するどい牙と爪つめを持ち、離り反はんした異端者ケツツアーを狩かる際には高確率で執行者イエーガーに選ばれるほど戦せん闘とう能力と殺傷能力に秀ひいでている。

　ルイは忌いま々いましそうに舌打ちをした。

　自分が来るのを予感したヘリオドールの長老は、事態を収束させてくれるようエーアストに縋すがったに違ちがいない。

　ここのところ離反するクラーンが数を増していることもあり、エーアストとしてはクラーン内部での諍いさかいはできるだけ避さけたいところだろう。ゆえに彼はシルフを差し向けてきたのだ。

　長老の思惑おもわくなどお見通しだ。こちらが少しでも牙を剝むくと震ふるえ上がるくせに、様々な手段を講じてアレキサンドラを奪うばおうとする。それがルイの苛いら立だちに直結するのだ。

　一人ひとり娘むすめである彼女をヴェアヴォルフにやれるものかという気持ちは、一応理解できる。だからといって譲じよう歩ほはできない。そんなもの、してたまるか。

　いつか絶対に潰つぶしてくれる。

　新たな決意を胸に刻んだルイの耳に、それまでとは語気の異なるシルフの、引き攣つった制止が突つき刺ささった。

「待ってください、ヴェアヴォルフ…！」

　思わず足を止めて振ふり返ったのは無意識だ。シルフの声はそれほどに逼ひつ迫ぱくしていた。

　風をまとって宙に浮ういているシルフは、かたかたと震えながらつづける。

「あなたに告げるようにと、いま……」

「誰だれが」

　エーアストではないだろう。そうであるなら、そう口にするはずだ。

　しかしシルフは激しく頭を振る。

「その名は口にしてはならないのです。どうかお許しください。我らの王の耳に入っては、大変なことになりましょう」

　真っ青なシルフの面おも差ざしに、ルイは瞠どう目もくする。まさか。

「……エ……」

　エクシール。

　ルイの唇くちびるの動きを読み、シルフは顔を歪ゆがめて頷うなずくと、震える喉のどから言葉を発した。

「……何をしている、ヴェアヴォルフ。きみの最愛のディーバは、恐おそろしい迷めい宮きゆうの奥深くに囚とらわれている。イギリスで遊んでいる暇ひまなど、きみに在りはしない……」

　告げられた言葉をそのまま口にしているシルフは、言い終えると顔を覆おおってしまった。

　ルイはシルフに詰つめ寄った。

「どういうことだ、サンドラはいったいどこに…！」

「わかりません。告げられたのはそれだけです。それ以上は、もう何も」

　風の精せい霊れいは首を振るばかりだ。

「ああヴェアヴォルフ、どうか一刻も早くベルンシュタイン公の許にお戻もどりを。私にはもうそれしか申し上げられません」

　言い置いたシルフは、ふわりと飛び上がって瞬またたく間に姿を消した。

　ルイは茫ぼう然ぜんとそれを見送った。

　──きみの最愛のディーバは、恐ろしい迷宮の奥深くに囚われている

　いずこからか送られてきたエクシールの言葉が、ルイの脳のう裏りに反はん響きようする。

　アレキサンドラは自ら姿を消したのではなく、何者かに囚われているというのか。では、いったいどこに。

　セイレーンたちがアレキサンドラを見失ったのはトルコのイスタンブール。

「サンドラ……」

　呟つぶやいたルイの耳に、シルフの警告が滑すべり込んできた。

「ヴェアヴォルフ、なりません！」

　悲鳴のような叫さけびがルイの足をその場に縫ぬいとめる。去ったはずのシルフが舞い戻り、ルイの前に立ちはだかった。

「あなたが向かうのはベルンシュタイン公の許もとです。それ以外の選せん択たく肢しを求めてはなりません。ヴァンピーアたちの目が光っています、どうか…！」

　エクシールの告げた言葉が真実であるなら、アレキサンドラの足取りを追うためにトルコに向かう必要がある。しかし、ルイにはいま監かん視しがついている。ここでエーアストの意向に逆らうような行動を取るのは危険だ。シルフはそれを警告しているのである。

　苛立ちを抑おさえきれずにルイは舌打ちしたが、カールの許に戻って許可を得ればどこへ行こうと自由だ。カールはモンスター・クラーンを統すべる長おさなのだから。

　瞬しゆん時じにそう判断したルイは、ドイツに戻るべく、フランクフルト国際空港行きのチケットを求めてルフトハンザのカウンターに急いだ。




　　◆　◆　◆




「ありがとう。またね」

　震えながら飛び立つシルフに軽く手を振ったエクシールは、やれやれと肩かたをすくめた。

「よりによって、セイレーンのディーバに目をつけたか……」

　口元に指を当てて思し慮りよ深く呟き、青年の姿をしたヴァンピーアは目許に険しさを増す。

「箱舟アルシエの災厄クラインに、箱舟ゲミの歌姫デイーバか。実に面おも白しろい符ふ合ごうだ」

　本当は面白がっている場合ではないとわかっているが、エクシールはくすりと笑う。

　そして、街路樹にもたれて腕うでを組み、彼は待った。

　もうじき陽ひが完全に暮れる。そろそろこの辺りを通る頃ころだ。自分はただ、予想して待っているだけでいい。

　呼吸を二十ほど数えたエクシールは、トラムの乗降場に向かってくる少年を見つけ、小さく笑った。我ながらいい読みだ。

　一方、現時点でこの世でもっとも会いたくない相手とまたもや遭そう遇ぐうしてしまった東條要は、音を立てて固まった。

　彼に随ずい従じゆうしてきた骸がい骨こつ馬は、その背にロード・スケルトンを乗せている。

　馬上のロードは白い面おもてに剣けん呑のんなものを宿すと、ひらりと飛び降りて要の前に出た。

　要の襟えり首くびを嚙かんだオネスティが、彼を後ろに引っ張る。いつもながら骨骨しい主と骨骨しい馬、絶ぜつ妙みようのコンビネーションだ。

　剣けん帯たいに差したソードの柄つかに手て袋ぶくろをした右手を添そえ、羽はね飾かざりのついたコカールの下にあるふたつの目がエクシールを睨にらんだ。ように要には思えた。ロードに目があったらきっとこんな描びよう写しやになるだろう。

　実際は空っぽの眼がん窩かがエクシールに向けられているだけなのだが、骸骨騎き士しが放つ闘とう気きや殺気は本物で、髑どく髏ろの顔にも臨戦態勢を取った様子がはっきりと表れている。たぶん。

　五月に入ったばかりのドイツは、日本とくらべて緯い度どが高いのでまだまだ肌はだ寒ざむい。日中はそれほどでもないが、陽の落ちたいま時分はぐっと気温が下がる。

　エクシールはグレーのハーフ丈たけコートを着ていた。細身のシルエットで、見えるところにあのブローチはない。コートの下につけているのだろうか。

　こんなときだが要は、エクシールはいつもどこでどうやって生活しているんだろうと、疑問がわいた。なんだかんだでいつも季節感のある違う服装をしているし、髪かみも肌はだも手入れをされているように見えるのだ。

　そんなことを考えて、要はいやいやと頭を振った。

　最初に会ったときの彼は、冬だというのにコートもジャケットも着ない、寒々しい白いシャツ一枚だった。要の吐はく息は真っ白だったのに彼のそれは白くならなくて、金色の髪と紫むらさきの瞳ひとみの端たん整せいな相そう貌ぼうをした青年は、ひどく恐ろしいものに見えた。これは悪霊デーモンか悪魔トイフエルかと、慄おののいたのを思い出す。

　ロードとオネスティの威い嚇かくを受けながら、エクシールはすっと片手をあげると、悠ゆう然ぜんと口を開いた。

「やあ、要くん。久しぶりだね。元気だった？」
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　停止した思考が再起動するまで、三秒はかかった。

　まるで旧友に向けるような台詞せりふを口にしたのは、ベルンシュタイン家の皆みな々みな様さまと敵対しているはずのヴァンピーア。

　戦せん闘とう態勢を取っている骸骨騎士と骸骨馬が、要の護衛としての任を受けることになった原因の八割近くを占しめている男だ。

　穏おだやかに目を細めたエクシールは、ロードの横をすり抜ぬけると要のところまでやってきて、肩をぽんと叩たたいた。

「ちょっと聞きたいことがあって待っていたんだよ。少し一いつ緒しよに歩こうか」

　歩こうか、と誘さそっているように見えて、その実は強制だ。

　またこのパターンか。

　要は苦りきった笑えみを浮うかべた。ここで反論するときっとまた脅おどされるんだぜ。でもって独り言と称しようして隣となりで好き勝手なことを言われるんだぜ。その内容が司し堂どうとかアルベルトさんたちに対する伝言とかだったりするんだぜ。

　いい加減要も学習した。同じようにエクシールも学習してくれないだろうか。

　半眼になった要の沈ちん黙もくの抵てい抗こうなどきれいに黙もく殺さつし、彼の肩を押してエクシールは歩き出す。

　仕方なく要も歩き出した。これまでの例から考えれば、エクシールがこういう言い方をしているときは、要に危害を加えるつもりはない。

「……聞きたいことって、何」

　ぶっきらぼうに尋たずねると、エクシールは視線を滑らせて一点を指差した。

「何か飲む？　コーヒーとヴルストくらいならご馳ち走そうするけど」

　エクシールが示しているのはブラートヴルストのインビスだ。

　半眼の要の面おも持もちは、さらに剣呑さを増した。

「そう何度も何度もブラートヴルストにつられると思わんでくれ」

「あれ、お気に召めさなかったかな。あそこのカリーヴルストとブラートヴルストはかなりいけるはずなんだけど」

「いや、うまいと思うけど」

「だろう？　この辺りだとあのインビスが一番だね」

「確かに……」

　ついつい頷うなずく要の背を、後ろからついてくるオネスティが鼻先でどんと押した。何を呑のん気きに盛り上がっているのかと叱しつ責せきしているようだ。

　要はわざとらしく咳せき払ばらいをしながら肩かた越ごしに背後をちらりと見た。

　オネスティと、剣を抜いて切っ先をエクシールのうなじに据すえているロード。以前と同じ構図だ。彼らがいてくれるから、最悪の事態にだけは陥おちいらないという安心感がある。

　マリー・クリスティーネ号沈ちん没ぼつ事件のあとで、司堂咲夜は要にことのあらましをきちんと話してくれた。

　だから要は知っている。

　エクシールの伝言が何を示していたのか。書類に記されていたクラインという呼び名ではなく、小さなお客さんとあえて呼んでいる少女の、両頰ほおの血のこと。

　彼女の話だけではなく、トーゴやオネスティからも聞いた。

　咲夜が、海運会社ブリンクラインの御おん曹ぞう子しマクシミリアン・カーンに見み初そめられたが、あっさりと見事に振ふってきたことや、沈しずみかかったマリー・クリスティーネ号の最下層で防水シャッターを破るためにロケットランチャーを使用したこと。いやはや、司堂咲夜にまつわる話はいつも奇き想そう天てん外がいだ。

「クラインは目を覚ましたようだね。様子はどう？」

　エクシールの言葉に、要は目を丸くした。

「どうして……」

「うん、秘密」

　朗ほがらかに笑うエクシールだ。

「くれぐれもあの子を頼たのむと、エリアンヌとダンピールに伝えておいてもらえるかな。彼らの許もとにいるのがおそらくもっとも安全だ」

　すると、それまで沈黙していたロード・スケルトンが重々しく告げた。

「待て、エクシールよ」

　立ち止まったエクシールは骸骨騎士を顧かえりみた。

「なんだい、ロード。いや、ウィリアム」

「────」

　ロード・スケルトンは不自然に沈黙した。滅めつ多たにぶれない彼の剣けん先さきがかすかに揺ゆれたのを、要は確かに見た。

　骸骨騎士に向き直ったエクシールは、コートのポケットに両手を突つっ込んで微笑ほほえむ。

「ウィル。きみが私に何を訊ききたいかは、おおよその察しがつくよ。でも、残念ながら答えることはできない」

　ひとつ呼吸を挟はさんで、エクシールは瞼まぶたを半分落とした。

「ステンノがそれを望まない。私は彼女の意思を尊重する」

　そうしてエクシールは要を振り返った。

「エリアンヌには、こう伝えてほしい。何があっても、きみの目の届くところにあの子を置いておいてくれ。ヴァンピーア・クラーンの長おさでも、美しいマルガリータでも、ヴェアヴォルフでもダンピールでも構わないが、あの子を庇ひ護ごする役目にもっとも相応ふさわしいのはきみだと」

　強こわ張ばった面持ちで沈黙している要の右みぎ肩かたの辺りを、エクシールは見た。

「……ヴェアヴォルフは本当に、情が深いね。ディーバとヴェアヴォルフのことも気にかかっていると見える」

　要は思わず胸の牙きばを服の上から押さえながら後ろを振り向いた。だが、そこには何もいない。落らく胆たんした様子でのろのろとエクシールに向き直る要に、彼は苦く笑しようした。

「期待はしないことだよ。期待すれば、ないものが見えてしまうことがある。あるのに見えなくなってしまうこともある。あの子のことも同じだ」

　エクシールは踊おどるように軽かろやかな足取りでロードの間合いからすり抜けた。

「もうひとつ、エリアンヌに。愛していると」

　要は眉まゆを吊つり上げてがなった。

「言えるかぁっ！」

「きみじゃなくても構わない。よろしく、ロード・スケルトン」

　ひらりと手を振ったエクシールは、いつの間にかとっぷりと暮れている夜よ闇やみの中に消えた。

　誰だれも彼を追わなかった。要は危害を加えられたわけではない。また、伝言を頼まれただけだ。

　得体のしれないエクシールだが、クラインのことは真実気にかけているようだった。咲夜にあの子を頼むというのも、本心からだと思われた。

　エクシールの消えた闇を睨にらんでいた要は、やがて肺がからになるまで息を吐はきだした。そして、重い足取りで踵きびすを返す。

　ベルンシュタイン家マインツ邸ていへの道のりを歩き出した要に、ロード・スケルトンとオネスティは無言で従う。

　とぼとぼと歩きながら、また司堂に怒おこられるなぁと肩かたを落とす要の肩を、骸がい骨こつ騎き士しの手て袋ぶくろに包まれた手が励はげますように何度も叩いてくれた。

　要は頭を振って背筋をのばし、ロードを見あげる。

「さっき、エクシールに何を訊こうとしてたのか、聞いてもいいですか」

　髑どく髏ろの顔が要をじっと見下ろす。夜闇に浮かぶ白い髑髏は、慣れたはずの要でも薄うすら寒さを覚える迫はく力りよくだ。

　長いケープとコカールと白い手袋。腰こしには真新しいレースの飾かざり帯を締しめて、剣けん帯たいに差したソードが金属音を立てている。骸骨馬の手た綱づなを引きながらブーツの足音を響ひびかせて歩く骸骨騎士は、そこだけを見るとかなりホラーなのだった。

　ホラーと並んで歩く自分も相当ホラーだろうなぁとひとごとのように考えながらロードの反応を待っていると、彼は困こん惑わくした面持ちで言葉を探しあぐねているようだった。

　やがてロード・スケルトンは渋じゆう面めんのまま口を開いた。あくまでも髑髏には皮ひ膚ふも表情筋もないので、すべて要の感じた印象なのだが。

「……クラインは、明らかにステンノと血のつながりを持っていると思われる」

　要は頷いた。彼はステンノを見たことはないが、ステンノを知っているクラーンの者たちがそう断言するのだから、きっとそうなのだろう。

「美しいマルガリータも断言した。ステンノと血のつながりがないと考えるほうが不自然だ、と」

　美しいマルガリータ。それはグレーテルの名だ。グレーテルというのは、マルガリータの愛あい称しようなのである。

「ステンノの血を継ついだクライン。誰しもが考えよう。──父はいずこに、と」

　要は息を呑のんだ。言われてみれば、確かにその通りだ。

　子どもは両親がいなければ生まれない。ゴルゴン三姉妹と同じ力の血を持った少女は、確実にその血統に連なる者だ。ならば父親は誰だ。どこにいる。

　先ほどエクシールが告げた言葉を頭の中で反はん駁ばくする。

　答えることはできない。ステンノがそれを望まない。私は彼女の意思を尊重する。

　父親が誰なのか知られることを、ステンノが望まないから、エクシールは答えない。

　だが、それを知っているということは、誰よりもステンノに近しいのはエクシールではないのか。ということは、クラインの父親は、もしかしなくても。

　それなのに、咲夜のもうひとつの名を口にしたときのエクシールは、とても幸せそうだった。あまつさえ、愛していると伝えろとまで言ったのだ。

　なんだそれは、なんてことだ。

　様々なことに合が点てんがいくにしたがって、要の表情は険しいものになっていく。

　彼の想像は、ベルンシュタイン家の者たちすべてが抱いだいたものだった。

　据わった目で唸うなっている要を、ロードはじっと見下ろした。

　ときどき不思議に思うことがある。なぜ自分も含ふくめたクラーンの者たちは、この平へい凡ぼんなナハバールの少年に、ここまで様々なことを見聞きさせるのだろうかと。

　モンスター・クラーンに関かかわっているだけのナハバール。彼はあくまでも隣りん人じんであって、クラーンでもなければ、将来的にクラーンに加わる予定もない。

　いうなれば脆ぜい弱じやく極きわまりない部外者。にもかかわらず、彼は実に自然にクラーンたちに溶とけ込んでいるのだ。

　不ふ機き嫌げん丸出しの要の頰を、骸骨馬が鼻先で撫なでた。まあまあ落ち着いて、となだめているようだ。

　なんとも不思議な少年だと、ロードは感心した。オネスティがここまで懐なつくのは珍めずらしい。相手が上位のクラーンであっても、ここまで気を許した仕草は見せないのだが。

　黙だまったままオネスティに頷うなずいている要の右肩の後ろに視線をやり、ロードはそっと息を吐く。

　期待をすれば見えないものが見え、見えるものが見えなくなる。

　たとえそこに、要の首に下がった牙の本来の持ち主が佇たたずんでいても、要にはそれは見えない。なぜならば、彼がそれを望まないからだ。

　過去に囚とらわれないようにと望む牙の主は、自らの意思でそこに留とどまりながら、このナハバールをそっと見守っている。

　相変わらず怒ったような顔で、オネスティの首に手を置いた要は、本当はものすごく嫌いやだけれどもエクシールの伝言を咲夜たちに告げるべく、ベルンシュタイン家への歩みを再開した。
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　シーツを交こう換かんしたベッドに眠ねむるクラインの頰ほおを濡ぬらしている涙なみだを拭ぬぐい、咲夜は険しい面おも持もちで唇くちびるを嚙かんだ。

　小さなノックの音を聞き、振ふり返ると、グレーテルとアルベルトが隙すき間まからそっと顔を覗のぞかせる。咲夜は口に指を当てると、音をたてないように部屋から出た。

「やっと眠ったわ」

　青ざめた頰のグレーテルが安あん堵どの息をつく。

「ありがとうございます、咲夜様」

「ううん。それより……」

　ベッドに眠るクラインを隙間から見つめ、咲夜は眉まゆ根ねを寄せる。

「あの子……体中、傷だらけだった。全然気づかなかった…」

　重い呟つぶやきに、アルベルトとグレーテルが息を詰つめる。

「ずっと眠っていて、着き替がえさせることもできなかった。気づかなかったのも無理はない」

　アルベルトの言葉に顔を上げ、それからグレーテルに目を向ける。老婦人は微笑ほほえんで頷いた。

　それでもやはり、痛々しさで胸の奥が重くなる。

「…………」

　彼女の目覚めからここまでの一連が、咲夜の脳のう裏りに甦よみがえった。

　夕方近くに一度目覚めたクラインは、グレーテルに連れられてリビングに姿を見せた。

　はじめはぼんやりと辺りを見回し、そこに居並ぶ者たちを眺ながめていた。しかし、まったく知らない場所で、知らない人たちばかりだと気づいた途と端たん、傍はた目めにわかるほど震ふるえだした。

　見知らぬ者たちから遠ざかるように後退り、ひどく怯おびえて、彼女は何度も何度も繰くり返した。

　ジーン、ジーンが呼んでいる。早く行かなければ、ジーンに怒られる。箱はこ舟ぶねに行かないと、ジーンが。

　見知らぬ屋や敷しきと見知らぬ人々の中にたったひとりという事実は幼い少女を恐きよう慌こう状態に追い込んでしまったのだ。

　さらに、カールやアルベルトが近づくだけで、小さく悲鳴を上げて逃にげようとする様は、ただの恐おそれではないように思えた。

　狼ろう狽ばいしながらグレーテルがのばした手からも、自分を守るように頭を抱かかえて逃げ惑まどい、行き止まりの壁かべ際ぎわにうずくまって引き攣つったように泣きながらごめんなさいと繰り返す少女に、誰だれもが言葉を失った。

　しばらく泣きじゃくっていたクラインは、かたかたと震えながらそうっと顔を上げ、どう反応していいのかわからずに立ちすくんでいた咲夜に目を留めた。

　グレーテルと同じ神秘の青をたたえた双そう眸ぼう。瞬またたくことも忘れて、その瞳ひとみが輝かがやく。

「クリス…！」

　小さく声を上げ、グレーテルやカールたちの間をすり抜ぬけて駆かけ寄ってくるなり、足にしがみついて離はなれようとしないクラインの行動に、意表をつかれた咲夜は息を呑んで動けない。

　それまで啞あ然ぜんとしていた要が、そうっと尋たずねてきた。

「……司堂、なんで、その子…」

　クリスというのは、咲夜のドイツ名の愛称だ。

　ずっと眠っていたはずの少女がなぜ咲夜の名前を知っているのだろうか。そして、どうしてほかの者たちには怯えるのに、咲夜には駆け寄ってきたのだろう。

　ぎゅっと目をつぶって震えている少女の背をなだめるように撫でながら、咲夜は当とう惑わくした。

　困こん惑わくした顔で要に首を振って見せる。まったくわからない。どうしてだ。

「……とにかく、ふらふらしてるし、部屋に連れて行くわ」

　お部屋に戻もどろうと咲夜に促うながされたクラインは、こくりと頷く。しかし、少女のすくんだ体はうまく動かない。足がもつれてまろびそうになる。

　仕方なく抱き上げたクラインは、驚おどろくほど軽かった。子どもというのはこんなに軽いものなのか。

　背筋にひやりとしたものが這はい上がっていくのを感じながら、クラインを抱えた咲夜はグレーテルに先導されて客用寝しん室しつに向かった。

　アルベルトは、少し時間を置いてから、彼女たちを追うことにした。彼女たちだけにしておくのは、何かあったときに危険だと判断したからだ。

　たとえ六歳程度の、やせ細った無力な少女に見えていても、ステンノの血を引いていると思われるクラインはナハバールではない。モンスターなのだ。両頰の血はナハバールだけでなく、モンスターたちの脅きよう威いにもなりえるものなのだ。カールとトーゴもそれを知っている。アルベルトが行くと言い出さなければ、どちらかが動いただろう。

　要は頼たよりない表情でベルンシュタイン家の者たちを順じゆん繰ぐりに見ていた。何も言わないのは、何かを察しているからだろう。このナハバールの少年は、本人は無自覚だろうが空気を読むのに長たけているのだ。
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　カールたちの予想通り、要は口を開いてそろそろおいとますると告げた。ルイもグレーテルもいないので、玄げん関かんポーチまで見送りに出たのはトーゴとアルベルトだった。

　客用寝室に入ってグレーテルが手早くシーツを変えてくれている間に、クラインを抱いた咲夜のところにやってきたアルベルトが、東條要は帰っていったと教えてくれた。咲夜によろしくと言い置いて行ったそうだ。

　穏おだやかなティータイムから一転して様々なことが起こり、ちゃんともてなせなかったのを、悪かったなと咲夜は思った。今度ちゃんと詫わびなければ。

　咲夜にしがみついてくるクラインの全身は氷のように冷えていた。

　冷たくなっているからあたたまろうと促すと、クラインはおとなしく頷き、バスルームにつれていっても反はん抗こうしなかった。

　咲夜は髪かみをクリップであげ、はだしになって袖そでをまくり、クラインの着ていた白い服を脱ぬがせた。クラインは完全に無む抵てい抗こうだ。

　骨と皮ばかりのやせ細った体が痛々しい。

　ずっと手入れをしていないぼさぼさの髪を洗い、体を流してやると、あたたまった肌はだがうっすらと赤くなる。

　そのとき咲夜は気づいたのだ。クラインの全身に、切り刻まれたような跡あとが無数に残っていることに。

　強こわ張ばった咲夜の表情に気づいたクラインが、怯えたように顔を歪ゆがめる。小さな唇が動くのを読むと、ごめんなさいと繰り返していた。

　しばらくそうしていたクラインは、ふいに瞬きをして奇き妙みような顔をした。僅わずかに首を傾かしげて、咲夜をまじまじと見つめる。

「どうしたの？」

　訝いぶかる咲夜にふるふると首を振り、クラインは目を伏ふせた。

「なんでもない……。……クリス？」

「うん、なぁに？」

　クラインの髪の水分を絞しぼりながら、咲夜は応こたえる。クラインは瞬きをひとつしてもう一度、なんでもないと繰り返した。

　バスタオルと着替えはグレーテルが用意してくれた。咲夜が子どもの頃ころに着ていたパジャマだ。すべすべとして肌はだ触ざわりのいいシルクの生き地じはきれいな桜色で、咲夜はこれがお気に入りだったのだ。小さくなって着られなくなったのに、取っておいてくれたのだ。

　少女がずっと着ていた服は、すぽっとかぶるだけの貫かん頭とう衣いのようなもので、着古して薄うす汚よごれたような色合いと風ふ情ぜいだった。

　あれよりこの淡あわい桜色のパジャマのほうがずっと似合うし、顔映りもいい。

　クラインの全身の傷は、体温が下がると見えなくなった。真皮の奥に残っているだけで、表皮の傷はもうほとんど見えないのだろう。かなり古い傷なのだと、察せられた。

　バスルームから出ると、ドアの横にアルベルトが、腕うでを組んで壁かべにもたれるように立っていた。クラインが不ふ穏おんな動きを見せるかもしれないと、警けい戒かいしていたのだ。

　何事もなく出てきた咲夜の姿を確かく認にんして、アルベルトはそっと息をつく。咲夜は大だい丈じよう夫ぶよと彼に小さく告げて、少女をベッドに誘いざなった。

　アルベルトがいるとクラインは怯える。グレーテルにもだ。ふたりは仕方なく廊ろう下かに出て、内の様子を音と気配で探さぐる。

　横になったクラインは、可哀かわい想そうなほど震えながら繰り返した。

「ジーン、ジーンが呼んでいる。行かないと。箱舟に行かないと。行かなかったら、ジーンが。クリス、どうしよう、わたし…」

　大丈夫よと、咲夜は何度も言い聞かせた。ここにいれば大丈夫。あたしたちがついてるから、大丈夫。

　少女はやがて、眠ねむりの淵ふちに沈しずんでいった。

　眠ってからも、閉じた目から涙なみだがあとからあとからあふれて、クラインは夢の中でも泣いているのだった────。

　咲夜は、クラインの言葉の中に出てきた単語を、胸の中で嚙かみ締しめるように反はん芻すうした。

　箱はこ舟ぶね。

「……箱舟に眠るこの世の災さい厄やく」

　アルベルトが呟つぶやいたのは、エクシールが告げた言葉だ。

　マリー・クリスティーネ号という箱舟の最下層で、黒い箱の中で眠っていた少女。

　目覚めた彼女は言った。箱舟は、と。何度も繰くり返した。箱舟に行かないと。

　ジーンが呼んでいる。行かなければジーンに怒おこられるという。

　クラインの繰り返すジーンとは、誰だ。

　それに。

「どうして、あたしの名前、知ってたんだろう」

　咲夜の疑問に、アルベルトが仮定で答える。

「マリー・クリスティーネ号で、レニが呼んだのを聞いてたんじゃないか？」

「そうかもしれないけど、でも……」

　果たしてあのときそんな余よ裕ゆうがあの子にあったのだろうか。

　アルベルトの石化を解いたクラインは、そのまま糸が切れた操あやつり人形のようにかくりと崩くずれ落ちたのだ。

　それからずっと今日の夕方まで、眠ったままだった。なのにあの子は、いったいいつ聞いたのか。

　扉とびらの隙すき間まから、アルベルトはクラインを睨にらんだ。その眼光の鋭するどさに、咲夜はひやりとしたものを感じる。

「アベル、どうしたの」

「エクシールの告げた『この世の災厄』という言葉の意味を、確かめる必要がある」

　あの子の両頰ほおの血は確かに脅威だ。しかしそれ以上に、あの子自身がどういう素す性じようでどういう性質であるのかを確かめなければならないだろう。

　あの子の処しよ遇ぐうは、エーアストからカールが一任されている。エーアストは、ステンノに関かかわりがあると思われる子どもならグレーテルの手元に置くのが的確だろうと判断した。

　緊きん迫ぱくした空気が漂ただよう中で、グレーテルが小さく提案した。

「あの子は眠りましたから、咲夜様もアルベルト様も少し休きゆう憩けいされてください。その間に夕食の支し度たくをします」

　瞬またたきをする咲夜とアルベルトに、音をたてないように扉を閉めながら、グレーテルはにっこりと笑った。

「食事をきちんととっていれば、なんでもどうにかなるものです。さ、行きましょう」

　一方、閉とざされた扉の奥で、眠っているクラインはうわごとのように繰り返した。

「……ジーン…ごめん…なさい……」

　早く箱舟に。あなたのいるところに、行かなければ────。







　　　　４







　重苦しい空気に満ちたリビングで時間が過ぎるのを待っていた咲夜たちは、来客を告げる呼び鈴りんの音に、嫌いやな予感を覚えた。

　そして、再登場した東條要に、予感を確信に変える。

　要が口を開くより先に、アルベルトが低く唸うなった。

「エクシールか」

　要は乾かわいた笑いを見せて、一いつ瞬しゆん遠い目をした。ああ俺たぶん、いつかエクシールじゃなくてアルベルトさんかカールさんに殺される気がするなぁ。

　限りなく確信に近い予想だ。こう毎度毎度メッセンジャーにされては、彼らがいかに友好的なモンスターであっても、いつか寛かん容ようメーターの針が振ふり切れそうではないか。

　アルベルトは要を剣けん呑のんに睨んでいたが、やがて嘆たん息そくして、エクシールの伝言を告げるように促うながした。

　要はほっとしながら記き憶おくを手た繰ぐる。

「ええと……」

　──何があっても、きみの目の届くところにあの子を置いておいてくれ。ヴァンピーア・クラーンの長おさでも、美しいマルガリータでも、ヴェアヴォルフでもダンピールでも構わないが、あの子を庇ひ護ごする役目にもっとも相応ふさわしいのはきみだ

　念のため、間ま違ちがっていないかをロード・スケルトンに確認する。骸がい骨こつ騎き士しは、どこにも誤りはないと保証してくれた。

「それじゃあ、俺はこれで……」

　用が済んだので帰ろうとした要を、グレーテルが引きとめた。

「もうじき夕食の準備ができますので、よければ召めし上がっていってくださいな。献こん立だては、このグレーテルが腕によりをかけたアイントプフと鱈たらのクネーデルです。たくさん作りましたから、ぜひ」

　踵きびすを返しかけた要の足が止まった。

　ヴルストとジャガイモとにんじんとたまねぎとレンズマメを入れてじっくり煮に込こんだアイントプフは、グレーテルが得意としているスープだ。材料は素そ朴ぼくでありふれているのに、絶対に教えてくれない隠かくし味が利きいていて、どんな店で食べるよりうまいのである。

　そして、クネーデル。ジャガイモを練って作る大きな団子なのだが、これがまた実にうまいのだ。きっと中に鱈と香こう味み野菜が詰つめられていて、グレーテルのクネーデル定番のトマトクリームソースがかかっている。

　パンはライ麦百パーセントのロッゲンブロートを薄うすく切ってトーストしたものを。体が冷えないようにというチョイスのホットベジタブルサラダも忘れてはならない。食後にはプディングとかアイスクリームとか。

　想像しただけで、要の腹がぐうぐうと鳴り出した。間違いなく要の胃い袋ぶくろはグレーテルに摑つかまれている。

　いやしかし、家では母が夕食の準備をして待っているはずだ。母の気持ちを無む駄だにしてはいけない。

　理性を総動員させて断ろうとした要に、トーゴがだめ押しのひとことを口にした。

「ちなみに、食後のデザートはさっきは出さなかったシュヴァルツヴァルダー・キルシュトルテだそうだ」

「………………………っ…！」

　シュヴァルツヴァルダー・キルシュトルテ。黒い森シユヴアルツヴアルトのさくらんぼとチョコレートのケーキ。スポンジはココア味。生クリームはクラーンの農場直送、有機無農薬の飼料のみで育てられた乳牛のミルクから作られた極ごく上じよう品。

「…………電話をお借りしていいですか」

　かーさん、ごめん。俺はグレーテルさんの料理に翻ほん弄ろうされてシュヴァルツヴァルダー・キルシュトルテにとどめを刺さされた。

　しかし、いざ電話をかけてみると、母は息子むすこの行動を正確に読んでいた。

『ああはいはい。どうせそうなるだろうと思って、夕飯はお父さんと外で食べることにしてたから。失礼のないようにするのよ。それと、ちょっとカールさんに代わってちょうだい』

　言われるままにカールに受話器を預ける。世話になりっぱなしの息子のことでお礼をいうつもりのようだった。

「これはこれはご無ぶ沙さ汰たしております」

　実に流りゆう暢ちような日本語で挨あい拶さつをしたカールは、しばらく雅まさ美みと話に花を咲さかせる。

　グレーテルによれば、出来上がるまでもう少しかかるということだった。

　要はおとなしくリビングのソファに座って待とうと思っていたのだが、咲夜が立ち上がったので何気なく声をかける。

「どこに行くんだ？」

「うん、ちょっと書しよ斎さいで調べもの。することがないなら要もくる？」

「おう、行く行く」

　ベルンシュタイン家の蔵書はすごいのだ。ひとりでは気が引けるが、咲夜がいるなら堂々と入って閲えつ覧らんできるではないか。

「アベルは？」

　咲夜が尋たずねると、ソファに腰こしを下ろして足を組んでいたアルベルトは、一瞬考えた。

「……いや、俺はいい」

　ベルンシュタインの屋や敷しき内は安全なので、ロードもリビングにいるという。

　咲夜と要は屋敷の北側にある書斎に向かった。

　壁かべ一面が書しよ棚だなで、北向きに窓がある部屋だ。陽ひ射ざしで本が焼けてしまわないように、そういう造りになっている。

「見たいのがあったら出していいよ」

　要に言いながら、咲夜は大きくて分厚い世界地図帳を書斎の中央に据すえられた大きな机の上に置いた。机の上には、わけのわからないプリントやパンフレットのようなものが広げられていて、咲夜はそれらを見ながら地図帳を開く。

　丁てい寧ねいにページを繰くる咲夜の斜ななめ横に移動し、要は地図帳を眺ながめた。

「何調べてるんだ？」

「この間ノルウェー海かい盆ぼんに沈しずんだマリー・クリスティーネ号が、就航してからどこを回ったかを、ちょっとね……」

　正確には、沈んだのではなく沈めたが正しいのだが、そこにはふたりとも触ふれない。

　しばらく作業していた咲夜は、ヨーロッパのページを固定させて紙面を指でなぞりながら瞬またたきをした。

「そういえば、日本にいる彼女にプレゼント贈おくるって話はどうなった？」

　要はがくりと肩かたを落とす。

「いつの話だいつの。もう二ヶ月も前だよ、ちゃんと送ったよ」

　二月にバレンタインのチョコレートとささやかなプレゼントが送られてきたので、一ヶ月後のホワイトデーにお返しのキャンディーとプレゼントを送った。

　クリスマスプレゼントは咲夜に手伝ってもらったが、今回はひとりで探すと宣言した要だったが、選せん択たくにかなり苦労し、結局ロードとトーゴにアドバイスをもらった。

　選んだのは、ヴェネツィアングラスの付けペンとインクのセットだ。週に一度手紙をやり取りしているので、文具なら使うだろうし、繊せん細さいで美しいガラスペンは机に飾かざってもいいだろうとのことだった。ちなみにこれはロード・スケルトンの勧すすめで、トーゴのはフォトフレームに自分の写真を入れて送ったらどうだという、要には実にハードルの高いものだった。

　フォトフレームだけならいい。どうしてそこに自分の写真を入れるという発想になるんだと頭を抱かかえた要である。

「なかなかのセンスだわ。さすがロード」

「あ、お前もそう思う？　だよなぁ。ちゃんと喜んでくれたし、良かった良かった」

「でもトーゴのお勧めもわかるなぁ」

「えー？　写真なんかやだよ、フォトフレームだけならいいけどさぁ」

　眉み間けんにしわを寄せる要に、咲夜は顔を上げて言った。

「離はなれててなかなか会えないんだもん、写真でも何でもいいから顔が見たいもんだわよ」

　そこには奇き妙みように重い響ひびきがあって、要は戸と惑まどった。咲夜は静かな目をしている。

「いやでも、一いつ緒しよに撮とってるの結構あるし……」

「ちょっと前のでしょ。それに、こっちであんたがどんなふうに生活してるのか、見せてあげたら。どんなところでどんな人と勉強してるのかとか、話だけじゃなくて、見たいんじゃないかなぁ」

「……そういうもんか」

「あたしはね。そう思うってだけだけど」

　そう言うと、咲夜は地図帳に目を戻もどして、パンフレットに記されたマリー・クリスティーネ号の航路をたどる。

　要は思った。咲夜が言っているのは、アルベルトと離れていた十年間に、彼女がずっと抱えていた想おもいなのだろう。

　戻ってきたアルベルトと、咲夜はほとんどずっと一緒にいる。まるで、失われた十年を取り戻しているかのように。

　咲夜の手が、ふいに止まった。彼女が見ているのは、ヨーロッパとアジアの間にある国だ。

　マリー・クリスティーネ号はデビュー直後に一度、貸切での航海があったようだ。ドイツのキール港を出航し、途と中ちゆうどこにも寄港せずにトルコのイスタンブールに到とう着ちやく。一晩滞たい在ざいし、翌日にはイスタンブールを出航してどこにも寄港せずにキール港に戻ったのだ。

　それも、あのパーティーの直前に。そして、あのパーティーのあとに招待客たちを全員降ろしてから、再び同じルートでの航海が予定されていたらしい。

　咲夜の脳のう裏りに、マリー・クリスティーネ号の最下層の実験施し設せつで見た光景が甦よみがえった。

　石化した動物たち。液体の入ったフラスコや試験管が並んでいた実験室、化学式や意味不明の数値が並んでいたプリント、黒い箱の中に眠ねむっていた少女クライン。

　咲夜の手元を眺めていた要が瞬きをした。

「あ、アララト山てここかぁ」

　咲夜は顔を上げて怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　対する要は嬉うれしそうに地図の一点を示す。

「ほら、さっきカールさんが話してくれた、アナトリアの最長老が住んでるって。名前は知ってたけど、場所はちゃんと知らなかったんだよ、俺」

　アトラ・ハシースの居城「ゲミ箱舟」は、トルコの東側、アララト山の近くにある。クラインを乗せた箱舟マリー・クリステイーネ号は、トルコのイスタンブールに寄港していた。

　咲夜の鼓こ動どうがはねた。

　誰だれがクラインをマリー・クリスティーネ号の最下層に乗せたのか。そしてどこに連れて行こうとしていたのか。

　ステンノを召しよう喚かんしたのはクライス。石化剤ざいを作り出したのもクライス。あの場所で実験していたのもおそらくクライス。

　誰が石化剤を作り出したの。

　鼓動がはねる。

　ひどく怯おびえて泣きじゃくったクライン。両頰ほおをはじめとして全身に刻まれた傷きず痕あとは何を意味しているの。

　あの船の最下層、実験施設と思おぼしき部屋のキャビネットに並んでいた、たくさんのフラスコと試験管。ガラス容器を満たしていたのは、やや黄みがかった液体。

　あれだけの薬やく剤ざいを作るために、どれだけの原材料が必要だったのか。

　──ジーンが呼んでいる。行かないと。箱舟に行かないと。行かなかったら、ジーンが

　ジーンとは誰。彼女のいう箱舟とはなんのこと。

　クラインはいったいどこに向かっていたのか。

　頭の中で思考が渦うずを巻いている。考えがまとまらない。混乱して混こん沌とんになっている。

　前まえ髪がみを乱暴にかきあげる咲夜の目が恐おそろしいほどに鋭するどい。

　こういうときはへたに声をかけないほうがいいのを、要は経験で知っている。

「トルコに、何があるんだろう…」

　呟つぶやいた咲夜は、地図に描えがかれているトルコ共和国の全域を凝ぎよう視しした。

　咲夜はこの国に一度も行ったことがない。トルコ東部の東アナトリア地方に住むアナトリアの最長老アトラ・ハシースの名前は知っているが、招かれたことはない。

　ルイが年に何度かアレキサンドラに会いに行くので土産みやげ話ばなしは聞いているが、そもそもアナトリアのヴァンピーア、アトラ・ハシースとそのクラーンが咲夜に対してどういう感情を持っているかも知らないのだ。

　大たい抵ていのクラーンは、ベルンシュタインの養い子である咲夜を快く思っていない。ナハバールの子どもを育てているカールに対しても、いまでも風当たりがかなり強い。

　咲夜と一緒に地図を覗のぞき込んだ要は、彼女があまりにも険しい面おも持もちで、なんだかとても苦しそうに見えたので、あえて明るい声を出した。

「トルコって、俺、一度行ってみたいんだよね。遺い跡せきとかいっぱいあるし、カッパドキア見てみたいし」

　目だけを要に向ける咲夜に、生き真面まじ目めな顔を作って見せる。

「なんでもトルコはすごい親日国らしくてさ。昔、和歌山県沖おきでトルコの船が座ざ礁しようしてえらいことになってうんぬんで、それから親日国になったそうで」

「そのえらいことになってうんぬんが大事なところなんじゃないの？」

　咲夜の鋭い指し摘てきに要は一いつ瞬しゆん遠い目をした。詳くわしいことは要もよく知らない。何しろ祖父からの受け売りだ。

　要のような若い世代はまったく知らない話だが、トルコ人はいまでもこの話をきちんと伝えているのだという。そして、受けた恩義を覚えているのだと。

　東條の祖父は要にこの話をして、与あたえた恩はさっさと忘れてしまえ、けれども受けた恩は決して忘れるな、と言い聞かせた。どうも要はこの、忘れてしまえ、の部分が強く印象に残ったのか、詳しいところがすっぽ抜ぬけてしまった。

　これでは説得力がない。せっかくのいい話なのに、我ながら実に情けない。

　渋じゆう面めんの要に、咲夜は息をついた。

「あとでトーゴか父さんに聞いたらきっと教えてくれるわよ。あたしもちょっと興味あるし」

「おお、なるほど。そうしよう」

　ぽんと手を叩たたいてうむうむと頷うなずき、要は中断していた話をつづけた。

「で、親日国家に対してはやはり相応の敬意を払はらわねば、と俺は思うわけだ」

「えらいことになってうんぬんレベルだけどね」

「うるさいよ、悪かったよ、それはもういいよ」

　鋭く合いの手を入れる咲夜をねめつけて黙だまらせ、要は腕うでを組む。

「俺レベルで相応の敬意を払うためには、身近なところからはじめるのが一番。というわけで」

「で？」

　要と同じように腕を組んで首を傾かたむけた咲夜に、要は高らかに宣言した。

「移動屋台のドネル・ケバブとのびるアイス、まずはここからトルコに親しもうと思う！」

　拳こぶしを握にぎり締しめて雄お々おしく断言した要である。

　一方の咲夜は、まじまじと要を見つめて、静かに口を開いた。

「……せめて歴史と文化から親しむほうが知的だと思うんだけど」

　さらにいうなら、そういうところを見せたほうが彼女もあんたに対してのイメージが三割増しになるんじゃないかしら。

　半眼の咲夜に要は切り返した。

「いやあ？　食べ物は大事だぞ、何しろ俺はグレーテルさんの料理のおかげでドイツに対する好感度がものすごく高いんだぞ」

　熱く語るナハバールに、ベルンシュタインの養い子は目をすがめて首をひねる。

「それは…自じ慢まんするようなことなのかなぁ？」

「自慢していい、絶対に。つーても自慢できるのはグレーテルさんであってお前じゃないけどな。大体司堂、料理できるのかよ」

「失礼ね。多少はできるわよ。トカゲさばくのは結構うまいわよ」

　思いがけない発言に、要は目をぱちくりとさせる。

「は……？　トカゲ……？」

　なぜこの会話の流れでトカゲ。

　地図帳を閉じながら咲夜は応じる。

「父さんとルイとジャングルでサバイバルするとね、食料は現地調達になるの。基本的に狙ねらうのは哺ほ乳にゆう類るいだけど、見つからないときはワニとかトカゲも大事な食料」

　それらの肉は臭くさみが強いので、香こう辛しん料りようでごまかす。それゆえにカレー粉が必ひつ須すだ。

　最初は食べられたものではなかったが、ほかに食料がないのだから、生きるためにはそれらを食する以外に道はない。

　無む駄だのないように調理をして、使わない皮や骨や内臓はきちんと埋うめた。命をいただくのだから感謝をしなさいとカールによく言われたものだ。

　昔を懐なつかしむ顔をする咲夜を見つめて、要は思った。

　そこだけを聞いているととてもいい話なのだが、よくよく考えるとそのサバイバルを行っているのは公こう爵しやく位を持っている大会社の社長にしてモンスター・クラーンの長であり、その執しつ事じであり、その養い子である。

　なんでどうしてそんなサバイバル活動をするのか、理由がまったくわからない。

　自分でもかなり胡う乱ろんな顔をしているだろう自覚のある要に、咲夜は肩かたをすくめてみせた。

「実戦で確実な成果をあげるためには、そういう極限状態も体験しておかないとね。どんな状じよう況きようでもどんな場面でも、冷静に敵を追い詰つめてしとめる。それがケッツァーを狩かる、クラーンのイェーガーだから」

　人間である咲夜がモンスターと対等に戦うためには、それだけの知識と経験とが必要だったのだ。

　やれといわれれば、ジャングルであろうと荒こう野やであろうと、野営しながら自力で生き抜くことはできる。いまそれをしないのは、必要がないからだ。

「まぁ…普ふ通つうの料理は全然できないけど。少しは覚えようかなって思ってるところよ。ちょっとした料理くらいできないと、いざってときに困るし」

　それに、グレーテルのような料理上手にはやはり憧あこがれる。母のエミーリアが作ってくれた料理もいつか再現できたらと思う。

　咲夜にはやるべきこととやらなければならないことが多く、それ以外にやってみたいことも当然ある。それらに優先順位をつけたら、料理は後回しになった。一番身につけたかったのは銃じゆうの扱あつかいと高い命中率。身軽に行動するための身体能力と、実戦で困らないだけの判断力と観察力。

「……そっか」

　頷いて、要は唇くちびるを引き結ぶ。

　本当に、生きてきた環かん境きようが違ちがうのだ。それは、モンスターだからとか、クラーンだからとか、そういうことではなくて、選んできた生き方の違いだ。

「あ、そろそろ準備できたかも。行こう、要」

　壁かべにかかっている大きな振ふり子時計を見て、咲夜は要を促うながす。

　さっきまで漂ただよっていた緊きん迫ぱく感かんが彼女から消えているのでそれは思惑おもわく通りになったのだが、開けてはいけない扉とびらを開けてしまったような気がする。

　実はベルンシュタイン家で一番のモンスターは、人間である咲夜なのではなかろうか。そんな発見に、いまさら行き当たった要だった。




　　◆　◆　◆




　重い暗くら闇やみの中に眠ねむる老人は、数年ぶりの目覚めを迎むかえていた。

　光の入らない廟びようの奥。石の壇だんに据すえられた黒くろ塗ぬりの古い箱。

　ナハバールたちはこれを棺ひつぎだと言うが、長命なヴァンピーアにとっては外気と光を遮しや断だんするための揺ゆり籠かごだ。

　閉じられた棺の中に横たわる老人は、身じろぎもせずに瞼まぶたを震ふるわせる。

　まだ完全に覚かく醒せいしたわけではない。

　まどろみの中で見る夢はいつも心地ここちよく、完全な眠りと覚醒の狭はざ間まで揺蕩たゆたう。

　しばらくそうしていた老人は、瞼の裏に生じた青い光を見た。

　激しさはない。穏おだやかに広がっていく。

　その光を、彼は良く知っていた。

　古いにしえの時代から生きているモンスター、フォアツァイト・クラーンと呼ばれるものたちはみな知っている。

　モンスター・クラーンの長おさであるベルンシュタイン家に伝わる至宝が放つ光だ。

　あれは意思を持っている。長命なクラーンたちよりもさらに長い時を生きてきた。

　ナハバールたちは、あのようなものが生きているはずがないと嘲ちよう笑しようするかもしれない。無機物にしか見えないものに命があるとは、大たい概がいのナハバールは考えない。

　彼らの定義する命あるものとは違うかもしれないが、やはりあれは生きている。

　この星が誕生したときと、ほぼ同じ頃ころに誕生した石だから、モンスターよりもずっと長命で、強い力を持っているのだ。

　まどろみの中で、老人は光に語りかけた。

『……どうしたのだ、ケーニヒス』

　青い光は明めい滅めつしながら、まるで意思を持っているかのように老人を照らす。

　その光の中で、彼は確かに聴きいた。光の発する声と呼ぶべきものを。

　音ではなく、心に流れ込んでくるそれを言語に変へん換かんできるものは、クラーンの中にも数えるほどしかいない。

　光のもたらす言葉を完全に理解し、描えがかれる現象を読み、ときには未来を紡つむいでいたクラーンは、とうに絶えてしまった。

　いまではケーニヒスが意思をもって語りかけてくるときにだけ、選ばれた接せつ触しよく者がその言葉を受け取ることができる。

　揺り籠の中で目を閉じたままケーニヒスの言葉を聴いていた老人は、やがて重く息をついた。

　ケーニヒスの光は穏やかだが、ずっと眠っていた老人には少々重い。

　青い光の中に、ケーニヒスの現在の持ち主が見えた。面おも差ざしはよく見えないが、体形やたたずまいから察するに、どうやら女性のようだった。

　老人は薄うすく笑う。ケーニヒスが選ぶのはいつも女性ばかりだ。おそらくケーニヒスの性状が、男性のそれに近いのだろう。名からしてケーニギンではなくケーニヒだ。

『……わかった』

　光の告げたものを読んだ老人は、厳おごそかに応じた。

　それを受け、瞼の裏に広がっていた青い光は徐じよ々じよに弱まり消えていく。

　消えかけた光に老人は語りかけた。

『近いうちに会おう、ケーニヒスブラオ』

　光が完全に消えるのを待って、老人は揺り籠のふたを開けた。

「……」

　かたんと音を立ててふたが開き、重い静せい寂じやくの支配する暗闇に響ひびき渡わたる。

　空気の動きが伝わったのか、誰だれかが駆かけつけてくる気配が近づいてきた。

　老人はおもむろに身を起こした。

　廟の扉が開き、ランタンを手に入って来た相手に、老人は厳かに告げた。

「シュヴァルツヴァルトのエーアストに使いを」

　ランタンの灯あかりに照らされているのは、老人と、彼から数えて数代目の現当主に仕える年若いヴァンピーア。

　生きつ粋すいのヴァンピーアではなく、昼の世界を去ってクラーンに名を連ねることを選んだ者だ。

「みなは息災か、セム」

　数年ぶりに目覚めた老人に、二百年前に従者となった青年は一礼した。

「はい。お目覚めをお待ちしておりました、アトラ・ハシース」







　　　　５







　寒さの厳しかった草原に、ようやく芽が出はじめた。

　アナトリア高原に生きる遊牧民たちは、歩く人ユウリツクと呼ばれる。

　その名の示す通り、彼らは一年中遊牧地でテント住まいをしていたが、だんだんその生活は変化している。冬季は低地におりて家を構え、春から秋にかけて高地の遊牧地に移動してテントに住む者が増えていったのだ。

　厳しい冬を過ぎて気温の上がる五月になると、ユゥリックたちは冬を過ごした冬営地を出発し、高原の夏営地ヤイラに向かうのだ。

　彼らがヤイラと呼ぶ地に、冬の間もとどまって遊牧をつづける数家族がいた。彼らは昔ながらの放牧を営んでいる。いわば正しくユゥリックと呼ばれるべき者たちだ。

　彼らがそうやって、昔ながらの生活を営むのには、理由があった。

　放牧をしながら高原のあちこちをめぐり、土地の情報を集めていく。そしてそれを、時々やってくる行商人に伝えて、通常より多い報ほう酬しゆうをもらうのだ。

　これも、定住しない彼らの培つちかってきた生きる知ち恵えのひとつだった。

　四月の終わりにやってきた行商人が、冬の間にユゥリックたちが生産した織物を、希望より高い価格で引き取ってくれた。おかげで新しいラクダとヤギを数頭買うことができた。

　秋の間に刈かって準備していた干し草はそろそろ尽つきようとしているが、代わりに新芽が一いつ斉せいに吹ふいてきた。なかなか出てこなかったのでひやひやしたが、これで心配ない。いざとなったら町で飼料を買わなければならなかったのだが、そのための資金が足りなくなる危険があったのだ。

　八歳になったばかりの少年ヌーフは、この春からヤギの放牧を任されるようになった。数家族分のヤギは三十五頭。それらを夜明けとともに遊牧地に追い立てて、陽ひが暮れる前に連れ帰ってくるのだ。

　毎日のお弁当は母の手作りで、飲み物はヤギの乳。

　ヤギは言うことを聞いてくれないことも多いが、自分ひとりでもやれると認めてもらえたことがヌーフは嬉うれしかった。

　その日も彼はいつもどおりに夜明けとともに放牧に向かい、日暮れの前に戻もどってきた。

　彼を出で迎むかえた父親は、ヤギを数えて眉まゆ根ねを寄せた。

「ヌーフ、一頭足りないぞ」

「え？」

　彼は慌あわててヤギを数えた。本当だ。この春に生まれたばかりの仔こヤギがいない。

　荷物を置いて身軽になり、くるりと踵きびすを返す。

「ごめん、探してくる」

「これを着ていけ、寒くなる」

　父が渡してくれたケペネクを羽織って、ヌーフは遊牧地に駆け戻った。

　ユゥリックたちのテントから大分離はなれた遊牧地に着くころには、太陽はかなり傾いて、橙だいだい色いろの光に照らされた大地はとてもきれいだった。

　ヤギには名前を付けているわけでもないので、呼びかけることもできない。

「おおーい！　どこだー！」

　口の横に両手を当てて叫さけぶ声は、遊牧地に響き渡る。

　風がいっきに冷たくなってきたのを感じて、ヌーフはケペネクを搔かき合わせた。ケペネクは厚いフェルトのマントだ。しっかりと風をさえぎってくれるのであたたかい。

　仔ヤギはどこに行ってしまったのか。

　高原は平へい坦たんではなく、地の裂さけ目や岩場、くぼみや段差など、起き伏ふくに富んでいる。

　それに。

　あちこちを駆け回りながら、ヌーフはぶるりと身を震ふるわせた。

　この高原のどこかに、隠かくされた地下都市があるのだと、ヌーフは祖父から聞いた。

　それは、一族にずっと伝わってきた伝承だ。

　立ち止まって、夕焼け空の反対側を見はるかす。

　トルコとイランの国境沿いに、この国で一番高い山がある。視界をさえぎるものはないから、遠くにそびえたつその山を、ヌーフは毎日眺ながめている。

　アララト山。痛みの山アール・ダーウとも呼ばれるその山に、遥はるか昔に箱はこ舟ぶねにのってたどりついた人間がいるのだと聞いた。その人間はヌーフと同じ名前だったので、いつかアララト山に行ってみたいなと思うようになった。

　日が沈しずむと同時にだんだん視界が悪くなってきた。

　ヌーフは慌てて仔ヤギ探しを再開した。

「おおーい！　仔ヤギー！」

　名前がないので仔ヤギと叫ぶ。これでメェとでも返事をしてくれたらいいのだが。

「仔ヤギー！」

　と。

　風の中に、かすかな鳴き声が聞こえた気がした。

　メェェと、ヌーフの呼びかけに答えてくれたのか、か細い声が風上から響いてくる。

「仔ヤギー？　そっちかー？」

　風上に走りながら、ヌーフは叫びつづける。こちらが呼ぶ声が近づけば、仔ヤギも答えてくれるはずだ。

　草地のところどころにあるくぼみをよけながら走っていたヌーフは、石につまずいてすてんと転んだ。気づけば目が利きかないほど薄うす暗ぐらくなっていたのだ。

　ヌーフは焦あせった。灯りも何も持ってきていない。出てくるときに携けい帯たい用のランタンくらいは用意するのだった。大人だったらライターやマッチを持っているだろうが、子どものヌーフは何も所持していない。せいぜい何かのときのための小型ナイフくらいだ。

「仔ヤギー、おおーい」

　丘おかの向こうからひときわ大きな鳴き声が聞こえた。そこまで行くと、丘に見えていたところが半分くらいでなくなっていて、小さな崖がけになっているのがわかった。

　崖の下は岩場になっていて、薄うす暗くら闇やみに目を凝こらすと、岩の陰かげに灰色の仔ヤギがうずくまっているのが見て取れた。

「仔ヤギ」

　ヌーフを見つけた仔ヤギがメェェと悲痛な声をあげる。

　飛び降りるのは危険だったので、ヌーフは丘を回かい避ひして岩場に向かう。一度姿を消したヌーフを探して仔ヤギがひっきりなしに鳴いている。

「いまいくよ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　声をかけながら回り込んで岩陰の仔ヤギのところにたどり着く。

　仔ヤギはよろりと立ち上がり、どんどんと頭を押しつけてきた。遅おそい、心細かったのに、とでも言いたげな仕草だ。

　仔ヤギの頭をよしよしと乱暴に撫なでながら、どこかに怪け我がでもしていないかを確かめる。

　後ろ足を少し引きずっている。あの丘から落ちたのかもしれない。

「これくらいですんでよかったなぁ」

　ヌーフのなぐさめに、仔ヤギはメェと鳴く。

　歩けないほどではないようだったので、仔ヤギの首と腹に縄なわをかけて、宿営地のテントに戻ろうと歩き出す。

　ごつごつとした岩は石の絨じゆう毯たんのようで、思ったより歩きやすかった。

　ふいにヌーフは、祖父から聞いた昔の話を思い出した。

　隠された地下都市。

　トルコには地下都市がたくさんあって、観光名所になっている。有名なのはカッパドキアというところだという話だ。それ以外にも地下都市は幾いくつもあるのだと聞いている。

　しかし、祖父の伝えた隠された地下都市というのは、おおやけにはしてはいけないものなのだという。

　なぜならば、まるで迷めい宮きゆうのように入り組んだそこは、魔ま物ものが作り出した魔物の棲すみ家だからなのだ。

　光を嫌きらう魔物が、人間たちのいない高原のどこかを深く掘ほって、そこに広大な棲み家を作った。人間に見つからないように隠れて生きる魔物たちだが、ユゥリックには時々姿を見せて、互たがいに必要なものを交こう換かんするのだ。

　魔物たちは病気を治す力を持っていて、よくきく薬を作れる。ユゥリックはそれをもらう代わりに、彼らのほしがるものを渡わたしたのだという。

　魔物といっても、そういう決まり事を守ってくれるならいい取引相手だ。おかげで、助かる赤ん坊ぼうや老人が増えたともいう。

　昔々の話だ。

　いまでも取引をしているのかと尋たずねるヌーフに、祖父は笑いながら答えた。

　さてなぁ。ヌーフが魔物を怖こわがらないなら、取引できるかもなぁ。

　仔ヤギを連れたヌーフは、牧草地にあがって方角を確かめた。

　陽が沈んで、空の色は紫むらさきと紺こん青じようになりつつある。紫のほうに進めばテントに戻れる。

「行くぞ、仔ヤギ」

　ひとりだったらきっと怖いが、仔ヤギが一いつ緒しよだから平気だ。何よりも、家か畜ちくはユゥリックの家族であり、大切な財産なのだ。仔ヤギを守ることは財産を守ることで、ユゥリックの男は家族と財産を守ることをもっとも大事にしている。

　空は晴れていて、星が見えはじめていた。これなら星の位置で方角がわかるから、迷う確率は少なくなる。

　ヌーフに寄りかかるようにしながらひょこひょこと進んでいた仔ヤギが、突とつ然ぜん立ち止まって身をすくませた。

「仔こヤギ、どうした？」

　訝いぶかるヌーフの耳に、かすかな遠とお吠ぼえのようなものが滑すべり込んだ。

　ヌーフはぎょっとして辺りを見回した。

　いまのはオオカミの遠吠えに似ていた気がする。風の音を聞き違ちがえたのかもしれないが、それなら仔ヤギがこんなに怯おびえるわけがない。

　人間より動物のほうが遥はるかに敏びん感かんだ。動物が警けい戒かいしているのを軽かろんじる者は、ユゥリックにはひとりもいないのだ。

「ど、どうしよう…」

　仮にオオカミでも、こちらは風下だから、いますぐに見つかって襲おそわれるという危険は少ないだろう。だが、春になったばかりで、冬の間の飢うえを引きずっているだろうオオカミに見つかったら、仔ヤギだけでなくヌーフも危ない。

　早くテントに戻もどらないと。

　仔ヤギを追い立てるが、怯えてうずくまってしまったまま立ち上がろうとしない。このままでは危ない。

　一いつ瞬しゆん置いて行こうかとも思ったが、父の怒おこった顔が浮うかんで、ヌーフはぶんぶんと頭を振ふった。家畜は大事な家族で財産だ。

　ヌーフは全力で仔ヤギを抱かかえて走り出した。

　すぐに息が上がる。最初は軽いと思っていた仔ヤギはどんどん重く感じられるようになっていく。まるで岩のようだ。

　また、遠吠えに似たものが聞こえた。さっきよりも近く、咆ほう哮こうだとはっきりした。

　だが、ヌーフは首をひねった。

　オオカミの声にしては、なんだかおかしい。聞いたことのない鳴き声だ。

　よたよたと走るヌーフの耳じ朶だに、動物の息いき遣づかいに似たものが触ふれたような気がした。

　息遣いと足音が瞬またたく間に接近して、気づいた時には真後ろに迫せまっている。

　言葉にできないものを感じて振り返ったヌーフは、大きな黒い影かげが自分に覆おおいかぶさろうとしているのを見た。




　　◆　◆　◆




　ルイ・アドリアン・ベリルがベルンシュタイン家マインツ邸ていに戻ったのは、夜半近くになった頃ころだった。

　さすがにこの時間では、すべての交通機関が止まってしまう。どれほど胸が逸はやっても、トルコに出発するのは翌朝まで待たなければならない。

　苛いら立だちを抑おさえきれない顔のルイが書しよ斎さいの扉とびらをノックすると、入るようにと促うながされた。

　カールは重じゆう厚こうなデスクについて、羊皮紙を広げていた。

　透すかし模様の入った羊皮紙は、エーアストが使用するものだ。

　デスクの端はしには、いつも書簡を運んでくる使い魔まのコウモリが、おとなしく翼つばさをたたんでちんまりと丸まっている。

　ルイの視線に気づいたコウモリは、キイキイと小さく鳴いた。空腹を訴うつたえているようだ。

「ただいま戻りました」

　澄すました顔で報告するルイに、カールは羊皮紙から目を離はなして鷹おう揚ように頷うなずいた。

「おかえり。さっそくだが、これに何か食べ物を用意してやってくれ。お前が帰ってくるのを待っていた」

　な、と同意を求めるヴァンピーアの長おさに、コウモリは元気よくキイと応じる。

　ルイは眉まゆ根ねを寄せた。

「グレーテルに頼たのんでもよかったのではありませんか」

「前に食べたナッツがいたくお気に召めしたらしくてな。お前、どこにしまったかグレーテルに言わなかっただろう」

　あちこちを開けて探したのにどうしても見つからず、ランタンを片手に地下の食しよく糧りよう庫こもくまなく見て回ったのだが、どこにもあの缶かんがなかったのだとグレーテルが申し訳なさそうに報告してきた。仕方がないので別のウォールナッツを出してもらったのだが、意外にグルメだったコウモリはふてくされて口をつけようとしなかったのだ。

　あのウォールナッツもそれなりにおいしいはずなのになぁと首をひねるカールに、崩くずれ落ちそうになりながら、ルイは答えた。

「ああ…。そういえば、トーゴとアルベルト様がオリエンタルチェスに興じる際に、お茶ちや請うけとしてあちらに持っていったのでした。たぶんもうからになっているので、新しく買ってこないとありません」

　カールはコウモリを見下ろした。

「だそうだ。残念だったな」

　コウモリは翼を広げてキイイと落らく胆たんの声を上げる。

「まあまあ。次に来たときにはちゃんと用意しておいてやるから」

　コウモリをなだめながら羊皮紙を置き、ヴァンピーアの長は執しつ事じに目をやった。

「悪いが暇ひまはやれなくなった」

　ヴェアヴォルフの青年は、主あるじに向けるにはいささか険しすぎる剣けん呑のんな表情を見せる。

　深い翠みどりの瞳ひとみが一瞬琥こ珀はくに輝かがやくのを、カールは確かに認めた。自分に凄すごんでも意味はないのだが、アレキサンドラのことでいつもの余よ裕ゆうがどこかに吹ふき飛んでいる。

「ルイ・アドリアン・ベリル。気持ちはわかるが、アイルランドのノームの地下都市だけでなく、イギリスにも向こう数百年単位での出入り禁止を通告されたらどうするんだ。少しは頭を冷やせ」

　ルイは半眼になり、おもむろに口を開いた。

「お言葉ですが、カール様」

「うん？」

「長老衆に激げき怒どして城の倉を叩たたき壊こわしたあげくに出しゆつ奔ぽんして五十年間行方ゆくえをくらませた過去のあるカール様に言われたくありません」

「わっはっはっはっはっ！」

　立て板に水を流すようによどみなくすらすらと言ってのけた執事を、モンスター・クラーンの長は声を上げて笑い飛ばす。

「あー、そんなこともあったなぁ。若き日の情熱と行動力はときに思いもよらない結果を生み出すもんだなぁ。あの頃は私も若かった。実にいい思い出だ」

　朗ほがらかにいい思い出のひとことで片づけて、カールはデスクに肘ひじをつき、指を組んだ。

「アナトリアの最長老が、アルベルトと咲夜を呼びたがっているとエーアストが報しらせてきた」

　ルイは目を瞠みはってカールを凝ぎよう視しする。彼の主はルイに読めと促すように、机き上じように置いた羊皮紙をついと滑らせた。

「失礼します」

　許しを得てから羊皮紙を取り、流れるような筆ひつ跡せきにざっと目を走らせる。

　アナトリアの最長老アトラ・ハシースからの使いが黄昏たそがれの城にやってきたのは、今日の宵よいだったという。トルコからドイツのシュヴァルツヴァルトは遠い。使いの役目を担になうのは風の精せい霊れいシルフだ。

　フォアツァイト・クラーンは、エレメンタル・クラーンのそれぞれの王との盟約があり、彼らのクラーンを借り受けることができるのである。もっとも、個人的に親しくなれば、フォアツァイト・クラーンでなくても精霊たちに力を借りることはできるのだが。

「さすがに私は動けないからな。アルベルトと咲夜に同行してくれ」

　驚おどろくルイに、カールはさらに付け加えた。

「ハシスオールのクラーンたちは、久しぶりにお前にも会いたいそうだ。それと、アレキサンドラをヘリオドールに渡わたしてしまったことについて、相当自分たちを責めているようだから、そのあたりをちゃんと話してきなさい」

　ちなみにこれは、エーアストからの手紙に書いてあったわけではなく、ハシスオール夫妻の様子を見たシルフが、トルコからドイツにやってきてカールにそっと耳打ちしてきたのである。

　シルフの報を受けたカールは、すぐにトルコ行きの航空チケットを人数分手配した。

　ドイツのフランクフルト国際空港からアタテュルク国際空港までは三時間程度。そこから国内線に乗り換かえ、アララト山に近いヴァン・フェリト・メレン空港までは約二時間。近いと言っても、ヴァンからアララト山までは陸路で四時間はかかる。

　朝一番に出発して、ゲミに到とう着ちやくするのは最速で夕方だ。ドイツからトルコは遠く、そしてトルコはとても広大だ。

　そんな遠いところに置いておくのではなかったと、ルイはいまさら後こう悔かいしていた。しかし、このマインツ邸にはヘリオドールの者たちが出入りする率が高い。ドイツからトルコはとても遠いが、イギリスからはさらに遠く、セイレーンたちも迂う闊かつに手出しできない。

　その上アレキサンドラがいたのはアトラ・ハシースの居城だ。フォアツァイト・クラーンの膝ひざ元もとならば、ヘリオドール家も無体な真似まねはできないだろうと、三十年前にレオナールに言い含ふくめられた。

　ゲミに彼女をかくまってもらい、時間をかけてヘリオドールに認めさせるのが、時間はかかっても誰だれもが幸せになれる方法だと、自分と同じ深い翠の瞳をした大おお叔父おじにじっくりと説得されたのを思い出す。

「それと、お前がイギリスに向けて飛び出していった後に、ちょっと色々あってな」

「お言葉ですがカール様、私は別に飛び出してはいません。ちゃんとお暇いとまをいただきたいとお願いしました」

「形式は依い頼らいだったが実際には宣言だったぞ。まぁいい」

　ルイは苦いものを嚙かんだような顔をした。実際カールの言う通りなのでこれ以上の反論ができない。

　渋じゆう面めんのルイに、彼が出て行ってからのことをカールは手短に説明した。

　はじめのうちは渋面だったルイも、話を聞くうちに表情が引きしまっていく。クラインのことだけでなく、要が持ってきたエクシールからの伝言まで聞き終えた頃ころには、それまでとはまったく違ちがう緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっていた。

　クラインはずっと眠ねむっているという。エクシールの言うように咲夜の許もとにあの子を置くのが望ましいのであれば、今回のトルコ行きにあの子も連れて行かせることになるだろう。しかし、それで本当にいいのか。

　カールはデスクの一番上にある鍵かぎつきの引き出しを開かい錠じようして開けた。中に入っていたのは、咲夜がマリー・クリスティーネ号から持ち出したたくさんのプリントの写しだ。原本は霧きりの森の魔ま女じよに、持ち出したアンプルとともに預けてある。

　先日の真夜中、霧の森の魔女たちの長アグラーヤが霧とともに現れた。部下たちではなく彼女自身が現れたのは、モンスター・クラーンの長に対し敬意を払はらってのことだろう。

　分ぶん析せきを依頼された薬やく剤ざいには、ステンノの血と思われるものが確かに配合されていて、これを服用、もしくは体内に注入された生き物は、確実に石化するとのことだった。

　アグラーヤはこれを中和する薬剤を作ることも可能だが、それにはステンノの血と同等の力を持つエウリュアレかメデューサの血が必要だと言った。

　──それとも、あなたが保護している子どもの血を使って、同じものができるかどうかを確かめてみましょうか？

　表情ひとつ変えずに淡たん々たんと紡つむいだ魔女に、カールはいいやナインと答えた。それをする必要はない。クラインの右みぎ頰ほおの血はアルベルトの石化を止め、もとに戻もどしたのだ。結論は出ている。

　咲夜以外の者に対してはひどくおびえるクライン。あの場にいなかったルイであっても、彼女の反応はきっと同じだろう。

　それにあの子は、箱はこ舟ぶねに行かなければとさかんに繰くり返している。トルコに行けば、その手て掛がかりは摑つかめるかもしれない。

　カールの言葉に、ルイは険しい目をした。

「トルコのどこかに、クライスの研究施し設せつがあるかもしれないと？」

　ヴェアヴォルフの問いにヴァンピーアは頷うなずいた。

「咲夜はそう推測した。実際にマリー・クリスティーネ号の航路などを分析すると、その可能性はかなり高い」

　クラインはクライスに関かかわる者だ。あの子はクライスの施設から来たのだろうし、あの子が向かうのもクライスの施設だろう。あの子の頰の血を原材料にして薬剤を製造するための施設は、マリー・クリスティーネ号だけではないに違いない。

　それが、クラインが箱舟と呼ぶ場所なのではないかと、カールは考えている。

　大昔の伝承にある箱舟は、人間ナハバールと動物たちの命を未来につなぐためのものだった。しかし、クライスの箱舟は、ナハバールの脅きよう威いになるものを生み出すものなのだ。

　命を転がすことのできるものを生み出す場を、箱舟と呼ぶ。クライスのその思想が、カールの気持ちを逆さか撫なでする。

　何よりも忌いま々いましいのは、クライスはナハバールたちによって構成されているということだ。彼らは不老不死を追い求め、それに最も近いモンスターを執しつ拗ように探している。

　通常では見つけられないモンスター。クライスはなんらかの方法でフォアツァイト・クラーンであるゴルゴン三姉妹の長ちよう姉しステンノを召しよう喚かんし、捕とらえた。捕らえたステンノに、果たしてクライスは何をしたのか。

　現在ステンノは異世界に戻っているが、彼女が追われなくなったのは、代用品ができたからではないだろうか。

　全員その結論に行きついているが、口にはしない。あまりにもおぞましいので、口にしたくもないのだ。

「クライスの施設が見つかった場合は、徹てつ底てい的に破は壊かいしつくすように。そのための装備だが、イスタンブールあたりで入手できるだろう」

　今回は民間機を使っての移動なので、こちらから持参するより現地調達したほうが効率がいい。ベルンシュタイン家は自家用機も持っているのだが、あれを動かすと色々と面めん倒どうくさいのである。何しろ社交界というものは、無関心を装いながら他人の動向に目を光らせているのだ。

　黙もく然ぜんと耳を傾かたむけていたルイは、手を挙げて口を開いた。

「確かく認にんですが」

「うん？」

「万が一、あの子が実はクライスの刺し客かくだった場合、処しよ遇ぐうはどのように」

　カールの瞼まぶたが一いつ瞬しゆん震ふるえた。

　幼いクライン。無力なクライン。あれほどにおびえて泣きじゃくる脆ぜい弱じやくな子ども。しかしその血は恐おそろしい力を持っており、クライスにかかわる存在であることは明白。

　すべてが演技であるという可能性は、ゼロではない。それにステンノの血を引いているならば、あの子はクラーンの一員であるともいえる。

「……箱舟の災さい厄やくは、ナハバールの脅威。ナハバールに害をなすクラーンはケッツァーとみなされ、狩からなければならない」

　淡々と答えるカールの面おも持もちはとても静かで、それを受けるルイの面持ちもまたとても静かだった。

　あくまでも質問ではなく確認なのだ。わかっていることを、あえて明文化したに過ぎない。

　カールもルイも、たとえあの子を狩ることになったとしてもさほど心は痛まないだろう。だが、咲夜は別だ。あの子は優やさしい。

「咲夜が悲しまないように、あの子がクライスの手先ではないことを願うよ」

「私もです」

　同意して、ルイは一礼すると書しよ斎さいをあとにした。

　残されたカールは、デスクの端はしで不ふ機き嫌げんさを前面に押し出しているコウモリに目をやった。

　ずっと存在を無視されていたコウモリは、翼つばさを広げてキイキイと抗こう議ぎする。

　ヴァンピーアの長おさはうんうんと応じた。

「わかったわかった。次に来たときにはナッツだけじゃなく、フルーツも用意してやるから。これからエーアストに返事を書くから、城に持って行ってくれ」

　羊皮紙を出そうと引き出しを開けたカールは、中に入れていた皮かわ袋ぶくろを取り出した。

　コウモリが手紙とともに持ってきたものだ。中には銀の弾だん丸がんが入っている。

　アレキサンドラの失しつ踪そうは、彼女の意思によるものだとクラーンの者たちは考えていた。しかし、エクシールの言葉が真実ならば、アレキサンドラは何者かに囚とらわれているのだ。

　犯人はアレキサンドラがモンスターだと知っているのか。それともただの誘ゆう拐かいなのか。

　ただの誘拐ならそれほど心配はない。セイレーンはヴァンピーアやヴェアヴォルフのような膂りよ力りよくや力は持っていないが、生命力は強い。セイレーンの歌声は聞く者を眠らせることもできる。犯人がひとりであろうと組織であろうと、彼女が歌えば全員が深い眠りに落ちる。その隙すきに逃にげることができるはずだ。

　いわゆる人買いであっても同様だろう。売り飛ばされる前に逃げることはモンスターなら容易だ。モンスターだとばれないようにするのが大変かもしれないが。

　しかし、犯人がアレキサンドラをモンスターだと知った上で捕らえたのだとしたら、事情はまったく変わる。

　果たして目的はなんだ。クライスがかかわっているのか、いないのかでも異なってくる。

　アレキサンドラが行方ゆくえ知れずになってから、まだ二日程度だ。ヘリオドールは彼女を見失い消息が摑めなくなった時点で、まっさきにこのマインツ邸ていに連れん絡らくを寄よ越こした。

　そこは称しよう賛さんしていい対処だったとカールは考える。アレキサンドラが絡からんだルイは、誰だれよりも頼たよりになる。ヘリオドールとしては天敵に頼らざるを得ず、痛つう恨こんの極きわみだろうが。

「それにしても……」

　椅い子すにもたれて胸のところで手を組み合わせ、カールは嘆たん息そくした。

　このタイミングで、アナトリアの最長老アトラ・ハシースが咲夜を呼ぶとは。

　アトラ・ハシースはずっと眠っていた。カールが咲夜を引き取ったときは深い眠りの中にあり、数年後にハシスオールの現当主を通じて話を聞いたときにも、何の声明も出さなかった。

　アトラ・ハシースは反対も賛成もしなかったのだ。フォアツァイト・クラーンである彼がカールの行動に異を唱えれば、咲夜を手放さなければならなくなっていたかもしれない。

　彼が無関心を通してくれたことにカールはずっと感謝していた。

　なのに、いまになってどうして呼び寄せるつもりになったのか。

　いまさら咲夜をベルンシュタイン家から放ほうり出せとは言わないだろうが、アトラ・ハシースがどうして興味を持ったのかは気になる。

　渋しぶい顔をして、カールは唸うなった。

「まさか、貴様じゃないだろうな、ブラオ」

　カールが咲夜にあの石を与あたえたことは、家族たちしか知らない。そして家族たちは、あの石が何であるのかを咲夜には話していない。

　あの子は知らないでいい。知らなくてもブラオはあの子を守ってくれる。いつか知らなければならないときはくるだろうが、できるだけそれは遠い日であってほしい。

　カールはふいに、薄うすく笑った。

　咲夜は最近、ナハバールであることに執しゆう着ちやくしなくなってきたようだ。だが、だからといって自分の牙きばを受けるのは理性が止めるし、ダンピールであるアルベルトの牙でヴァンピーアに転化できるのかを案じているらしい。

　彼女はほかのヴァンピーアの牙を受けるなど絶対にごめんだと思っているのだ。しかしそれは、彼女の知るヴァンピーアたちが、彼女に対して隔かく意いを持っているからだ。咲夜が知るヴァンピーアの全員がそうだとしても、あの子の知らないヴァンピーア・クラーンはまだまだ存在している。

　それにいつかクラーンの者たちも気づくだろう。究極として、エーアストの牙を受けるという選せん択たくもあるのだと。いや、実はもう気づいているのかもしれないが。誰も口には出さない。寝ねた子を起こすようなことを好んでしたがる者はいない。

　クラーンの者たちは阿あ鼻び叫きよう喚かんだろうが、エーアストが認めれば、あの子を拒こばむことは誰にもできなくなる。

　もっとも、これはただの夢想であって、現実的にカールやエーアストがそれを提示することもなければ、万が一咲夜がそれを望むことがあっても応じることはない。絶対に。

　物思いにふけるヴァンピーア・クラーンの長を、コウモリがキイキイと急せかす。

　咲夜たちは朝には出発するのだ。エーアストには彼女たちが動き出す前に報告しなければならない。

　カールはあわてて羊皮紙を出すと、書き物に愛用している万年筆を用意する。

　これは咲夜がくれたプレゼントだ。咲夜は物心ついてから毎年、カールとエミーリアの結けつ婚こん記念日にプレゼントを用意してくれるのだ。

　じっと手元を眺ながめるコウモリに、カールは万年筆を軽く掲かかげて見せた。

「ふふふ、いいだろう。モンブランだ。これは娘むすめからのプレゼントなんだぞ」

　コウモリは首を傾かしげる。

「モンブランと言ったらキャップの先のホワイトスターが特とく徴ちようだが、これはホワイトスターがダイヤモンドで……」

　心から自じ慢まんげに滔とう々とうと語るヴァンピーアに、そんなのしらないよと言いたげなコウモリは、肩かたをすくめるような仕草をしながらキイと気のない声で鳴いた。
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　気がつくと、暗くら闇やみの中にいた。

　目をしばたたかせて、じっとあたりを見回しても、星の輝かがやきひとつ見えない。

　そこには夜の闇やみとも違ちがう奇き妙みような圧あつ迫ぱく感かんがあった。

　空気が異様に重く、のしかかってくるような錯さつ覚かくがある。息が苦しい気がして、震ふるえながら深呼吸をした。

　ふいに、すぐ近くで金属がぶつかり合うようなかすかな音がした。

　身を固くして息を殺し、様子を窺うかがう。

　痛みはまったく感じないので、手を少しずつのばして指先で探さぐった。と、指先が毛皮のようなものに触ふれた。そろそろと指先で感かん触しよくを確かめる。ケペネクらしかった。

　厚いフェルトのマントを摑つかみ、なんとなくほっとする。知らないところで知っているものがあるのは、とても安心できるのだと彼は初めて知った。

　そうして彼は、とても寒いのに気づいた。ずっと寒かったのだが、いままではそこに気が回らなかったのだ。

　ケペネクをまとおうと引っ張るが、重しが乗っているようでびくともしない。

　全力で引っ張ると、何かが動く気配がした。そして、かすかな鳴き声が。

　鼓こ膜まくに届いたメェという鳴き声は、仔こヤギのものに違いなかった。

「仔ヤギ…」

　呼びかけると、毛皮の塊かたまりが這はい寄ってきた。彼の手を確かく認にんして、仔ヤギは頭を押しつけるようにすり寄ってくる。

　それを受け止めながら、彼はそろそろと身を起こし、重しのなくなったケペネクを引き寄せた。仔ヤギが乗っていたのだ。

　仔ヤギの頭を抱かかえるようにしながら注意深くあたりを見回す。相変わらず真っ暗で、目が慣れてきているはずなのに、まったく見えない。

　本当に暗闇だ。

　地面は乾かわいていて固く、草は全くないようだった。

　彼は訝いぶかった。おかしい。

　自分たちがいたのは牧草地だった。芽が出はじめた草地だったのだ。少しは指先にそれが触れるはずなのに、ざらざらとした感触だけしか指先には感じられない。

　こんな、剝むき出しの固い土の場所が、高原にあっただろうか。テントの周りにも牧草地の周辺にも、岩場はあっても土だけの荒こう涼りようとした地はなかったはずだ。

　仔ヤギを抱える腕うでに力を込めた彼の耳に、金属の音が再び聞こえた。

　彼は息をのみ、そろそろと音のほうを顧かえりみた。

　気配を探る。

　何かがいるのが感じられた。耳をそばだてると、かすかな息いき遣づかいのようなものが聞こえた気がした。

「……だれか…いるの…？」

　勇気を出して呼びかける。金属の音がして、闇の中からかすかな応こたえがあった。

「……あなた…なぜ…こんなところに…」

　彼は一いつ瞬しゆん、闇の中にいるという恐きよう怖ふも何もかも忘れた。

　なんてきれいな声だろう。

　母も、祖母も、近所のおばさんも、お姉さんも、妹分たちも、こんなにやわらかくて透すき通るように澄すんだ声はしていない。

　天使がいるならきっとこんな声に違いないと思えるような美しい響ひびきだった。

「あ、あの…。ここは、どこですか。俺、うちに戻もどらないと……」

　仔ヤギを連れて帰らないと、家族たちが心配するし、何よりも怒おこられる。

「あの、俺、何が起こったのかわかんなくて。仔ヤギを連れて帰ろうとしてたら、何かに襲おそわれて、気づいたらここにいて」

　言い募つのるうちにどんどん不安がこみ上げてきた。不安と一いつ緒しよに湧わき上がってきたものが目め頭がしらを熱くして、気づけばしゃくりあげていた。

「か…帰らなきゃ…父さんに怒られるし、仔ヤギ連れて行かないと…心配するし…っ」

　こわい。

　自覚したら、もうだめだった。

　真まっ暗くら闇やみの中でどこなのかわからなくて、怖こわくて怖くてたまらない。仔ヤギがいてくれたから叫さけびださずにすんだ。きれいな声の女の人がいてくれたから狂きよう乱らんせずにすんだ。

　それでも、怖いことには変わりがない。それに、聞こえる声があんまり優やさしくてきれいだったので、張りつめていた心の糸がぷつんと切れてしまった。

　言葉にならない声でただただ泣きじゃくる彼の肩に、女の人のものらしい指がそっと触れてきた。彼はその手を摑んで泣きつづける。

　彼の手を握にぎり返した女性は、穏おだやかに言った。

「私は動けないの…。もう少しこっちに来られる？」

　うんと頷うなずいて移動しようとした彼を、それまで身を固くしていた仔ヤギが激しく鳴いてはばんだ。

　どんどんと頭で押すようにされて、彼は女の人の手を放してしまった。

「なにするんだよっ」

　半狂乱で怒ど鳴なるが、仔ヤギは彼をさらに押していく。

　やがて彼の背は、壁かべのようなものに当たって止まった。

「おねえさん、おねえさん、ごめんなさい…」

　仔ヤギが離はなれようとしないのでそこから動けず、彼は泣きながら呼びかける。

　闇の中から答えがあった。

「いいの…。ごめんなさいね、あなたはやっぱりこっちにきたらだめよ。その仔はあなたを守ろうとしているの、怒らないであげて」

「え…？」

　彼は壁伝いにずるずると座り込む。その足の上に仔ヤギが乗って、体を丸めて固くする。仔ヤギの体がぶるぶる震えているのを感じて、彼は女性の言っていることは多分本当なのだと理解した。

　闇をじっと見つめながら、彼は恐おそる恐る尋たずねた。

「あの…おねえさん、まさか、高原の魔ま物ものじゃないよね…？」

「魔物…？」

　怪け訝げんそうな響きに、彼はつづけた。

「じいちゃんに聞いたんだ。高原のどこかに、魔物の棲すみ家があるって。魔物の棲み家は迷めい宮きゆうみたいな地下の都市だって」

　もしここが魔物の棲み家なら、地面がこんなに剝き出しの土なのも納なつ得とくがいく。星の見えない圧迫感のある闇は、地底だからなのかもしれない。

　しばらく窺っていると、静かに笑う気配がした。

「高原の魔物じゃ、ないわ…。でも、ここが地下の迷宮なのは、当たってる」

「そう…なんだ…」

　魔物ではないのか。なんだかがっかりした。魔物だったら恐ろしいが、その反面ほんの少しだけ期待していたのだ。

「俺、ヌーフ。おねえさんは？」

　自己紹しよう介かいをすると、綺き麗れいな声は答えてくれた。

「……サンドラ。ドーラでいいわ」

　ヌーフはほっとした。答えてくれたなら、このおねえさんはきっといい人だ。悪い奴やつは名前を聞いても答えないものだと、祖父が言っていたのだ。

「ヌーフ、あなたは動けるんでしょう。壁伝いに上に向かいなさい。ここにいてはだめ」

「ドーラも一緒に行こうよ」

　かすかな金属音がした。

「私はだめなの。だから、あなただけでもここから出るのよ。早く」

「でも……」

　躊ちゆう躇ちよしたヌーフの首を、冷たいものが摑つかんだ。

　ひくっと息を呑のんだヌーフは、楽しそうな声を聞く。

「だめですよ、ディーバ。あなたのためにせっかく連れてきたナハバールなんだから」

　瞬しゆん間かん、まばゆい光がぱっと点ともった。

　ずっと暗くら闇やみの中にいて、闇に慣れていた目は突とつ然ぜんの明かりに視界を奪うばわれる。

　目が焼かれたように錯さつ覚かくしながら瞼まぶたを両手で覆おおったヌーフは、自分の足に冷たいものがはめられたのを感じた。

　足を動かすとじゃらじゃらと金属音がする。まだ刺さすような痛みが引かないので、目をつぶったまま手をのばして確かめると、ひどく冷たくて幅はばの広い輪っかのようなものが足首にはめられており、それに鎖くさりがつながっていた。

　しばらくしてようやく目が開けられるようになったヌーフは、そろそろと瞼をあげた。

　地下なのに、とても広かった。天てん井じようまで三メートル以上ある。

　日干しレンガで固められた壁。岩をそのまま使ったような不格好な柱が点在しており、地面は剝き出しの土で乾いている。

　ヌーフの足にはめられたのは金属製の枷かせだった。枷の鎖は長く、壁にあいた穴にはめこまれた鉄てつ格ごう子しにつながっていた。

　鉄格子にはもう一本の鎖がつながっていて、それをたどった先にきれいな女の人が横たわっていた。

　ランタンの光は白々として、その光に照らされた彼女の乱れた長い髪かみは、薄うすくいれたお茶のような赤みの強い色をしていた。げっそりとこけた白い頰ほおは血色が悪く、ヌーフを見つめる瞳ひとみは憂うれいを帯びたように潤うるんでいる。

　ドーラはとてもきれいな淡あわい青色の瞳をしていた。ヌーフは海を見たことがないのだが、もしかしたら海の色というのはこんな色なのかもしれないと思った。

　自分の横に立っている人間をそうっと見た。

　初めて見る男だ。ヌーフの父親は三十歳なのだが、父より少し若く見える。短い髪はつんつんと逆立っていて、吊つり上がった目と相まって見た目がかなり怖い。整った顔なのかもしれなかったが、とにかく怖いとしか思えなかった。

　ドーラは腕に力を込めて、のろのろと身を起こす。

　男は口を歪ゆがませて笑った。

「ディーバ。そろそろ観念して協力してくれませんか。そうすればあなたは、この子を目の前で死なせずにすみますから」

　男の言っていることがよくわからなくて、ヌーフは困こん惑わくした顔で男とドーラを交こう互ごに見る。

　地下回かい廊ろうとも呼べる広い空間はまだまだ奥があり、ランタンの白々とした光が届かない闇がつづいている。

　ドーラを見つめていたヌーフは、彼女の向こうに広がる暗闇が動いたように感じた。

　怪訝そうにして目を凝こらす。同時にドーラが肩かた越ごしに後ろを顧かえりみた。

　男がランタンの光が遠くに届くように掲かかげる。

　ヌーフは見た。

　ドーラの向こうに、爛らん々らんと輝かがやく小さなふたつの光を。

　あれは目だ。根こん拠きよもなくヌーフは思った。闇の中に目がある。

　同時に彼は思い出した。

　高原で自分に覆いかぶさるようにした黒い影かげ。

　低い唸うなりが地下回廊に響ひびく。ひとつだったそれは、やがて幾いくつも重なっていく。

　闇の中に蠢うごめく影は回廊の奥からいくつも現れて、小さくて低かった唸りは徐じよ々じよに大きく重くなっていく。

　やがて、獣けものの恐ろしい咆ほう哮こうが地下に轟とどろいた。

　叫ぶこともできないヌーフの頭を片手で摑み、男は凄すごんだ。

「ディーバ。歌ってください。あなたが歌わないと、この子が犠ぎ牲せいになりますよ」

　男の双そう眸ぼうがきらりと光る。

「結果としてナハバールを犠牲にすれば、あなたはケッツァーとみなされてイェーガーに追われるでしょうねぇ。この子も可哀かわいそうに。あなたのせいでこんな目に遭あわされて」

　ドーラは怒いかりに燃える目で男を睨にらみつけた。
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「黙だまりなさいダグラス！　お前こそケッツァーよ！」

　彼女の激しい叫さけびに、ダグラスは声もなく笑った。
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　学校帰りにベルンシュタイン家に立ち寄った要は、咲夜とアルベルト、ルイがトルコに向かったと聞いて目を丸くした。

「へぇぇ」

　昨日の今日で、即そく行動。さすがだ司堂。

　感かん嘆たんしながら、ふと思い当たって首を傾かたむける。

「あ、でも、あの子は大だい丈じよう夫ぶなんですか？　司堂がいないと……」

　リビングの一人がけウィングバックチェアに、いつものように優ゆう雅がに座ったカールは、グレーテルの淹いれた紅茶のカップを口に運んだ。

「ああ、それならば心配はないよ」

　三人がけのウィングバックチェアに腰こしを下ろしたトーゴが頷うなずく。

「咲夜たちと一いつ緒しよに行ったからな。咲夜がいればまぁ大丈夫だろう」

　要は目を丸くしながら、一緒に行かせるなんてさすがベルンシュタイン家の皆みな々みな様さまだと感嘆し、やおら半眼になった。

「……あの子の素す性じようって、よくわからないんですよねぇ？」

　ふたりのヴァンピーアは、そうだなぁと同時に頷く。

　要はますます胡う乱ろんな顔になった。

「飛行機でドイツから出るからには、イミグレ通りますよねぇ」

「そりゃそうだ」

　応じたのはトーゴで、カールはこくりと無言で首しゆ肯こうする。

　どんな国でも、出入国には審しん査さが必要だ。王族や皇族とか外交官はどうか知らないが、少なくとも一応一いつ般ぱん人のふりをしているモンスター・クラーンの者たちは、審査を受けてパスポートにスタンプを押されないと出国も入国もできないはずだ。

　ここで要は新たな疑問にぶち当たった。

　長命なクラーンは、そのあたりどうなっているんだろう。アルベルトや咲夜はいいとして、ルイもカールもトーゴも百年単位で生きている。パスポートにはどのように記き載さいされているのか。非常に気になる。

　が、それはここでは置いておく。カールやルイはあちこちの国に行ったり来たりをしているのだから、なんとかなっているのだろう。トーゴもきっと同様だ。

　問題は、クラインと呼ばれているあの子だ。

「パスポートとかどうしたんですか。ほんとの名前もわからないし、何よりトルコ行きが決まったのって昨日なんですよね？」

　ごくまっとうな要の疑問に、トーゴは朗ほがらかに答えた。

「問題ない」

「ええ？」

「蛇じやの道は蛇へびだ」

　見とれるほど爽さわやかに笑いながら彼が言い放ったセリフは、なかなかすごいものだった。

　蛇の道は蛇と言い切るトーゴもトーゴだが、どういうわけかそれで、あーなるほどそーですねと納なつ得とくしてしまった自分はかなりだめだと思う要である。

　モンスター・クラーンに感化されすぎるのは、人間としてまっとうに生きていくにあたってあまり良くない。モンスターはモンスター。人間は人間。彼ら流に言うならナハバールはナハバールらしく、ナハバールの常識と良識と善悪をわきまえて生きていくのが賢けん明めいだ。

　モンスターに囲まれている要は、こういった自じ戒かいを定期的に行っている。自分は普ふ通つうの人間で、好こう奇き心しんが人一倍旺おう盛せいでついつい見聞きしたくなるのだが、あまり深入りするのは危ない。

　それをちゃんとわかっていないと、どこかできっと取り返しがつかなくなる。

　深入りは禁物深入りは禁物と、いまさら何を言っているのと司堂咲夜が呆あきれそうなことを胸の内で呟つぶやき、彼は気を取り直して話題を変えた。

「そういえば、おふたりにちょっと訊ききたいことがあるんですけど」

「なんだね、要くん」

「どうした？」

　身を乗り出すカールとトーゴに、要は昨夜咲夜に話した、トルコが親日になった和歌山県のえらいことの詳しよう細さいについてを尋たずねた。

　果たして、彼らは詳くわしく知っていた。

　カールは鷹おう揚ように頷く。

「ああ、エルトゥールル号遭そう難なん事件だね」

「なんだ要、知らないのか。この間の話なのに情けないな」

　呆れた風ふ情ぜいのトーゴに、要は生ぬるい気持ちでとりあえず頷いてみせる。

　たぶんこれは百年以上前の話です結構かなり昔ですという反論は、してもあんまり意味がないんだろうなと思う要である。

　何しろルイの七十五年が七年半くらいの感覚だというのだ。百年なんてたったの十年位前。六百歳だの五百歳だの、百年スパンで生きている彼らにとってはひと昔というレベルですらない、ごくごく最近のことなのだ。

　生きている時間間かん隔かくのギャップを、こういうときにはとても強く感じる。

　そうして、思うことがある。

　いつか自分が年を取って人生の終しゆう焉えんを迎むかえた後で、たとえば百年くらいたった時に、彼らは同じように話すのだろう。

　ついこの間会ったナハバールの少年が、と。

　その中に司堂咲夜の姿もあるのだろうか。いまとあまり変わらない、でもほんの少し大人びた姿で。そして彼女の隣となりにはアルベルトがいて、カールもトーゴもグレーテルもルイもいて。骸がい骨こつ騎き士しや骸骨馬もいるかもしれない。

　でも、要はそこにはもういないのだ。

　それが時々、ほんの少しだけ、寂さびしいような気がする。けれどもそんなことを言ってしまうと、そんな先のことを気にして生きるのは時間の浪ろう費ひだと言われそうなので、彼らには決して言わないことに決めているのだが。

　そしてもしかしたら彼らは、要がそんなことを考えていることもちゃんとわかっていて、あえて触ふれないでいてくれているのかもしれない。

　モンスターたちはときに、人間が考えるより遥はるかに優やさしい。

　そして遥かに恐おそろしい。

　それも要はちゃんとわかっていた。




　　◆　◆　◆




　朝一番の便でフランクフルト国際空港を飛び立ち、国内線を乗り継ついで、ヴァン・フェリト・メレン空港に一行が降り立ったのは十五時前だった。

　そこから車でアララト山まで向かう。

　道は舗ほ装そうされていないのでかなりの揺ゆれが見込まれていたのだが、ドライバーのふたりが丁てい寧ねいな運転を心がけてくれたのでさほど気にならなかった。

　あまりにひどいところは迂う回かいしたり、速度をゆるめたりしていたので、予想より時間がかかってしまったのだが、これも想定の範はん囲い内だった。

　途と中ちゆうの町で休きゆう憩けいを取りながらの道程になったのは、咲夜とクラインのことを慮おもんぱかったルイとアルベルトの判断だ。咲夜は別に構わなかったのだが、クラインのことを考えるとそうしたほうがいいと思われた。

　初めて訪おとずれる町に、クラインは窓の下に隠かくれてそうっと外の様子を窺うかがっている。

　咲夜は彼女の頭にスカーフを巻いて髪かみを隠してやりながら言った。

「ここではね、女はみんなこうやって髪を隠しておかないといけないの。取らないでね」

　イスタンブールのような大都市ならばもう少し柔じゆう軟なんに考えていいのだろうが、東部の小さな町では厳しく考えておいたほうが無難だろう。

　海外からの訪問者である咲夜とクラインは出歩いていても咎とがめられることはないだろうが、このあたりで暮らしている女性が日中に出歩くことはほぼ皆かい無むだ。

　季節柄がら、咲夜は長なが袖そでのカットソーとパンツ姿なので出いで立ちは問題ないはずなのだが、体の線が出ないように丈たけの長い大き目のカーディガンを羽織る。

　クラインの服は咲夜が子どものころに着ていたもので、とっくに処分されていたと思っていたのだが、屋根裏の物置にきちんとしまっていたものをグレーテルが出してくれた。

　無地でボートネックのカットソーにデニムのパンツは、クラインが瘦やせているのでだいぶ余っていてだぼだぼだ。フードの付いた丈の長いカーディガンを一応用意してきたが、まだそれほど寒くないので必要ないだろうか。

　車外に出てから確かく認にんする。

「寒くない？」

　少女はあちらこちらをきょろきょろと見ながら頷うなずいた。

「咲夜、こっちだ」

　建物の前でルイが手招きをしているのを見たアルベルトが先に歩き出す。あそこが喫茶店チヤイ・エヴイなのだろう。水もちょっとした食べ物も用意してあるが、あたたかいものを摂とれるのはありがたい。

　店内は咲夜の思っていた通り男性ばかりで、女性は自分たちだけだ。

　あまり長居しないほうがいいだろうと判断して、薄うす焼やきパンにビーフと野菜を詰つめたものを持ち帰り用に包んでもらう。

　要が言っていたドネル・ケバブはたぶんこれみたいなのだろうなと思って、咲夜は小さく笑った。

　そうして、この子は好き嫌きらいや食べられないものなどはないのだろうかと、ふと考える。ステンノやグレーテルと同族ならば、通常の食事で問題ないはずだが。

　咲夜はクラインのことをまったく知らないのだ。それを改めて思い知る。

　ときどき、ルイとアルベルトが鋭するどい目でクラインを一いち瞥べつするのに気づいている。彼らは咲夜に危険が及およばないように細心の注意を払はらっている。クラインにとってそれは恐ろしいものだから、結果彼らはクラインにますます恐れられることになるのだった。

　再び後部座席に乗り込んだ咲夜とクラインは、スカーフを外して息をつく。普ふ段だんつけないものなので、少しの間でも気になって仕方がない。

　さっきまではルイがハンドルを握にぎっていたのだが、今度はアルベルトがドライバー役をするようだ。

　太陽の位置はまだ高い。トルコとドイツの時差はあまり感じない。日にち没ぼつ時刻はトルコのほうがほんの少しだけ早いらしい。

　時計を確認すると、十八時過ぎをさしていた。予定ではいまごろアララト山のゲミについているはずだったが、だいぶ押している。

「夜になる前につくかな」

　ハンドルを握っているアルベルトに問うと、やや置いて答えがあった。

「そのつもりだが、路みちによるな」

　彼らが向かっていることは、シルフによってゲミのハシスオール家に伝えられているはずだ。

　大体の道程も伝えておいたので、遅おそすぎると心配しているということはないだろうが、慣れない異国での夜間走行はできるなら避さけたいアルベルトだ。

　町を離はなれると、どこまでもつづく草原だった。ユゥリックたちが放牧するヤイラだ。

　ユゥリックたちもさすがに放牧を終えてテントに戻もどっている時刻だろう。もしもっと早かったら彼らに遭そう遇ぐうしたかもしれない。

　地図を確認しているルイが、ふと思い出した風情で口を開いた。

「そういえば、この辺りのユゥリックには、クラーンは結構お世話になっているんですよ」

　咲夜は目を丸くした。

「ええ？」

　驚おどろく咲夜を振ふり返り、ルイはかいつまんで説明した。

　定住しないユゥリックは移動しながら生活する。あちこちを回って様々な情報を入手するユゥリックたちの許もとに、年に何度か商人としてクラーンの者たちが訪れる。そして、外からはわからない生きた情報と引き換かえに、彼らの求める金品を渡わたすのだ。

「アナトリアのクラーンはハシスオール家が取りまとめていますから、そういった情報はすべて、いま向かっているゲミに集まるんです」

　体勢を戻したルイは、小さくつけ加えた。

「サンドラのことも、何かしら、ハシスオールはもう摑つかんでいるかもしれません」

　かもしれないと言葉にしながら、ルイの語気はそれ以外の響ひびきをはらんでいる。摑んでいてほしいという祈いのりのようなものを、咲夜は確かに感じた。

　クラインは、変わり映ばえのしない高原をずっと眺ながめている。

　窓に両手をあてて背を向けている少女を見つめて、咲夜は唐とう突とつに思った。

　この子をクラインと呼ぶのは、クライスと同じなのだ。クライン。小さい子。まるで記号のような、便べん宜ぎ上じようつけられただけのような無機質な響き。

「……ね、クライン」

　そっと呼びかけると、クラインは一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせて、そろそろと振り返った。

　瞬またたきをしてじっと見つめてくる少女は、自分をクリスと呼ぶ。

「あのね。あたしはクリスより、咲夜って呼ばれるほうが好きなの」

　クラインは首を傾かたむけた。

「サクヤ…？」

「そうよ」

　頷くと、少女は唇くちびるを動かして、何度も何度も咲夜と繰くり返した。

「日本の言葉で、夜に咲さく、ていう意味なんだって」

　少女は瞼まぶたを震わせて、はじめて頰ほおをゆるませた。

「きれい」

「あなたも、あなたが嬉うれしくなるような、きれいな名前のほうがいいんじゃないかな」

　咲夜の問いかけに、クラインは目を瞠みはった。一瞬確かに輝かがやいた瞳ひとみは、しかしどうしたわけかすぐさま光を失ってしまった。

「どうしたの？」

「だめ……。ジーンが、きっと怒おこる…」

　明らかに怯おびえながら答えるクラインに、咲夜は困こん惑わくした。そして、同時に憤いきどおりも感じる。

　こんなに小さな子をここまで怯えさせるジーンとは、いったい何者だ。

「じゃあね、仲のいいひとだけが呼ぶ内ない緒しよの名前にすればいいわ。ジーンにも秘密」

　口に指をあてて、咲夜はアルベルトとルイを見た。

「あたしと、ルイと、アベルだけが呼ぶの。どう？」

　少女はしばらく悩なやむそぶりを見せたが、やがてそうっと頷いた。

「なんていうの？」

　クラインに尋たずねられた咲夜は、ここでうっと詰まった。しまった、何も考えていなかった。

　咲夜の反応からそれを察したアルベルトとルイが、前を見たまま笑いをかみ殺しているのを気配で感じ、軽く睨にらむ。

「ええと、これから考えるから、楽しみにしててね」

　咲夜の返答にクラインは目を丸くして、嬉しそうに頷いた。

　その顔を見て、咲夜はほっとする。良かった、笑ってくれた。

　この少女が笑え顔がおを見せたのは、これが初めてだった。

　それまで無言だったルイが、不意に呟つぶやいた。

「なんだ…？」

　剣けん呑のんな顔でウィンドウを開け、身を乗り出して耳を澄すます。

　風の中に動物の鳴き声が混じっているのを、ルイの聴ちよう覚かくは捉とらえた。ヴェアヴォルフである彼の五感は咲夜よりずっと鋭えい敏びんだ。

　アルベルトも険しい面おも持もちで周囲に視線を走らせる。

　目を凝こらしていたルイが斜ななめ前方十時の方向を指した。

「あそこです！」

「咲夜、しっかり摑まれ」

　言うなりアルベルトはアクセルを踏ふみ込む。咲夜は咄とつ嗟さにクラインを抱かかえ、ドアの上にあるアシストグリップを反射的に摑んだ。

　加速と振しん動どうの衝しよう撃げきが襲おそってくる。反対側のドアに足をつけて踏ん張り、シートの向こうに目を凝らす。

　速度をあげた車が疾しつ駆くする先に、動物の群れがいるのがわかった。はじめは黒い点のようだった影かげがどんどん大きくはっきりとしていく。牛だ。ユゥリックの家か畜ちくだろうと思われる。

　それらがわき目もふらずに疾しつ走そうしている。まるで必死に逃にげているような様子だ。

　群れの後方を見た咲夜は、彼方かなたから弾だん丸がんのように突とつ進しんしてくる黒い影を認めた。

　瞬く間に接近してきたそれの姿が鮮せん明めいになるにつれ、咲夜は瞠どう目もくして言葉を失った。

　なんだ、あれは。

　アルベルトがハンドルを切る。牛の群れを追う形になった車に、それはやがて並走する形となった。

　車を追い越こしながら、それは牙きばを剝むいた。

　激しい咆ほう哮こうが大気をびりびりと震わせて、逃とう走そうする牛たちが絶ぜつ叫きようする。

　咲夜は茫ぼう然ぜんと呟いた。

「あれ…なに……」

　見たことのない生き物。しかし咲夜はあれによく似たものを知っていた。

　それは、本の中に存在していた生き物だ。

　想像上の、伝説上の存在として描えがかれていた獣けもの。

　その名をキマエラという。
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「……シメール…」

　呆ぼう然ぜんとした呟きは、ルイのものだ。無意識だったのだろう、彼が口にしたのは母国語だった。

　逃げ惑まどう牛と同じか、それ以上の大きさ。ライオンの頭と前まえ脚あし、雄おすヤギの胴どう体たいと後ろ脚をもち、背に雄ヤギの頭が突つきだし、蛇へびの頭を持った長い尾おが獲え物ものを探して赤い眼まなこをぎらぎら光らせている。

　複数の動物がいびつに混じった獣の姿は、遥はるか昔にトルコがヒッタイトと呼ばれていた頃ころ、伝承上の生き物として伝わった。

　キマエラは歓かん喜きの唸うなりをあげながら牛たちを追い、距きよ離りがどんどん縮まっていく。

　咲夜はシートを摑つかんで身を乗り出した。

「トルコって、あんなのが棲せい息そくしてたの!?」

　キマエラは伝説の獣。いわゆるモンスターだ。ナハバールたちが伝承のものだとしていても、実在してひっそりと暮らしている例は多々ある。

　クラーンのモンスターすべてを把は握あくしているわけではないので、念のための確かく認にんだった。しかし、彼女の手は既すでにショルダーバッグの中にある愛あい銃じゆうを摑んでいる。

「生きたシメールを見るのは初めてです。おそらく、カール様もご覧になったことはないのではないかと」

　クラーンの把握していないモンスターが、存在していないわけではないかもしれない。しかし、あれは危険なものだと咲夜の直感が警告している。

「アベル、あれの横につけられる？」

　バッグから出したＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルのシリンダーをスウィング・アウトさせ弾丸を込める。

　体を固くしているクラインにシートにしがみつくよう指示して、シリンダーをセットして窓を開けると、咲夜は身を乗り出した。

「咲夜様、危険です！」

　色を失ったルイに、キマエラに照準を合わせながら咲夜は叫さけんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　咲夜の長い髪かみが風で翻ひるがえる。視界にちらつくそれに苛いら立だちながら目を細め、両手をのばして銃じゆう身しんをさだめる。

　トリガーを引こうとした瞬しゆん間かん、獲物を見ていたはずの獅し子しの目がぎろりとこちらを向いた。

　獅子だけではない。雄ヤギと蛇も一いつ斉せいに咲夜を凝ぎよう視しする。

　三対ついの眼に射い貫ぬかれて、咲夜ははっと息を呑のむ。

　次の瞬間、キマエラは横に飛んだ。

「……っ！」

　予想だにしなかったキマエラの動作に、咲夜の手が一瞬ぶれる。反射的にトリガーを引いたが、獅子の頰ほおをかすめただけではずした。本当は耳を撃うち抜ぬこうとしていたのだが、完全に狙ねらいを読まれたのだ。

　咆哮しながら飛びかかってきたキマエラの前脚が迫せまる。

　アルベルトが舌打ちしてアクセルを目いっぱい踏んだ。加速の衝撃で乗員全員に凄すさまじいＧがかかる。咲夜はドアフレームに激しく押しつけられる形になった。

　痛みと衝撃で息が詰つまる。

　しかし、その代わりにキマエラの爪つめは咲夜から逸それ、車体を引っ搔かいただけですんだ。

　脇わきを打ちつけた咲夜は痛みで声も出ないが、ぐっと堪こらえてキマエラの位置を確認する。肋ろつ骨こつにいやな負荷がかかった。へたをすると折れているか、よくてもひびが入ったかもしれない。

　キマエラは狙いを牛から車に変え、跳ちよう躍やくしながら追走してきた。瞬またたく間に距離が縮まる。車は最大限に加速しているが、キマエラのほうが速い。

　まるでチーターのような加速だ。

「ライオンのくせに…っ！」

　忌いま々いましさに低く唸る咲夜に、顔をくしゃくしゃにしたクラインが悲鳴のように叫んだ。

「咲夜、あれ！」

　その叫びと同時に、横合いから咆哮が轟とどろく。

　視線を走らせた咲夜たちは、草原の彼方から疾走してくるもう一頭のキマエラを見た。

　後ろから追走してくる一頭と、横から突進してくる一頭。

　まさかとルイが前方を確認するが、さすがにこの二頭だけのようだ。

「アルベルト様、私が出ます」

　シートベルトをはずしたルイが窓を開ける。しかしアルベルトは声を荒あららげた。

「迂う闊かつに出るな、危険だ」

　伝説のキマエラがアナトリアの平原に棲息しているという話は、アルベルトもルイも聞いたことがない。隠かくれていたのか、それともどこかからやってきたのか。

　キマエラたちは明らかに敵意を持っている。彼らにとってこの車に乗っている者たちは、牛と同様獲物なのだ。

　あの家畜はユゥリックの財産だろう。それらを追い立てて襲うモンスターなら、ここで仕留める必要がある。

　が、車を止めたら反はん撃げきする前に追いつかれるだろう。すぐ使えるのは咲夜の銃とルイの牙だけだ。アルベルトの脇わき差ざしはトランクの中だ。出している間に襲われる。さすがにあの獅子の牙と爪に素す手でで立ち向かうような無む謀ぼうさは、アルベルトは持ち合わせていなかった。

　痛みを堪えて再び体勢を整えた咲夜が、後方から追走してくるキマエラに狙いを定めた。的までの距離は十メートルもない。間かん隔かくはどんどん縮まっていく。

「アベル、そのまま！」

　走るキマエラの眉み間けんは上下している。定まらない標的に命中させるのは至難の業わざだ。

　一方、ハンドルを握にぎるアルベルトは、斜ななめに突とつ進しんしてくるキマエラを一いち瞥べつすると、ドアポケットに放ほうり込んでおいた銃を摑んだ。

　距離は、およそ三十メートル。窓を開ける。

「ルイ」

「はい」

　助手席のルイがハンドルを摑むと同時に窓から身を乗り出し、片手で構えた。

　Ｓ＆ＷＭ19、４インチ。重量千二十四グラム。弾だん丸がん装そう塡てん数六。通つう称しようコンバットマグナム。

　二頭のキマエラが唸る。

　咲夜とアルベルトは同時にトリガーを引いた。

「うっ…！」

　不安定な体勢で撃ったため、発射の衝しよう撃げきが咲夜の腕うでから肩かたに突き抜ける。ドアフレームに背中をぶつけた咲夜はけほけほと咳せき込んだ。
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　一方、重いはずのコンバットマグナムを、眉まゆひとつ動かさずに片手で撃ったアルベルトは、眉間のど真ん中に弾だん丸がんを撃ち込まれてのけぞりながら吹ふっ飛んだキマエラがもんどりうって転がるのを横目に見ながら、シートについてハンドル操作をルイから引き継つぐ。

　咲夜は小さく唸りながらキマエラを確認した。咲夜の狙った一頭も奇き妙みように体をねじって転がり、そのまま動かなくなる。

　ほっとして、体を車内に戻もどし、痛む脇を押さえて目をすがめていると、泣きそうな様子のクラインがそろそろと手をのばしてきた。

「咲夜……」

　咲夜は無理に笑った。

「大丈夫。ちょっと痛いだけだから」

　車が徐じよ々じよに速度を落とし、旋せん回かいして進路を変える。転がったまま動かないキマエラたちの許もとに引き返すのだ。

　使った弾丸はアルベルトが一発、咲夜が二発。シリンダーにはまだ残ざん弾だんがある。

　停車した位置から十メートル以上先に倒たおれたキマエラ。用心しながら車を降りて、銃を構えたまま少しずつ近づいていく。

　車内に残ったクラインは、後部ガラス越ごしにその光景をじっと見つめている。

　ルイがトランクからアルベルトの脇差を出して手て渡わたし、コンバットマグナムを預かった。クラインの残る車の傍かたわらに立ったルイは、キマエラに銃じゆう口こうを向けたまま様子を窺うかがう。

　鞘さやから引き抜いた脇差を手に、アルベルトは咲夜の前に出る。咲夜は彼の斜め後ろで銃口を下げたままキマエラに接近していく。

　それまで微び動どうだにしなかったキマエラの尾おが、首をもたげて咲夜とアルベルトに牙きばを剝むいた。

　背に突つき出た雄おすヤギの首がふたりを燃える眼で睨にらみ、後ろ脚あしだけがよたつきながら起き上がった。動かない獅子の頭と前脚を引きずり、雄ヤギはふたりに這はい寄ってくる。

　咲夜は雄ヤギの眉間に銃口を据すえ、引き金を引いた。

　アナトリアの草原に銃じゆう声せいが木こ霊だまする。

　ゆっくりと倒れていくキマエラを、アルベルトの一いつ閃せんが真っ二つに叩たたき斬きった。

　ふたつに割れたキマエラは血しぶきをあげて倒れると、今度こそ動かなくなった。

　咲夜はほっと息をついた。

「……しまった」

　アルベルトの声に顔をあげる。彼は剣けん呑のんな目で低く唸うなった。

「逃にがした」

　はっと視線をめぐらせると、アルベルトが弾丸を撃ち込んだもう一頭の姿が消えている。

　血の跡あとが点々とつづいているが、それも途と中ちゆうで途と切ぎれていた。

「どうして？」

　アルベルトの弾丸は獅し子しの眉間を撃ちぬいていた。彼の狙いは正確だ。あの重いコンバットマグナムを造作もなく操あやつるのは、ダンピールである彼の膂りよ力りよくが並はずれたものだからだ。

　咲夜にはあの銃じゆうは重すぎてうまく扱あつかえない。支えがないと銃口が僅わずかに下がり、命中率ががた落ちするのだ。

　女の細ほそ腕うででも扱える銃でそこそこの攻こう撃げき力。それらを考こう慮りよして選んだＭ36は、六百グラム弱の軽量で小さい分、着ちやく弾だん時の威い力りよくも小さい。

　殺傷能力という点ではコンバットマグナムのほうがよほど強いのに、咲夜の撃ったキマエラの獅子は倒れ、アルベルトの撃ったキマエラは死なずに逃とう走そうした。

　残ったキマエラが復活しないように、急所と思われる部位をすべて切断していたアルベルトは、作業を終えて振ふり返った。

「違ちがうとしたら、弾丸の性質だな」

　刃やいばを振って滴しずくを完全に飛ばし、鞘に収める。鍛きたえられて数百年が経たっている日本刀は、夕ゆう陽ひをはじく刀身がとても美しい。

　復活しないようにばらばらにされたキマエラは、ケッツァーたちと違って砂のように崩くずれることはないようだった。

　咲夜の使用する弾丸は、出発時にカールから渡わたされた銀の特別製だ。ケッツァーを狩かるときにエーアストや長老衆が送ってくるものなのだが、今回もどういうわけか使い魔まが携たずさえてきたらしい。

　一方、アルベルトのコンバットマグナムは、あくまでも彼の私物で狩りに使用するためのものではないので、用意してある弾丸はごく普ふ通つうに市場に出回っている鉛なまり製だ。威力はあるが、対モンスターの武器としての殺傷能力は弱いのである。

　切断されたキマエラの傍らに膝ひざをついた咲夜は、触ふれるか触れないかのぎりぎりまで手をのばした。それをアルベルトが止める。

「迂闊に触さわるんじゃない」

「触らないわよ。見てるだけ」

　アルベルトは渋じゆう面めんを作った。何も言われなかったらじかに触って確かめそうな様子だった。たしなめられたから反論してきただけだろう。

「このままにしておいて大だい丈じよう夫ぶかしら」

　この辺りにはオオカミが棲せい息そくしているはずだ。キマエラの肉を餌えさにしたオオカミが、変調をきたさなければよいが。

「だが、持っていくわけにもいかないだろう」

「うーん。トランクの荷物を後部座席に移動させたら入らない？」

「無理だろう」

　アルベルトが断言する。

　キマエラを顧かえりみて、咲夜はううむと唸った。確かに、これだけの大きさのものを入れるには、車のトランクは狭せまい。

「せっかく切り分けてあるんだから、少し持って帰って調べたほうがいい気がするんだけど」

　切り分けてあるという表現に、アルベルトがなんとも言えない顔をした。そういう言い方も間ま違ちがってはいないが、どうにも違い和わ感かんがぬぐえない。

　咲夜は険しい顔で眉まゆ根ねを寄せる。

「……これ、本物のキマエラなのかな」

　不ふ穏おんな呟つぶやきに、アルベルトは目をしばたたかせ、はっと息を呑のんだ。

　ふたりは同時に車を振り返った。

　車の中でこちらをじっと見つめている少女。

　クラインの言う箱はこ舟ぶねとは、彼女の血を使って薬やく剤ざいを製造するクライスの研究施し設せつのようなものかもしれないと、咲夜は考えている。

　そこではほかに何をしているのだろう。

　たとえば、伝説上の生き物を合成するような、そんな研究もなされていたりはしないか。

　いままで咲夜もアルベルトもルイも、トルコのアナトリア高原にキマエラが棲息しているなどという話は聞いたことがなかったのだ。それが突とつ然ぜん現れて家か畜ちくを襲おそっている。

　アトラ・ハシースのところに、キマエラの情報は入っているだろうか。ユゥリックたちが集めた情報の中にこのことがあるなら、自然に棲息してきたのかもしれないと考えることはできる。だが、もしそうではなかったら。

「……クライスは、生き物の…人間の命を材料にした操り人形ゴーレムも作ってる。動物を材料にしたキマエラを作ってても、おかしくないわ」

　重く呟いた咲夜の頭を撫なでて、アルベルトは息をついた。

　これを持っていくことは難しいが、これから向かうゲミに住むクラーン、ハシスオールの者たちに話せば、手を貸してくれるだろう。

「とにかくゲミに急ごう。さすがにここまで遅おそくなると、ハシスオールも心配しているかもしれない」

　アルベルトに促うながされて、咲夜は仕方なく頷うなずいた。

　場所を覚えておけばまた戻ってこられる。オオカミに見つからないように隠かくすことくらいはできないだろうか。

　そう言うと、アルベルトはルイを呼んだ。

「どうされました？」

　やってきたルイに、アルベルトはキマエラの死し骸がいをさした。

「オオカミにこれが荒あらされないようにしたいんだが、できるか？」

　ルイはこともなげに頷いた。

「近づけないようにすればいいんですね？」

「ああ。明日にでも回収するつもりだ」

「回収ですか？」

　アルベルトは手短に理由を説明した。諒りよう解かいしたルイはひとつ頷く。

「わかりました」

　彼は髪かみを一本引きぬくと、風に飛ばされないように半分程度を土に埋うめた。

　執しつ事じの目が琥こ珀はくに輝かがやく。キマエラの周りに足音を刻むようにしてゆっくりと一周する。

　最初の地点に戻もどったルイは、髪を埋めた土の感かん触しよくを確かめるように軽く蹴けった。

　咲夜は瞬またたきをする。

「ルイ、いま何したの？」

　執事はにっこりと笑った。

「足あし跡あとに気を込めたんですよ」

「気？」

　青年は朗ほがらかに応じる。

「はい。軽く殺気を」

　オオカミよりヴェアヴォルフのほうが上位の存在だ。圧あつ倒とう的な力量の差があるところに、この領線を侵おかしたら殺す、という殺気を込めたのだという。

　野生のオオカミは五感が鋭するどいので、百メートル先からでも殺気を察知できるだろう。

「まぁよほど勘かんが鈍にぶいか、いきがっている若造でもない限りここに近づいたりしないでしょう。夜は冷えますから腐ふ敗はいもそれほど進行しないでしょう」

　それよりも、と彼は天を仰あおいだ。

「大分時間が押してしまいました。ハシスオールの方々が案じているでしょう。急ぎませんと、捜そう索さく隊が出されるかもしれません」

　思いもよらない台詞せりふに、面めん食くらった咲夜が声をあげる。

「捜索隊？」

「はい。ハシスオールのソロモンとジャスミン夫妻は、少し心しん配ぱい性しようで。サンドラがちょっと散歩に出て戻るのが遅くなると、召めし使つかいたち総出で捜さがさせるんですよ」

　ゲミに仕える召使たちはみな、生きつ粋すいのクラーンではなく、ナハバールからモンスターに転化したものたちなのだそうだ。

　彼らは元々ナハバールだったので、ナハバールのことを熟知している。ゲミにナハバールが近づかないようにユゥリックたちを誘ゆう導どうしているのは彼らなのだ。

　親切で心配性のハシスオール夫妻は、ルイのことも実の息子むすこのように可愛かわいがってくれている。

　夫妻はルイの大おお叔父おじレオナールとその妻と、とても親しい間あいだ柄がらだった。ヴァンピーアとヴェアヴォルフながら、種族を越こえた友情を育はぐくんでいたのだ。

　咲夜とアルベルトとともにルイが同行する旨むねは、カールがシルフの風を通じてハシスオールに知らせている。彼らは久々に訪おとずれるルイに会えるのを楽しみにしてくれているだろう。

　同時に彼らは、預かったアレキサンドラをヘリオドールに渡わたしてしまったことを悔くやんでもいるだろう。

　夫妻が自身を責めているだろうことが想像できる。

　ルイは息をついた。

　アレキサンドラは囚とらわれているという。いったいどこに。

　咲夜とアルベルトをゲミに送り届けて、ハシスオール夫妻と話をしたら、ルイはそのままイスタンブールに戻ってアレキサンドラの足取りを追うつもりだった。

　姿を消したところからたどり、なんとしてでも彼女を見つけ出す。

　しかし、一体誰だれが彼女を捕とらえているのか。見つけ出したら相応の報むくいをくれてやるが、なぜ捕らえたのかをまず問いただしたいルイである。

　空はいつの間にか色を変えて、暮色に染まっていた。夜になる前にゲミにつかないと、草原の夜は一気に気温が低くなる。

　一方、離はなれた場所で話している咲夜たちを、クラインはじっと見つめていた。

　見たことのない景色に来たことのない場所だ。草原は彼方かなたまでつづいていて、船がつけるような水辺はどこにもない。

　なのに、ジーンの声がどこかから聞こえる気がする。

　クラインは耳をふさいだ。

　優やさしいジーン。恐おそろしいジーン。言うことを聞いていれば、とても優しい声でほめてくれる。けれども同じ優しい声で、彼はとても怖こわいことを言う。

　ジーンはいつも笑っている。クラインが怯おびえているときも泣いているときも、痛みに悲鳴を上げているときも、抗あらがい疲つかれて動けなくなっているときも。

　涙なみだににじんだ視界にいる彼は、いつも同じ顔で笑っている。

　クライン。

　そう呼ばれるのが本当はとても嫌いやだった。彼が箱のふたを開けて名を呼ぶときは、始まりの合図なのだ。

　目覚めの時間は痛みの時間。眠ねむっているときだけ、何もかも忘れていられる。暗い箱の中に押し込まれて、その小さな空間だけが彼女にとっての安らぎだった。

　戻ってきた咲夜がドアを開けて後部座席に滑すべり込む。アルベルトから預かった脇わき差ざし『龍りゆう王おう』を膝ひざにのせて、咲夜はクラインに笑いかけた。

「お待たせ」

　クラインは小さく頷く。

　運転席と助手席に、アルベルトとルイも乗り込む。ふたりが同じ空間に入ってきたとき、クラインは無意識に体を硬こう直ちよくさせた。

　気づいた咲夜は彼女の肩かたに手を置いて、そうっと引きよせる。

　咲夜にもたれたクラインは、彼女にしがみついて目を閉じた。

　新しい名前をくれると言った。クラインという呼び名でなくなったら、あんな怖い思いはもうしなくても済むのだろうか。

　はやくくれないかなと待ちわびながら、目を閉じた少女は眠りの底に落ちていった。










　陽ひの暮れた草原の一角に、ダグラスは探していたものを見つけた。

　地下から抜ぬけ出したキマエラが、何者かに殺されていた。

　近づこうとしたダグラスは、キマエラの周囲に凄すさまじい殺気を感じて足を止めた。

　これには覚えがある。

「……ヴェアヴォルフ…！」

　アレキサンドラをヘリオドールからさらった、ベリルの後こう継けい者しやだ。

　奴やつがこの地に来ている。どうして。アレキサンドラがここにいることは誰も知らないはずなのに。

　キマエラに手出しはできない。触ふれれば目には見えないダグラスの痕こん跡せきが残る。殺気の主はそれを確実に察知する。

　ベリルのヴェアヴォルフは、その柔にゆう和わな外見とは裏腹に、ヴェアヴォルフの獰どう猛もうな性情を先祖から正しく受け継ついでいる。あの男がノームの地下都市に急きゆう襲しゆうをかけ、甚じん大だいな被ひ害がいを出したことはダグラスも知っていた。

　逃とう走そうしたキマエラのうち一頭は、眉み間けんに傷を負いながら戻ってきた。

　血を流したキマエラは飢うえて、捕とらえているナハバールの子どもに食くらいつこうとしたが、寸前で別のキマエラに襲おそわれて絶命した。

　残った四頭のキマエラたちが絶命した仲間をむさぼっている間、ナハバールの子どもは失神し、アレキサンドラは気き丈じように唇くちびるを引き結んで目を逸そらしていた。

　風が吹ふく。

　草原を渡る風は、夜になるとぐっと冷たく、肌はだを刺さすようだ。

　どこまでもつづく草原に、風にまぎれて微かすかな歌声が響ひびくのをダグラスの耳は捉とらえた。

　彼は声もなく笑った。

　セイレーンの歌声は、聞くものを深い眠りに誘さそう。

　中でもヘリオドールに生まれたセイレーンの声は格別だ。彼らの歌は、荒あれ狂くるう嵐あらしさえも鎮しずめると謳うたわれていた。

　獰猛なキマエラが共食いをしないように。逃にげ出してナハバールや家か畜ちくたちを無む尽じん蔵ぞうに襲わないように。

　彼らを作り出したクライスは、しかし彼らのあまりの獰猛さに手なずけることを諦あきらめて、このアナトリアの地下都市に捨てたのだ。

　ただ捨てるだけでは抜け出す恐れがある。

　彼らを完全に殺すための薬は、クライスがいま手配している最中だ。ダグラスの役目は、それが届くまでキマエラを監かん視しすること。

　六頭のキマエラをひとりで扱あつかうのは実に危険だった。

　クライスの幹部からキマエラを一任されたとき、すでに彼はへたをすれば自分の命が危あやういと焦あせりを感じていた。彼らはいつも飢えており、モンスターでもナハバールでも動物でも、生いき餌えを欲ほつして暴れているのだと聞かされていたからだ。

　実際にアナトリアでキマエラを見てからは、その思いが一層強くなった。

　セイレーンである彼は、クライスにとってはあまり利用価値がない。女性のセイレーンは魅み惑わくの歌声を持つが、男性のセイレーンは何も持っていないのだ。

　長命であることしか利点はないが、ダグラスは一応モンスターだ。ナハバールよりはキマエラに対してましな対応ができるだろう。

　クライスのナハバールたちがこのように考えていただろうことは、ダグラスにもわかっていた。実際ダグラスにクライスにもたらせるものがさしてないのは事実なのだ。

　いざというときのためにキマエラの動きを止める筋きん弛し緩かん剤ざいは渡されていたが、そんなものは気休めにすぎなかった。

　確実にキマエラを殺すには、クライスの研究者が製造している石化剤ざいがもっとも有効だ。石になったキマエラを砕くだけば、それで終わるのだ。

　しかし、石化剤はいま在庫が尽つきているらしく、次はいつできあがるかわからないという。

　人間の武器で殺せるだろうか。それとも毒物は有効か。

　いくつもの手段を試ためしたが、キマエラの生命力は凄まじく、どれも決定打にならない。ひとつの手段を試すごとにキマエラは狂きよう暴ぼうさを増し、手が付けられなくなっていった。

　そんなとき、ヘリオドールの姫ひめがイスタンブールに向かっているという情報を摑つかんだ。

　ヘリオドールのアレキサンドラ。セイレーンきってのディーバだ。

　ダグラスが持て余しているキマエラも、彼女の歌でなら確実に眠るだろう。眠ったキマエラなら簡単に殺せそうだ。

　イスタンブールで待ち構えたダグラスは、セイレーンの一行を発見した。

　どうやって彼女をヘリオドールの者たちから引き剝はがそうか。策を練っていたダグラスは、グランド・バザールカパル・チヤルシユを歩いていた一行からアレキサンドラが自ら人ごみにまぎれて身を隠かくすのを目もく撃げきした。

　身ひとつで走り出し、セイレーンたちをまいたアレキサンドラを捕らえることは実に簡単だった。セイレーンの体力はナハバールのそれとほとんど変わらない。男性のダグラスにアレキサンドラがかなうわけはなかった。

　ダグラスの当て身を食らって意識を失ったアレキサンドラを、絨毯キリムの中に隠してカパル・チャルシュから運びだし、そのまま陸路で草原の地下都市に連れてきた。

　逃げ出さないように足に枷かせをはめ、意識を取り戻もどすのを待って、キマエラたちに歌うよう命じたが、彼女はがんとして従わなかった。

　ならばキマエラに食わせようと思ったが、彼女の声には独特の魔ま力りよくのようなものがあり、獣けものたちはどういうわけか、彼女を襲おうとはしないのだった。

　そうしているうちに、一頭のキマエラが地下から逃げ出した。

　草原を逃走したキマエラは、ユゥリックの少年を見つけて飛びかかった。

　子どもが死のうと生きようと知ったことではなかったが、キマエラに人間の血の味を覚えさせるとあとが厄やつ介かいだ。

　クライスから支給されていた筋弛緩剤を使ってキマエラを止めたダグラスは、気を失った子どもを使うことを思いつき、地下に連れ帰った。

　思った通り、子どもを盾たてにとられたアレキサンドラは、苦しそうに顔を歪ゆがめながら歌いはじめた。

　美しい旋せん律りつは地下都市の奥まで広がり、そこに漂ただよう重苦しさを淡あわ雪ゆきのようにとかしていった。

　いまもアレキサンドラは歌っている。

　休みなく、キマエラたちに囲まれて、彼らの吐と息いきを感じながら。

　恐おそろしい猛もう獣じゆうたちは、セイレーンの歌に聞き惚ほれて、彼女を抱だきこむように寄り添そったまま離はなれない。

　しかし、ひとたび彼女が歌うのをやめれば、いきり立って暴れ出し、逆上して駆かけ回る。

　そして、激情に駆られて二頭のキマエラは地下を飛び出したのだ。

　キマエラの死し骸がいを見下ろして、ダグラスは冷たく笑った。

「まぁ、殺してくれたことには礼を言うか」

　ダグラスではできなかったことを、ヴェアヴォルフがやってくれた。それには感謝をするべきだろう。

　クライスの研究者たちも幹部たちも、自分たちが作り出したキマエラを制せい御ぎよできず、殺すにはしぶとすぎて持て余した。完全にコントロールできたら何かしら使い道があると思われるが、まだそういった優良な個体を完成させたという話は聞いていない。

　キマエラを作ることが不老不死にどうつながるのかはダグラスにはわからないが、何か意味があるとクライスの者たちは思いこんでいるのだろう。

「長生きしたからって、なにがどうということもないだろうに」

　どれほど金を稼かせいでも、終わりのない命を持てても、いずれはそれに飽あきが来ると思うのに、ナハバールはないものねだりが激しいのだ。

　ふと、セイレーンの男は瞬またたきをして、いいことを思いついたと言わんばかりに笑った。

　何もダグラス自身が苦労してキマエラを殺さなくてもいい。薬が届くのを待っている必要もない。

　キマエラを殺せる者がいるのだから、彼らにやってもらえばいいのだ。

「ベリルのヴェアヴォルフ、本当にいいところに来てくれた」

　セイレーンのディーバを餌えさにすれば、ヴェアヴォルフは地下迷めい宮きゆうに必ずやってくる。

　いくらヴェアヴォルフでも、キマエラ四頭を相手にして無事ではいられまい。ディーバを守るために死しに物もの狂ぐるいでキマエラをすべて倒たおすかもしれないが、その頃ころにはヴェアヴォルフ自身もかなりの深手を負っているはずだ。

　弱ったヴェアヴォルフなら、ダグラスにも殺せるかもしれない。

「ああ、それがいい。楽しみだなぁ、ヴェアヴォルフ」

　三十年前にセイレーン・クラーンを離り反はんして姿を消し、クライスに与くみした男は、実に嬉うれしそうに笑った。
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　そこは、まるで天然の要よう塞さいだった。

　高台にそびえる石の館やかた。周りに流れる川は堀ほりのようで、門まで石橋がのびている。

　箱舟ゲミと呼ばれるのは、館が細長い直方体に見えるのと、川に囲まれてまるで水に浮ういているように見えるからなのだということだった。

　高台にある館も規模は大きいが、地下にはその三倍ほどの居住空間があり、最下層にハシスオールの者たちが眠ねむる廟びようがあるのだという。

　咲夜たちの一行がゲミに到とう着ちやくしたのは、夜の帳とばりがすっかりと世界を覆おおった頃だった。

　空気が澄すんでいるからか、空には満天の星が輝かがやいている。満まん杯ぱいの宝石箱を藍あい色いろのビロードにぶちまけたような、という表現が一番ぴったりかもしれない。

　ゲミの敷しき地ちに入った車は塀へいの近くに停車する。

　車を降りたクラインは、天に輝く星々に目を奪うばわれて、大きく口を開けたまま瞬くこともせずに見とれている。

「星が好きなの？」

　尋たずねた咲夜に、天を仰あおいだままクラインは答える。

「初めて見たの……」

「え…？」

　思わず訊きき返した咲夜の耳に、少女の小さな呟つぶやきが滑すべり込んでくる。

「これが…星……」

　あなたの知っている暗くら闇やみとは違ちがって、夜の空にはきらきらと光る砂すな粒つぶのような星が輝いているのだと、聞かされたことがある。

　初めて陽ひ射ざしを感じたのはベルンシュタインの屋や敷しきで目覚めたときだ。

　初めて空を見たのは、あの部屋の窓の外に目をやったときだ。

　そしていま、初めて夜空と、星を見た。昨夜は窓の外を見ることなどできなかったから。

　咲夜は、声の震ふるえを押し殺した。

「……あなたは、どんなところにいたの…？」

　天を見つめたままクラインは目を細める。

「……白い、部屋。すごく眩まぶしくて、機械がたくさんあって。男の人や女の人がたくさんいて、みんな白い服を着ているの」

　少女の顔が強こわ張ばったのは、おそらく無意識だ。

「目を開けると、ジーンがいて……」

　微笑ほほえみながらこう言うのだ。

　おはよう、クライン。いい子だね。じゃあ、はじめようか。

　ふっと、クラインの瞳ひとみから生気が消えた。彼女は自分の頰ほおに触ふれながら、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「暗くなるのは、ふたを閉められるときだけで。だからずっと、星を一度でいいから、見てみたかったの」

　クラインは咲夜を見あげて、ぎこちなく笑った。

「ありがとう、咲夜。星、とてもきれい」

　この子の笑えみがぎこちないのは、笑ったことがいままでほとんどなくて、筋肉がうまく動かないからだと、咲夜は気づいていた。

　これがすべて演技だろうか。違うと思いたい。この子は本気でそう言っているのだと。

　クラインの手をそっと取って、咲夜は頷うなずく。

「これからはいつだって見られるわ。さ、ルイたちが待ってる。行こう、……」

　呼びかけようとして、口ごもる。名前をあげると言ったはいいが、まったく思いつかない。

　簡単に考えていたが、いざつけるとなると難しいのだ。間に合わせではいけないし、この子が気に入るような、自分たちも呼びやすくていいなと思える名前でないと、意味がない。

　あとでアベルとルイにも相談しようと心に決めて、咲夜はクラインとともに、ゲミと呼ばれる石造りの館に足を踏ふみ入れた。

　ロウソクのシャンデリアがホールの天てん井じように下がっており、炎ほのお独特の優やさしい灯あかりが落ちている。

　扉とびらの前で一同を出で迎むかえたのは褐かつ色しよくの肌はだと黒い髪かみ、黒い瞳をした青年だ。ルイと同じ程度の背せ丈たけで、身にまとっているのはこちらの民族衣装だった。

「ようこそおいでくださいました。ベルンシュタイン公の御ご令れい息そくと御ご令れい嬢じよう、並びにベリル家の御おん曹ぞう子し。……そして…」

　青年の目が、咲夜の後ろに隠かくれるようにして縮こまっているクラインに注がれる。

　答えたのはルイだった。

「この子については、カール様からソロモンに報しらせがきているはずですが」

　青年はルイをまじまじと見つめた。

「あなたがそんな丁てい寧ねいな物言いをするのを、初めて聞きました。どうされたんですか、ヴェアヴォルフ」

　ルイの目が据すわる。

「いまの立場が主あるじの令息と令嬢に付き添ってきた執しつ事じだからだ」

　青年は堪こらえきれない様子で吹ふき出す。

「なるほど。失礼をお許し下さい、ルイ様」

　咲夜とアルベルトはふたりの会話を興味深そうに聞いていた。彼らにとってルイは生まれたときから執事だ。しかしどうやらこのゲミでは、ルイは執事の彼とは全く別の顔を持っているのだ。

「あちらへどうぞ。ソロモン様とジャスミン様がお待ちです」

　館の奥を示しながら青年は微笑む。

「申し遅おくれました。私はセム。アトラ・ハシースにお仕えしているヴァンピーアです」

　もとはナハバールだったがハシスオールの牙きばを受けてクラーンに連なったのだとつづけたセムは、咲夜を見つめて瞬きをした。

「御令嬢のことは、どうお呼びすればよろしいでしょうか？」

　ベルンシュタイン家の養い子について、上位のクラーンとそこに仕える者ならば大たい概がいは知っている。

　咲夜は肩かたをすくめた。

「エリアンヌ・クリスティーネ。大概のひとはクリスって呼ぶわね」

　大事なひとたち以外にはそちらを希望するのが常だ。

　すると一行を先導していたセムは唐とう突とつに足を止めた。そして、いやに感かん慨がい深い様子でしきりに頷いた。

「そう……そうでした。エリアンヌ・クリスティーネ様…」

　セムが、それまでとは違う、柔やわらかい眼まな差ざしを咲夜に向ける。

「ようやくお会いできました。クリスティーネ様」

　そこに込められた深い響ひびきに、アルベルトが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　剣けん呑のんさを増したアルベルトの眼光に気づいたセムは、苦く笑しようして一礼した。

「申し訳ありません。懐なつかしさと嬉うれしさで、つい」

　なんだそれはと、無言のアルベルトの面おも持もちに凄味が加わる。

　セムは再び足を進めながら言った。

「後のち程ほど、ソロモン様も私と同じように仰おつしやるでしょう。理由は主にお聞きください」

　咲夜とアルベルトは顔を見合わせる。意味がわからない。

　彼らはそのまま空気のひやりとした回かい廊ろうを進む。

　見事な彫ちよう刻こくの施ほどこされた両開きの扉の前で立ち止まったセムは、ノックを三回した。

「おつきになりました」

　返事を待たずに扉を開き、セムは咲夜たちに室内に進むよう促うながした。

　ルイを先頭にして入っていくと、見事な織りのキリムが敷しき詰つめられた、モザイク模様の美しい部屋だった。

　壁かべと天井にはブルーが基調のタイルが整然と並び、素す晴ばらしく芸術的だ。家具は寄よせ木ぎと象ぞう嵌がん。カーテンはレースと、光こう沢たくのあるシルクだろう。透すかし彫ぼりの窓はアラベスク模様で、透ける模様の向こうには木々と池が見える。

　外からは直方体の建物にしか見えなかったが、中庭をぐるりと囲むような作りになっているのだ。テラスはすべて中庭に向いており、屋根も柱も繊せん細さいな彫刻に彩いろどられてとても美しい。

　外の味気ない石いし壁かべとは天地の差がある。

　思わずそれらに見とれていた咲夜の視界に、ソファから立ち上がってルイに歩み寄る年とし嵩かさの夫ふう婦ふの姿が入ってきた。

「ああ、ルイ坊ぼうや。よく顔を見せてちょうだい」

　咲夜は瞬またたきをした。髪をクラシカルなポンパドールにした女性が、自分よりずっと背の高いルイの両頰に手を添そえて目を細めている。目め尻じりのしわが優しげだ。要の母親より十年以上高こう齢れいに見えるのは、しわのせいだろう。

　その隣となりには、ルイより少しだけ背の低い初老の男性だ。口ひげをたくわえて、意思の強そうな穏おだやかな目でルイを見つめている。

　ふたりは、先日のマリー・クリスティーネ号で開かい催さいされた仮装パーティーの折に、トーゴとレニが着ていたような服をまとっていた。トルコの民族衣装だが、トーゴたちのものよりシンプルで普ふ段だん着ぎの様相だ。トーゴたちの衣装はパーティー用の正装だったので、もっと華はなやかだった。

　おそらく彼らがハシスオール家のソロモンとジャスミン夫妻だろう。

　坊やと呼ばれてもルイが笑っているのは、昔からそう呼ばれて愛情を注がれてきたからだろうことが、三人を包む空気に表れている。

「お久しぶりです、ジャスミン。お元気そうで何よりです」

「本当に久しぶりだわ。レオとアンヌの代わりに私たちに甘えてくれって言っているのに、この子は遠えん慮りよするんですもの」

　ジャスミンの要求にルイは苦笑する。それを聞いた夫のソロモンも苦笑いだ。

「そういつまでも子ども扱あつかいしては、ルイも困るよ。さあルイ、あちらを紹しよう介かいしておくれ」

　ソロモンのおかげでジャスミンの歓かん迎げいから解放されたルイは、一歩片足を引いて咲夜たちを振ふり返った。

　招かれて、部屋の中央に進みながら咲夜は何気なく思った。ジャスミンの言っていたレオとアンヌというのは、ルイの大おお叔父おじ夫妻のことに違ちがいない。

　レオナールの妻はアンヌと言ったのか。自分の名前と同じ響きだ。

　ベルンシュタイン家の子どもたちを、ハシスオールは初めて迎むかえた。

「きみがカールの息子むすこか。何度城に上がっても姿を見せてくれないきみが本当に存在しているのか、随ずい分ぶん疑ったよ」

　実は、今年の初めに行われた新月祭を、ハシスオール家は欠席したのだ。ジャスミンの具合が悪く、急きゆう遽きよ参加を取りやめたのだという。

　それなら自分たちを知らないのも頷ける。

　合が点てんのいった咲夜を、ソロモンとジャスミンは目を細めてじっと見つめた。

　何も言わないふたりの目が少し潤うるんできたのに気づき、咲夜は戸と惑まどって居い心地ごこちが悪くなる。

　思わずアルベルトの肘ひじを摑つかむようにする咲夜を、クラインが不思議そうに見上げた。

「……あの、何か…？」

　意を決して尋たずねた咲夜に、ジャスミンが目め許もとをぬぐいながら詫わびる。

「ああ、ごめんなさい…。エリアンヌ・クリスティーネ。私たちは、あなたにずっと会いたかったの」

「え？」

　訝いぶかる咲夜に、ソロモンが頷うなずく。

「我が友レオナールの名づけ子であるきみに、本当に本当に会いたかったんだよ」

　思いがけない事実を聞かされて、咲夜は言葉を失った。










　あてがわれた部屋は二階の一室だった。

　壁一面のタイルはイエローとクリームが基調のモザイクだ。寄木の家具も、柱や窓のアラベスクも緻ち密みつで美しい。

　夜のトルコはぐっと冷えるのだが、室内は不思議とあたたかい。壁の中を蒸気が通るようになっているのだそうだ。おかげで部屋全体があたたかく、薄うす着ぎでも問題ない。

　テラスに出るには涼すずしすぎるので、窓の前に敷かれたキリムに腰こしを下ろして膝ひざを抱かかえ、壁にかかったタペストリーを眺ながめる。

　アララト山と箱はこ舟ぶねが描えがかれたタペストリーだ。稲いな妻ずまが走り、降り注ぐ豪ごう雨うが濁だく流りゆうとなって箱舟を翻ほん弄ろうしているものと、陽ひが雲間からさして水の引いた大地を照らし、箱舟が山のふもとに流れ着いたものが、対面に一枚ずつかかっているのである。

　咲夜が着ているのは足首まで届く丈たけ長ながのカフタンチュニックで、ジャスミンが用意してくれたものだ。ネックラインのビーズ刺し繡しゆうが美しく、前開きで腰こし帯おびで留めるのだ。自分の体形に合わせて調節でき、ゆったりとしていてくつろげるので、部屋で過ごすときや寝ねるときに着てねと勧すすめられた。確かに着き心地ごこちがいい。一いつ緒しよに置いてあったボトムスはシャルワール。筒つつが広くゆったりしているのだが、足に絡からんで動きにくいので、持参してきた膝ひざ丈たけのジーンズパンツをはいている。

　昼間痛めた脇わきは、ひどいアザになっていた。でも、どうやら骨に異常はなさそうだった。痛み止めを飲んだのでいまは落ち着いている。

　キマエラの軀むくろは、ルイがセムに回収してくれるようにと頼んでいた。セムはすぐに召使いたちに命じていた。あとで霧きりの森の魔ま女じよたちに引き渡わたすことになるだろう。

　傍かたわらに置いたガラスの水差しからグラスに水を注ぐ。カットガラスは美しいブルー。

　グレーテルやクラインの瞳ひとみとよく似た綺き麗れいな青だった。

「……クラインの名前、どうしよう……」

　自分の名前の由来を、咲夜は今日初めて知った。

　司堂咲夜というのは、自分を捨てたナハバールの両親がつけたものだ。お前のルーツだからと、家族たちはみなこの名で自分を呼ぶ。

　それとは別の、対外的に用いる名前、エリアンヌ・クリスティーネ。これを考えたのは、ルイの大叔父レオナールなのだとソロモンは言った。

　カールが咲夜を養女にすると決めたときに、レオナールに依い頼らいしたのだそうだ。ヴェアヴォルフの実力者であるレオナールが名付け親となれば、少しは風当たりも弱くなるかもしれないと考えて。

　レオナールは喜んで引き受けた。彼はあれこれ考えて、初対面の折、眠ねむっている赤ん坊にエリアンヌ・クリスティーネと呼びかけた。

　カールの妻エミーリアと、自分の亡なき妻アンヌ・フローラから名をもらったのだと笑っていたそうだ。

　ルイもアルベルトも知らなかったようで、ふたりとも驚おどろいていた。

　だから私たちはあなたにとても会いたかったと繰くり返したハシスオール夫妻は、咲夜を受け入れてくれる数少ないクラーンに違いなかった。

　そんな話を聞いた後で、クラインの名前をほいほい考えつくはずがない。

　心の底からどうしようと思いあぐねていた咲夜は、ノックの音を聞いた気がした。

「咲夜」

　聞こえたのはアルベルトのものだ。咲夜は慌あわてて立ち上がる。

「はい」

　扉とびらを開けると、アルベルトは家にいるときのような格好だった。

「なんだ、アベルの分はなかったんだ」

　アルベルトは沈ちん黙もくした。用意されていたのだが、ずるずるとして動きにくそうだったのでよけたのだ。

　そう告げると咲夜は大層悔くやしがり、あとで絶対に着て見せてと言い張った。結局アルベルトは最後は押し切られた。

　アルベルトは部屋に入ると、壁かべにかかったタペストリーに目を留めた。

　自分の用意された部屋にあるのとは別の柄がらだ。アルベルトの部屋にあるのは草原に生きるユゥリックの夏と冬を描いたものだった。

「どうしたの？」

　首を傾かしげると、アルベルトは瞬きをして咲夜に向き直った。

「クラインのことをソロモンと話してきた」

　咲夜の表情が引き締しまる。アルベルトはいつものように淡たん々たんと事実だけを口にする。

「喜んで引き受けると言ってくれた」

「そう……」

　良かったと思う反面、自分の中でもやもやとしたものがくすぶっているのを感じる。

　エクシールは言ったのだ。あの子は自分の許に置いておくようにと。

　彼の言い分がすべてではないだろうが、クラインとエクシールはとても近しい間あいだ柄がらなのだろうと咲夜は考えている。ベルンシュタイン家の者たちはほぼ全員そうだろう。

　彼はどうして自分の許にクラインを置こうとしないのだろう。もしかして、アルベルトやルイに対するように、エクシールに対してもクラインはひどく怯おびえてしまうのだろうか。

　もしそうなら、とても悲しいことだと思う。血を分けた肉親なのに。

「咲夜、あまり情をかけすぎるな」

　語気は静かだが、心に痛い言葉だった。咲夜はうつむいて唇くちびるを嚙かむ。

　彼女のそんな様子に、アルベルトは息をつく。

「見捨てるわけじゃない。ここにいるほうがクラインにとって安全だと俺は思う。カールもそう考えたからソロモンに預かってもらえるよう打だ診しんした」

　人ひと里ざと離はなれた高原の、荒こう涼りようとした地にそびえる、外界を完全に遮しや断だんしているような雰ふん囲い気きを持った石の館やかた、ゲミ。

　地下深くまで広がる居住空間は、通路を閉とざせば誰だれも侵しん入にゆうできなくなる。

　うつむいたまま、咲夜はぽつりと言った。

「あたし、名前を考えてあげるって言ったのよ」

　アルベルトは黙だまって、咲夜の髪かみをひと房ふさ手に取った。

「クラインなんて呼び名じゃなくて。呼ばれるだけで嬉うれしくなるような……」

　咲夜はずっと、エリアンヌ・クリスティーネというもうひとつの名前に大した思い入れはなかった。カールの娘むすめとしてつけられた名前だという意識だけで、そこに意味があるなど考えもしなかった。

「ここにいる間に、あの子に名前を考えてあげるの。約束したから」

　咲夜の伏ふせた瞼まぶたがかすかに震ふるえる。それを認めたアルベルトは、咲夜の額に自分のそれをそっと重ねるようにした。

　言葉がなくても、アルベルトが言いたいことは咲夜に伝わる。ずっと昔からそうだ。無口な彼は、いたわりや慰なぐさめを言葉では表さないのだ。

　しばらくそうしていたアルベルトは、咲夜が落ち着いたのを見計らって離はなれると、話題を変えた。

「明日の午後、アトラ・ハシースに対面することになった」

　咲夜は顔を上げた。アナトリアの最長老だ。どうして呼ばれたのか、尋ねることができる。

「それと、さっきルイが出て行った」

「え？」

　目を瞠みはる咲夜に、アルベルトはどこまでも淡々とつづける。

「俺たちをゲミに送り届けたので、心置きなくサンドラを探しに行くそうだ」

　アトラ・ハシースとの対面が済んだら、時間の許す限りアレキサンドラ捜そう索さくに尽じん力りよくしようとアルベルトは考えていたのだが、それすら待っていられないルイは不ふ眠みん不ふ休きゆうで動き回るつもりらしい。

　しかし、手がかりは皆かい無むに等しいはずだ。どうするのだろうか。

　疑問を口にする咲夜に、アルベルトは無表情のままこう言った。

「野性の勘かんだろうな。何しろヴェアヴォルフだ。俺たちよりよほど勘がいい」

　咲夜は首を傾かたむけた。

　直感に限定するならヴァンピーアも相当だと思うのだが、言われてみれば確かにヴェアヴォルフのほうが鼻が利きく。

「でもこの時間じゃ飛行機はないわよね」

　車でイスタンブールまでは二十時間近くかかるはずだ。朝まで待って国内線を使ったほうが、トータルでは短時間だと思うのだが。

　それを告げると、アルベルトは息をついた。

「お前、ルイにそれを言えるか？」

「無理」

　咲夜とアルベルトは目を合わせると、どちらからともなく嘆たん息そくした。

　咲夜の髪を離して頭をひと撫なでしたアルベルトは薄うすく笑った。

「今日は移動で疲つかれたろう。もう休め」

「うん、そうする」

　クラインは隣となりの部屋だ。さっき寝ねかしつけてきた。

　偶ぐう然ぜんにも彼女の部屋のタペストリーは、夏の星座と冬の星座を描えがいたものだった。織物の中に夜空を横切るミルキーウェイとたくさんの星を眺ながめることのできる部屋をあの子はとても気に入っていた。

　アルベルトに手を振ふって扉を閉める。彼の部屋は中庭をはさんでほぼ正面だ。男性の客と女性の客とで、棟むねを分けているらしい。

　部屋の灯あかりを落としてベッドサイドのランプだけを残すと、アルベルトの部屋の灯りがついた。アラベスクの透すかし模様は光だけをこぼして、中の様子は見えない。

　ソファにたたんで置いてあった厚地のカフタンガウンを羽織ってテラスに出ると、冷たい風が吹ふきつけてきた。アララト山から吹き降ろされてくる風だ。

　星明かりの中にぼんやりと浮うかぶ山やま影かげを見ながら、咲夜は考えた。

　クラインの言っていた箱はこ舟ぶねとは、どこにあるのだろう。

　咲夜はいま、ゲミと呼ばれるクラーンの居城にいる。そのゲミにクラインを連れてきた。

　あの山は箱舟がたどり着いたという伝説を持っている。クラインの箱舟が目指しているのはどこなのだろう。それとも、海に沈しずんだあの白い船がクラインの言う箱舟で、彼女はあの箱舟に呼ばれているのだろうか。

　何しろあの子はナハバールの災さい厄やくだ。

　星がきれいだと喜んでいた姿からは想像もできないが、あの子の両頰ほおの血は災厄そのものなのである。

　様々なことが去来して胸が重くなり、沈んだ面おも持もちで息をついた咲夜は、寒さに震えて踵きびすを返した。眠ねむる前に一度シャワーを浴びて体をあたためたほうがよさそうだ。

　アラベスクの窓に手をかけた咲夜は、ふと足を止めた。

　足元にまつわりつく白い霧きり。背中に当たる風が奇き妙みように湿しめっている。

　訝いぶかったときには、視界すべてが真っ白な霧に覆おおわれていた。

　背後を顧かえりみた咲夜は息を呑のんだ。

　真っ白な霧に包まれたテラスに、膝ひざまである黒いケープとフードを目ま深ぶかにかぶった人ひと影かげが、いつのまにかそこにいた。

　頰までかかるフードの下で、鮮あざやかな赤い唇が笑えみの形を作る。

　思わず窓に背を押しつける咲夜に、黒いケープの相手は厳おごそかに口を開いた。

「ベルンシュタインの養い子。恐おそれることはないわ。私はあなたを知っている」

　ゆっくりと歩み寄ってくる相手に、咲夜は胡う乱ろんげに問うた。

「まさか、霧の森の魔ま女じよ？」

「我がクラーンはそう呼ばれているわね」

　応じた魔女は、微笑ほほえみながら首を傾けたようだった。

　口ぶりから察するに、この女こそが霧の森の主、大魔女アグラーヤだろう。

「あなたに渡わたしたいものがあるの。受け取ってもらえるかしら」

「それは…何なのかがわからないと、答えられない」

「慎しん重ちような返答だわ。その用心深さは大事になさい。あなたは敵が多いから」

　咲夜は目をすがめた。

「あなたは敵じゃないの？」

「いまのところはね。でも、あなた次し第だいだわ、エリアンヌ・クリスティーネ」

　アグラーヤはケープから右手を出した。差し出された手のひらに皮かわ袋ぶくろがのっている。

「これは試作品なの。あなたに使ってもらえると嬉しいわ。あとで感想を聞かせてちょうだい」

「なに？」

「役に立つかもしれないものよ。でも、あなたを危険に陥おとしいれるかもしれないわ」

[image: ]

「どっちよ」

「使い方次第ね」

　アグラーヤは決して断定をしない。咲夜としては曖あい昧まいさが少し苛いら々いらする。

　皮袋を摑つかんで中を覗のぞくと、赤金色の弾だん丸がんが二個、入っていた。

「弾丸？　ケッツァーの？」

　しかし、エーアストが狩かりのたびに送ってくるのは銀の弾丸だ。そして、闇に転化したものフエアヴアンドルングを環界ツアラツクさせる弾丸は金色だ。これは輝かがやきが違ちがう。赤みが強い。試作品だといっていたが、どういう効力を持っている弾丸なのだろう。

　怪け訝げんそうな視線を受けたアグラーヤは、穏おだやかに言った。

「使うかどうかはあなた次第よ。でもあなたは毛け嫌ぎらいしそうね」

　咲夜の直感がざわついた。とても好ましくないものだと察する。

「毛嫌いしてもいいけれど、必要だと思ったから私はあなたにこれを渡すのよ。モンスターは、あなたが考えているよりずっと恐ろしいのだから」

　少しの間をおいて、彼女は静かに付け加えた。

「あなたはこれを受け取るでしょう。私にこれを作ってほしいと頼たのんできたのは、美しいマルガリータですもの」

　瞠どう目もくする咲夜に微笑んで、アグラーヤは更さらなる衝しよう撃げきを口にした。

「ナハバールでもモンスターでも、これを撃うち込まれれば石と化す。ケッツァーを倒たおすこともできるでしょう」

　咲夜は息を呑み、手の中の皮袋を握にぎり締しめた。

　グレーテルの依い頼らいで作られたという弾丸。撃ち込まれたものは石と化す。それは。

「あまりこういうことはしないのだけど、美しいマルガリータに敬意を表し、ゴルゴンの涙なみだと名づけたわ。どう？　使ってくれるかしら」

　咲夜は顔をゆがめて切り返した。

「悪あく趣しゆ味みね」

　アグラーヤは声を立てて笑った。

「ほめ言葉として受け取っておきましょう」

　黒いケープをまとった魔女は厳かに身を翻ひるがえした。

「また会いましょう、エリアンヌ」

　白い霧の中に消えていく背中に、咲夜は語気を荒あららげた。

「クリスよ！」

　霧の中に彼女の笑い声が小さく響ひびき、やがて消えていった。

　手のひらに残された皮袋は、弾丸がふたつしか入っていない軽いものなのに、いやに重く感じられた。

　ゴルゴンの涙などという悪趣味な命名をされた弾丸には、ゴルゴン三姉妹の左ひだり頰ほおの血が使われているに違いない。

「使わないわよ、こんなもの」

　いっそ投げ捨ててやろうと思ったが、ハシスオールの居城に廃はい棄きするわけにもいかない。それに、使われているのがゴルゴンの血なら、そのあたりに捨てるなど危険極きわまりない。

　咲夜は敵に対して引き金を引くことを躊ちゆう躇ちよしたことはない。だがこの弾丸は、あまりにも後味が悪くなりそうで二の足を踏ふむ。

「捨てられない以上、持ってるしかないか……」

　ほかの弾丸と混ざらないように気をつけないと。

　苦い思いで息を吐はき、すっかり冷えた体をあたためようとバスルームに直行する。

　頭から熱いシャワーを浴びると、少しだけ気持ちが上向きになった。咲夜にとってシャワーは気分転てん換かんのためのツールでもある。

　弾丸ケースに皮袋ごと押し込んでバッグにしまい、昼間使ったＭ36から弾丸を抜ぬいて汚よごれを落とす。

　昼間使用したのは三発。Ｍ36には五発装そう塡てんできる。用意してきた予備弾だんも五発だ。

　残り七発に、アグラーヤの残していった弾丸を合わせて九発。今回は金の弾丸は用意がない。鉛なまりの弾丸も、アルベルトの銃じゆうのものしか持ってきていない。

　空になった薬やつ莢きようを抜き、予備の弾丸を装塡してシリンダーを戻もどす頃ころには、集中して完全に気持ちが切り替かわっている。

　我ながら、シャワーはともかく銃の手入れが一番の精神集中法というのはいかがなものかと時々考えるのだが、これが一番効率がいいのだ。

　いろいろあってくたびれてしまった。

　どっと疲ひ労ろうがのしかかってきた気がして、咲夜はベッドに入った。

　目を閉じると、意識はすぐに沈しずんでいく。

　ああ疲つかれた。朝まできっと目は覚めない。

　ぼんやりとそう思ったとき、胸の辺りに波動が生じた。

　服の下にあるブラオが震ふるえる。同時に青い光が炸さく裂れつした。

「なに…っ!?」

　部屋全体に広がった青い光は波打つような力を発し、閉とざしたアラベスクの窓が押し開けられる。

　風が吹ふき込んできた。頰を叩たたくような強風だ。咲夜は思わず腕うでをかざして目をつぶる。

　脈打つ光が瞼まぶたを突つき抜けて目に届く。

　その瞬しゆん間かん、かすかな旋せん律りつに似たものが咲夜の耳に届いた。
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　夜の草原を猛もうスピードで走っていた車が、急ブレーキをかけた。

　ライトに照らされた丘おかの陰かげから、ウサギと思おぼしき影かげが飛び出して、文字通り脱だつ兎とのごとく逃にげていく。

　エンジンを止めて運転席から出たルイは、耳を澄すませた。

　いま、かすかに、歌声のようなものが聞こえた。

　意識のすべてを聴ちよう覚かくに集中させる。

　草原を吹き渡る冷たい風。地表を滑すべって新芽を震わせる音まで明確に聞き取れるほど鋭するどくなった聴覚は、本当に微かすかな旋律を捉とらえた。

「サンドラ…！」

　歌声は、ルイが全神経を注がなければ聞こえないほど小さく儚はかない響きだ。車ではエンジン音に搔かき消されてしまうので、そこに乗り捨てていくことにした。あとで取りに来ればいい。

　もし取りに来られなくなったら、レンタカー会社に補ほ償しようすれば済む。当然のことながらルイのポケットマネーだ。

　彼は数十年ベルンシュタイン家に仕えており、月々充じゆう分ぶんな給金を支し払はらわれている。しかしそれを使う暇ひまは大してないので、預金総額はかなりのものなのだ。

　もっとも、そんなものよりベリル家の資産のほうがはるかに莫ばく大だいなのだが、彼はそれに手をつけるつもりは毛頭ない。そんなことをしたら有う無むを言わさずベリル家に戻らなければならなくなるではないか。

　ルイの瞳ひとみが琥こ珀はくに輝き、長身の体たい軀くが沈むように縮んだかと思うと、左前まえ脚あしに銀の輪をはめた銀の狼おおかみが疾しつ走そうしていく。

　歌声を運んでくる風を追い、風上に向かってひた走っていたルイは、草原の中に岩がん壁ぺきに似たものがちらほらと点在していることに気づいた。

　石いし壁かべや石いし畳だたみで整備されていたものが年月とともに朽くち果てて、草木に覆おおわれてしまったような印象を受ける。

　そういえば、この辺りには遥はるか昔に地下都市が栄さかえていたのではなかったか。

　子どもの頃、レオナールとともにゲミのハシスオール家を訪ねると、夫妻は手放しで喜びあたたかく迎むかえてくれたものだった。

　ジャスミンの手料理はグレーテルに勝るとも劣おとらない腕うで前まえで、この土地ならではのトルコ料理に舌した鼓つづみを打ったものだ。

　ああそういえば、明日はジャスミンが腕によりをかけて御ご馳ち走そうを作ると言っていた。

　夜よ闇やみの草原に目を光らせて、三角の耳を動かし、歌声を追う。

　初めて迎えたレオナールの名づけ子をもてなそうと、食材をたくさん仕入れたのだそうだ。

　あんなにたくさんどうするんですかとセムが笑っていた。

　せっかくの料理が余ってしまってはもったいないし、ジャスミンにも申し訳ない。アレキサンドラが戻ってきて人数が増えれば、ちょうどいい分量になるだろう。

　アルベルトと咲夜とクラインが用意された部屋に入ってから、三人だけになった迎えの間で、ソロモンとジャスミンはルイに深々とこうべを垂れて詫わびたのだ。

　信しん頼らいして預けてくれたのにこんなことになるなんてと、ジャスミンは目に涙なみだを浮うかべていた。ふらついたジャスミンをソファに座らせて、ソロモンは沈ちん鬱うつな表情を見せた。まさかヘリオドールが私たちのことさえも欺あざむくとは思わなかったのだ、と。

　そしてこうも言った。いい加減きみたちのことを許してしまえば、アレキサンドラはヘリオドール家にも出入りするようになるだろうに、ベリルの放ほう蕩とう息子むすこにくれてやるのが我が慢まんできないようだよ。

　昔荒あれていたのがこんなところに災わざわいするとは、どうめぐってくるかわからないものだ。

　顔色の悪くなったジャスミンは、ルイに詫びて寝しん室しつに引き上げていった。

　年初めの新月祭への参列を直前で取りやめたと聞いたときは心配したが、思っていたよりは元気そうに見えていた。だが、表面だけのようだった。アレキサンドラのことで心痛がのしかかっていることも響いているのだろうが、ジャスミンはあまり丈じよう夫ぶではないのだ。

　彼女は生きつ粋すいのヴァンピーアではない。

　近くの町に住むナハバールだった。

　もともと病弱だった彼女は、流行はやり病で瀕ひん死しに陥おちいった。三百年前だという。

　明日をも知れなくなった彼女に、乞こわれて牙きばを授さずけたのがソロモンだ。

　だが、転化したからといって、生来の病弱さは治らなかったのだ。

　ふたりには子どもがいない。彼女の体が出産に耐たえられるかわからなかったからだ。そして夫妻は子どもを諦あきらめた。彼らがルイを我が子のように可愛かわいがるのには、そういう経けい緯いがある。

　だから彼らは、アレキサンドラのことも実の娘むすめのように愛している。行方ゆくえ知れずとなった彼女を案じる気持ちは、もしかしたらルイ以上かもしれない。

　歌声が明めい瞭りようになってきた。風にのって流れてくるそれがどこから響ひびいているのか、ルイは聴覚をさらに研とぎ澄ませる。

「サンドラ…、どこにいる……」

　自分が近くにいると知れば、彼女は声を振ふり絞しぼって呼ぶだろう。セイレーンの声は彼方かなたまで響く。ひと声でいい、呼んでくれたら駆かけつけるのに。

　ぐっと歯は嚙がみしたルイは、大きく息を吸い込んだ。

　彼女が呼ばないなら。

「───────────っ……！」

　どこまでも轟とどろく高く激しい遠とお吠ぼえが、さえぎるもののないアナトリアの草原に木こ霊だまする。

　星のまたたく夜闇を切り裂さくように駆け抜ぬけていく狼の遠吠えは、風を縫ぬって牧草の新芽を震わせながら、波のように広がっていった。

　木霊していた遠吠えが、夜の闇にとけて消える。

　風上に向けて疾走していたルイは、唐とう突とつに足を止めた。

　くずれた岩壁と草に覆われた石畳。起き伏ふくに富んだ大地の陰いん影えいが周りを囲んでいるかのようだ。

　狼の両耳が激しく動いた。

『─────ルイ…！』

　歌ではなく叫さけびが、ルイの鼓こ膜まくに突き刺ささる。

　ナハバールたちには聞こえない音が風を裂き、夜闇を縫ってルイに伝わってきた。

　その奥に、獣けものの唸うなりのようなものが確かにあった。

　ルイの目が吊つり上がる。

「サンドラ！」

　駆けだした狼は、丘の陰かげに隠かくれていた石壁のわきに、地底に降りていく隠し通路を探し当て、迷うことなく飛び込んだ。










　突とつ如じよとして輝かがやきだしたブラオの光は、アレキサンドラの歌声を響かせた。

　アラベスクの窓が派手に開いて寒風が吹ふき荒れる。

　咲夜は飛び起きて、カフタンの下からブラオを引っ張り出した。

「サンドラの居場所、知ってるの!?」

　咲夜の叫びに呼応するように、ブラオの放つ光は一本の筋に形を変え、遥か彼方にのびていく。この先にいるのだと伝えているようだ。

　着き替がえている時間はない。カフタンのままブーツを履はいて、ショルダーホルスターと弾だん丸がんケースを摑つかんで装着する。カフタンガウンでは丈たけが長すぎるので、ハーフ丈のコートに袖そでを通しながら部屋を出る。

　異変に気づいたアルベルトが、別れる前と同じ出いで立ちで、黒いコートと脇わき差ざしを手に走り寄ってきた。

　あとでカフタンを着て見せてくれと言ったのに、結局着ていない。帰ってきたら着替えさせようと心に決める。

　言葉も交かわさずに階段を下りると、異変を察知してきたセムと階段の途と中ちゆうで行き当たった。

「どうされたんですか」

「サンドラの居場所がわかったかもしれない」

　瞠どう目もくするセムに門を開けてくれと頼たのみ、さらに言い添そえた。

「クラインがびっくりして怯おびえるかもしれないから、気をつけてあげて」

　玄げん関かんの鍵かぎを開け、門の閂かんぬきをはずすと、セムは鞍くらをつけた馬を二頭引いてきた。

「使ってください」

　セムから手た綱づなを渡わたされたふたりは、勢いをつけて馬の背に飛び乗る。

「よし、行け」

　馬は命じられるままに門を駆け抜け、アナトリア高原に飛びだした。

　ブラオの光は西南の方角を示していた。星の位置で方角を確かめ、全速力で馬を駆る。

　風の中に歌声が紛まぎれている。それは徐じよ々じよに大きくなっていくようだった。

　確実に近づいているのだ。

　アレキサンドラの、セイレーンの歌声は、遥か彼方まで響く。クラーンの者であれば確実に捉とらえられる声なのだ。

　ブラオの示すままに進んでいた咲夜たちは、突如として轟いた遠吠えを聞いた。

「ルイ？」

　咲夜の声にアルベルトが頷うなずく。

　と、それに呼応したように、アレキサンドラの叫びがふたりの鼓膜に突つき刺さった。

　ヴェアヴォルフの遠吠えにセイレーンが応こたえたのだ。

　夜闇の中を弾丸のように疾走する二頭の馬は、夜闇にとけるような青毛だ。アルベルトのまとうコートも黒。

　咲夜のコートはグレイで、白いカフタンと相まって異い彩さいを放っている。

　アルベルトのように黒にすればよかったが、クラインの目に優やさしい色のほうがいいと考えたのだ。

　風にのって流れてくるセイレーンの歌声が、だんだんはっきりとしてきた。

　やがてあちこちに、崩くずれかけた岩がん壁ぺきや草に埋うもれた石いし畳だたみが目立つようになってきた。闇の中でも、星明かりとブラオのおかげでモンスターではない咲夜でも輪りん郭かくは見えている。

　一方のアルベルトはヴァンピーアと同じように夜闇を見通すダンピールだ。丘おかのように見える盛り上がった個所を指さす。

「あの陰に、穴あなが見える」

　馬を操あやつって丘に向かうと、岩壁の陰に黒い穴があった。隠されているようなそこを覗のぞいたアルベルトは、険しい面おも持もちで呟つぶやいた。

「ルイの気配が残ってるな」

「じゃあ、ルイもここに？」

「おそらく」

　アレキサンドラの歌声はこの奥から響いてくるのだ。

　しかし、彼らが穴に入った途と端たんに歌声はぴたりとやんだ。

「サンドラ？」

　瞬しゆん間かん、獰どう猛もうな獣の咆ほう哮こうが闇やみの底から響き渡った。

　咲夜とアルベルトは顔を見合わせた。

「キマエラ…」

　夕方遭そう遇ぐうしたあの獣の声だと思われる。傷を負ったキマエラが、この先にいるのか。

　ブラオの光は穴の底を示すと、ふっと搔かき消えた。

　アルベルトは鞘さやから龍りゆう王おうを抜いた。ベルトに鞘をさして、先に闇の奥に歩き出す。

　ショルダーホルスターから愛あい銃じゆうを抜いてトリガーガードに指をかけ、左手で壁かべを確かめながら、アルベルトのあとに咲夜もつづいた。

　完全な闇だ。全身の神経を研ぎ澄すまして、視覚以外を総動員させて咲夜は進む。

　ブラオが消えてしまったので、咲夜はほぼ完全に見えない。月明かりや星明かりがあれば少しは違ちがうのだが、光源のまったくないところでは、人間の咲夜はどうしても不利だった。

　アルベルトもそれをわかっているので、先に立って行くのだ。

　ケッツァーの狩かりもそうだが、大たい抵ていの戦せん闘とうは夜に繰くり広げられることが多い。これからの課題だなと咲夜は思った。

　地下にのびる通路は途中まで剝むき出しの地じ肌はだだったのだが、地上から見えなくなった辺りから石を敷しき詰つめて整備されているのが、足の裏の感かん触しよくで伝わってきた。

「ここ…なに？」

　怪け訝げんそうに呟いた咲夜に、アルベルトが前を見たまま答える。

「昔、クラーンが築いた地下都市だ。いまは放ほう棄きされて朽くちるままになっていると聞いた」

「もしかして、ノームが作ったの？」

「そこまで知らないが、その可能性は高いな」

　エレメンタル・クラーンのノームは、アイルランドにも地下都市を築いている。ナハバールたちに見つからないように隠しながら地中を掘ほるのは彼らの得意とするところだろう。

　それきりふたりは沈ちん黙もくした。キマエラの咆哮がひっきりなしに轟とどろき、セイレーンの歌声はあれから一度も聞こえない。

　ここに侵しん入にゆうしたはずのルイの気配も断たたれている。

　どれほど降りたかわからなくなるほど進んだ咲夜は、前を行くアルベルトが足を止めたのでそれに倣ならった。

　彼の肩かた越ごしに前方に目を凝こらすと、ぼんやりとした小さな灯あかりが見えた。

　そこまで足を忍しのばせながら進み、物もの陰かげから灯りのほうを窺うかがう。

　気配を殺して覗いたそこは高い天てん井じようと広いスペースを持ったホールのようだった。

　咲夜ははっと目を見開いた。

　壁をくりぬいたところにはめ込まれた鉄てつ格ごう子し。その向こうに、小さな子どもがうずくまっている。子どもの傍かたわらには何か動物がいて、同じようにうずくまってぐったりしているように見えた。

　その鉄格子から鎖くさりがのびている。鎖を視線でたどると、淡あわい赤毛の女性が横たわっていた。

「……………！」

　サンドラ、と咲夜の唇くちびるが動いた。アルベルトが無言で頷く。

　アレキサンドラは身を投げ出すように倒たおれて、目を閉じていた。

　裸足はだしの足首に枷かせがはめられ、鎖につながれているのだ。身にまとっている衣服は埃ほこりにまみれて薄うす汚よごれており、サンドラの面おも差ざしはげっそりとこけて痛々しい。

　そして、彼女の向こうに、伝説の獣けものキマエラが一頭、寝ねそべっていた。

　キマエラはアレキサンドラの頭に鼻を近づけてくんくんと匂においを嗅かぐようなそぶりを見せると、鼻先で彼女を揺ゆさぶった。

　アレキサンドラは動かない。気を失っているようだ。

　キマエラは彼女の周りをぐるぐると回り、鎖につながれた素す足あしをなめる。

　彼女の着ているカフタンドレスは時代錯さく誤ごなものではなく、ドイツでもおしゃれな女の子たちが好んで着ているようなシルエットだ。おそらく、ゲミから連れ出されたあとに着替えとして購こう入にゆうしたか、ヘリオドールの者たちがイスタンブール辺りで用意したものだろうと思われた。

　アレキサンドラの周りを徘はい徊かいするキマエラは、彼女を襲おそう気はないらしい。だが、咲夜とアルベルトに対してはどうだろう。何よりも、あんなものが野放しになったら大変なことになる。

　咲夜は呼吸を整えて、キマエラの眉み間けんに照準をさだめた。

　ここからキマエラまでの距きよ離りはおよそ二十メートル。遠くて灯りも小さいが、狙ねらえないことはない。

　眉間にヒットさせても一発で死なないことは夕方実証済みだ。連射してダメージを与あたえるのが望ましい。

　壁の陰かげからキマエラを狙いながら、咲夜は何気なく思った。

　灯りがあってよかった。あれがなかったら真っ暗で、咲夜には何も見えなかった。

　そう思った瞬間、頭の中で別の声がした。

　どうして灯りがついているの。アレキサンドラは気を失っていて、子どもは石の檻おりに入れられている。

　銃を構えたまま視線を走らせる。

　光源は、ホールの天井から下がったランタンだ。

　誰だれがあそこにランタンを吊つるしたのか。誰が灯りをともしたのか。

　咲夜たちはここに降りてくるまでの間、誰とも遭遇しなかった。

　あれをともした者は、ではどこに。

　どくんと鼓こ動どうが跳はねる。背筋にすうっと冷たいものが駆かけ下りた。

　同時に、アルベルトが動いた。

　灯りの届かない闇の中から、牛より大きな黒い影かげが躍おどり出る。

　振ふり返った咲夜は、身をよじって剣けん撃げきを躱かわしたキマエラが、アルベルトの得物に尾おを絡からませて彼を振り回すのを見た。

　飛ばされたアルベルトは回転して通路の壁を蹴けり、背中に突つき出た雄おすヤギの首を横よこ殴なぐりに叩たたき斬きる。

　咆哮が轟いた。

　飛沫しぶきをあげて撥はね飛んだ雄ヤギの首が、咲夜を睨にらんでギラリと光る。

　それに気を取られた咲夜は、背後に迫せまった黒い疾しつ風ぷうに対する反応が一瞬遅おくれた。

　耳の近くに低い唸うなり。

　振り向きざま構えてトリガーを引く。

　ちんと音がして跳ちよう弾だんが壁をはじいた。はずした。

　飛び退のいて弾だん丸がんをよけたキマエラは雄ヤギの後ろ脚あしを蹴って咲夜めがけて突とつ進しんする。

　身をかがめて牙きばを逃のがれ、ホールに転がり出る。

　背後に迫るキマエラの殺気。横に転がって牙をよけ、跳ね起きて銃じゆう口こうをキマエラに向ける。

　銃口のすぐ先に、かっとあぎとを開いた獅し子しの口が迫った。

　立て続けに三回トリガーを引く。着ちやく弾だんの衝しよう撃げきでキマエラはのけぞり、その隙すきに咲夜は獣との距離を稼かせいだ。

「四発……」

　残り一発。

　銀の弾丸を叩き込まれた獅子の首はぶるぶると震ふるえてよろめいた。がくりとうなだれて、頭と前まえ脚あしとが崩くずれる。

　しかし、くずれた獅子の頭の後ろに雄ヤギの首が待ち構えていた。

　ぎらぎらと光る眼まなこが咲夜を射い貫ぬく。鞭むちのようにしなる尾は蛇へびの首。

　ふたつの頭がそれぞれに意思を持って咲夜を狙う。

　銃口を構えながら咲夜は必死で考えた。

　シリンダーには残り一発。どちらかを撃うってもどちらかが残る。片方が倒れる前に片方が襲ってくる。

　じりじりと後退する咲夜は、石いし壁かべの向こうで激しく吠ほえるキマエラの気配の放つ殺気を痛いほどに感じた。

　通路は狭せまく、アルベルトの得物ではキマエラの動きを止めるのが難しいのかもしれない。彼の声は聞こえないが、攻こう撃げきをかいくぐっているだろう姿は鮮あざやかに想像できた。

　雄ヤギは石壁と咲夜の間に割って入り、じりじりとにじり寄ってくる。

　この頃ころには咲夜も気づいた。キマエラは高い知能を持っていて、自分とアルベルトを引き離はなしたのだ。

　片手で銃じゆうを構え、左手で予備弾丸の入ったケースを探さぐる。

　指先に皮かわ袋ぶくろが当たった。予備弾丸はこの下だ。

　咲夜の手が動くのを認めた蛇の眼が光る。雄ヤギの足が地を蹴った。

　反射的に引き金を引く。弾丸は雄ヤギの片角に当たった。折れた角が撥はね飛び咲夜の頰ほおを傷つけた。熱さの次にちりちりとした痛みが感じられたが、気にしている暇ひまはない。

　獅子の前半身を引きずってキマエラが突進してくる。尾の先が旋せん回かいし、ぎりぎりで横合いに飛び回かい避ひした咲夜の腰こしベルトごと弾丸ケースに嚙かみつくと、力任せに引きちぎった。

　振り回されてバランスを崩した咲夜は放ほうり出されてごろごろと転がる。

　必死で立ち上がった咲夜は、皮袋を摑つかんでいる左手を、奇き跡せきのような思いで見た。

　嚙み千切った弾丸ケースをくわえた蛇はぶるりと頭を振り、ホールのすみにぽっかりと空いていた暗い横穴にそれを放り投げた。

　微かすかな音を立ててケースが落ちていくのが、反はん響きようで察せられた。

　よく見れば、ホールのあちこちに横穴が空いていた。煉れん瓦がを積んでアーチ状の出入り口になっているものもあれば、くずれていびつな形になってしまっているものもある。

　ここには地上から降りてきたあの階段だけでなく、幾いくつもの出入り口があったのだ。

　では、ランタンをともした者はこのどれかから移動して身をひそめているのか。

　必死で考えながら、咲夜の手は勝手に動いていた。

　全ぜん弾だん撃うち尽つくして空になったシリンダーをスウィング・アウトさせて薬やつ莢きようを排はい出しゆつし、皮袋から出した二発の弾丸を装そう塡てんする。

　皮袋をその場に捨ててシリンダーを振り戻もどす。がちっと響ひびいた音はセット完かん了りようの合図だ。

　愛銃を一いち瞥べつして、咲夜は乱れた呼吸を整えるように努めた。

　できたら使いたくない。この弾丸は、アグラーヤが置いていったものだ。

　しかしいま自分の手にはこれしか残されていないのだ。

　銃じゆう撃げき以外に自分がキマエラと戦う術すべはない。ナハバールの力など、伝説の獣の前ではないにも等しい。

　石壁の向こうから、乱戦の模様が伝わってくる。アルベルトもこちらの様子をきっと探っている。響ひびいた銃じゆう声せいを数えて、咲夜の装備がいまどういう状態かをきっと読んでいる。

　そして、咲夜のところに少しでも早く駆けつけようと、それだけを考えてキマエラの攻撃を受け、反はん撃げきのタイミングを計っているに違ちがいない。

　あたしのことは気にしないでと叫さけびたいが、それをすればキマエラに付け入られる隙が生じるだろう。一いつ瞬しゆんでも気が散じれば、自分もアルベルトも危険だ。

　距離を測りながら、咲夜は少しずつ足を引いて、倒れたアレキサンドラに徐じよ々じよに近づきつつあった。キマエラはそれを注意深く窺うかがっている。

　獣けものはアレキサンドラに対して、気を配っている風ふ情ぜいだった。愛情すら感じているのではないかと思えるほど、鼻を近づけて揺ゆさぶり、素す足あしをなめて刺し激げきを与え、起こそうとしていたのではないか。

　咲夜は自分の思考に目を瞠みはる。

　アレキサンドラはずっと歌っていた。

　セイレーンの歌は、聞くものを眠ねむりに誘さそうのだ。美しい歌声。幾つもの道を持ち、深い地の底につづく迷めい宮きゆうのような暗くら闇やみの都市で、彼女はどうして歌っていたのだろう。

　ルイを呼ぶためだろうか。いや、違う。ルイが近くに来ていることを、彼女は知らなかったはずだ。来てほしいという願いはあっても、確信があったわけはない。

　彼女が確信を持てたとしたら、轟とどろいたルイの遠とお吠ぼえを聞いた瞬間からだったろう。

　だから彼女は彼の名を叫んだのだ。

　では、彼女がそれまで歌っていたのはどうしてか。

　咲夜が対たい峙じしているキマエラと、アルベルトが戦っているキマエラと。

　それらとは別の微かな唸りが、咲夜の耳じ朶だに突き刺ささった。

　視線だけを走らせた咲夜は、壁かべをくりぬいた檻の中でうずくまった子どもの背後に、音もなく降り立つ黒い影を見た。

　牛よりも大きな、三頭目のキマエラ。

　動かない子どもの頭を呑のみ込もうとかっと口を開いた獣を見た瞬間、咲夜は無意識に銃口を向けて引き金を引いた。

　いままさに子どもに食くらいつこうとしていたキマエラは、その姿勢のまま眉み間けんに撃ちこまれた弾丸に、奇き妙みように戸と惑まどったような顔をした。

　硬こう直ちよくした獅子の顔がぴしぴしと音を立てて硬こう化かしていく。それは瞬またたく間に獅子の前脚と胴どう、突き出た雄ヤギの首と後ろ脚に広がった。そして、鞭のようにしなっていた蛇の尾がぴたりと動きを止めたかと思うと、ちょうど真ん中あたりでぱきんと音を立てて折れた。

　それが合図だったかのように、尾から亀き裂れつが全身に走り、ばらばらに砕くだけた。

　それまで生きて動いていた獣が砕けて消えるまで、ものの一分もかからなかっただろう。

　ゴルゴンの涙なみだ。

　霧きりの森の魔ま女じよが作り出した弾丸の持つ力の凄すさまじさに、咲夜は言葉を失った。










　五発の銃声とキマエラの咆ほう哮こう。

　それらが轟いて、少し間が空いた。

　キマエラの牙きばと爪つめをよけながら、アルベルトはホールの音に全神経を集中させていた。

　獣は倒たおれていない。気配がそれを伝えてくる。

　獅し子しの爪を身をよじって避よけたアルベルトに、首を曲げて口を開いた雄おすヤギの頭が食らいつこうとする。

　開いた口に、刀身に手を添そえた刃やいばを嚙ませ、全力で押し切る。

　雄ヤギの頭半分が飛沫しぶきをあげて削そぎ落とされ、転がっていく。

　飛沫を縫ぬって飛びかかってきた蛇の頭を左手で摑み、そのまま無造作に引きちぎる。

　アルベルトの耳元で生なま臭ぐさい唸うなりが響いた。

　それを捉とらえたとほぼ同時に、左ひだり肩かたに獅子の牙が深々と食い込む。

「……っ」

　しまった。

　がっちりくらいついた獅子は、アルベルトの肩を嚙み千切らんと首を背そむける。

　獅子の力が向く先に体を押して衝撃を殺しながら、右手に摑んだ龍りゆう王おうの切っ先を獅子の首に突つき立て、押し込んでいく。

　獅子の動きが止まった。

　キマエラの前まえ脚あしと後ろ脚が痙けい攣れんして、嚙みついたまま弛し緩かんし巨きよ大だいな体たい軀くが沈しずむ。

　そのまま肩を持って行かれそうになり、アルベルトは片かた膝ひざをついた。

　モンスターの牙がここまで食い込んで、それでも腕うでがついたままなのは、アルベルトがダンピールだからだ。ナハバールだったら肩からごっそりと食いちぎられていただろう。

　だが思った以上にダメージが大きかった。だらりと下がったままの左ひだり腕うでがまったく動かない。

　利きき腕が無事なのが何よりの救いだった。

　くずおれたキマエラの、獅子の脳天に切っ先を突き立て、急所と思われる個所をすべて潰つぶし、復活の余地がないほど切断する。こうしないと息を吹ふき返すかもしれないからだ。

　出血が激しく、知らずに息が上がっていく。

　脇わき差ざしについた血を振ふり払はらって、ふらりとよろけながらホールに出たアルベルトは、一定の距きよ離りを保ったままキマエラと対峙している咲夜の緊きん迫ぱくした面おも持もちを見た。

　咲夜はキマエラに銃じゆう口こうを向けている。

　一方の獣は動かない。いまならば確実に命中する。

　なのに、咲夜はトリガーを引かない。

　彼女の足もと近くにはアレキサンドラが倒れている。

　ぱたぱたと水がしたたる音は、自分の肩から流れた血が腕を伝って指先から落ちるものだ。

　なかなか血が止まらない。獅子の牙は太い血管を傷つけたのかもしれなかった。

　緊迫した空気の中、ランタンの光の届くところに姿を見せたアルベルトに気づき、咲夜は無意識に安あん堵どした。が、すぐさま異変を感じて視線を滑すべらせる。

　アルベルトが着ている服は黒く、ランタンの光はぎりぎり届く場所だからぼんやりとしていて、よく見えない。

　咲夜はキマエラに神経を集中させていた。五感のうち、視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かくをフル稼か働どうさせて獣の一挙手一投足に意識を尖とがらせている。

　その、ぎりぎりまで研とぎ澄すませた聴覚に、水の落ちる音が入り込んできた。

　これは何。

「アベル…？」

　咲夜の意識がキマエラから完全に離はなれる。

　雄ヤギの目がぎらりと光った。

「咲夜！」

　アルベルトが駆かけだすのとキマエラが地を蹴けるのとは同時。

　咲夜はトリガーを引きかけて、自分の眼前に滑り込んだアルベルトの背に息を呑む。

　奇妙に濡ぬれた左肩。ランタンの光が左手の先からとめどなく落ちる真っ赤なしずくを浮うき立たせる。

　振りかざした龍王を渾こん身しんの力で叩たたき落としたアルベルトは、雄ヤギの頭ず蓋がい骨こつが割れ砕ける衝しよう撃げきを刀身から感じた。

　飛沫を散らして、ほぼ中心から真っ二つに叩き斬きられたキマエラの体が左右に開いて倒れる。

　鈍にぶく湿しめった音を立てた軀むくろには目もくれず、アルベルトは咲夜を振り返った。

「怪け我がは!?」

　咲夜はかくりと膝ひざをついた。

「あ、あたしは平気。でも、アベル…っ」

　咲夜の無事を確かく認にんしたアルベルトは、緊きん張ちようの糸が切れて眩暈めまいを覚えた。

　血が流れすぎた。くらりと芯しんが揺れてがくんと体が沈む。

　膝に感じた衝撃が体を突き抜ぬけて、気づけばアルベルトは咲夜に寄りかかるようにくずおれる寸前だった。

　アルベルトは重い。前にも同じようなことがあったのを、咲夜は思い出した。

　マリー・クリスティーネ号の最下層だ。

　フェアヴァンドルングと化した子どもに石化剤ざいを注射されて、硬化がはじまりくずおれたアルベルトを支えることもできなかった。

「アベル、しっかりして！」

　大だい丈じよう夫ぶだと答えようとしたアルベルトは、ふいに激しい衝しよう動どうと鼓こ動どうを感じて眩暈に襲おそわれた。

「……っ」

　凄まじい衝動は飢うえと渇かわきだった。

　流れすぎた血は生命の源だ。精気が徐じよ々じよに失われている彼の本能が、これまで感じたことのない命の危機を察知して動き出している。

　彼の発する気配が豹ひよう変へんしたのを感じて、咲夜は息を呑んだ。

「アベル…？」

　焦しよう点てんの合わないアルベルトの瞳ひとみが、その刹せつ那な真しん紅くに輝かがやくのを咲夜は確かに見た。

　真紅の瞳が震ふるえる。彼が見ているものが何か、思い当たった咲夜ははっとした。

　雄ヤギの折れた角が傷つけた頰ほお。ちりとした痛みだけで、気にしなかった。だが、ほんのわずかでも皮ひ膚ふが傷つけば血が流れる。

　そして、自分は人間だ。

「アベル……」

　ヴァンピーアと人間の血を継ついだダンピール。普ふ段だんは血など必要としない彼でも、本能がそれを要求することはある。

　いまのように。

　咲夜はアルベルトの背中をぎゅっと摑つかんだ。

「……いいよ」

[image: ]
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　ヴァンピーアの長おさに育てられて、十六年になる。

　その間に、カールやアルベルトやトーゴが人間を襲ったことはない。

　人間の、ナハバールたちの血液を合法的に入手することは可能で、どうしても必要な時にはそれを摂せつ取しゆすることもできる。

　しかし彼らはずっと、それを必要とすることがなかった。

　考えたことがないといえば噓うそになる。

　自分は人間で、彼らにとっては飢えと渇きを満たせる存在がいつも傍かたわらにいるようなものだ。

　何か大変なことが起こったとき、どうしても必要な事態が起こったとき。

　彼らはいったいどうするのだろうかと。

　そして自分はどうするのだろうかと。

　考えていた。

　だから迷いはなかった。

　流れすぎた血、流れすぎた精気。補うためには、ナハバールたちと同じ食事では追いつかない。時間がかかりすぎるのだ。

　ヴァンピーアがナハバールの血を吸うのは、血の中の精気を欲ほつするからである。

　焦点の合わない真紅の双そう眸ぼうが咲夜の頰に向く。氷のような光が瞳の奥に見えた気がした。

　アルベルトが右手に持った脇差が落ちる。重い音を立てて転がった得物に目もくれず、アルベルトは咲夜の左ひだり肩かたを摑んだ。










　幾いくつもの銃じゆう声せいが迷めい宮きゆうの上階で轟とどろいたのを、ルイは聞いていた。

　あれは咲夜の愛あい銃じゆうだ。キマエラの咆ほう哮こうも合間を縫ぬうようにして響ひびく。

　反はん響きようして重なり合いながら落ちてくるそれらを聞きながら、ルイはキマエラと対たい峙じしていた。

　彼の前で威い嚇かくの唸うなりを発しているキマエラは、決して大だい音おん声じようで吠ほえることをしない。

　ルイの全身を注意深く凝ぎよう視しし、筋肉の動きを察知して先に反応するのだ。

　獣けものは何頭もいるのだと思われたが、最も手ごわいのはたぶんこいつだろうと察しがついた。

　地下に降りる通路の途と中ちゆうに、隠かくし扉とびらがあったのだ。

　そこを通過しかけたルイは、そこから飛び出してきたキマエラに奇き襲しゆうされ、首に食くらいつかれて迷宮の奥深くに引きずり込まれた。

　あのまま首を食いちぎられるかと思ったが、キマエラはそんなことはせずに、ただ彼を下層へ下層へと引き込んでいったのだ。

　空気の重さからここは最下層だと判断できるが、どれほど深いのかはわからない。

　アレキサンドラのいる場所はここよりずっと上だろう。

　銃声が響くということは、アレキサンドラの居所を咲夜とアルベルトも捜さがし当てて、駆けつけてきたのだ。

　早く彼らの許もとに行かなければ。そしてアレキサンドラを助けなければ。

　眼前で唸っている獣に、かかずらっている暇ひまはないのだ。

　ルイは一歩後方に下がった。体を低くして唸りつづけているキマエラの目がギラリと光る。

　一気に間合いを詰つめてきたキマエラの下に滑すべり込んだルイは、狼おおかみの姿から人型に戻もどりながら右手を突つきだし、獅し子しの首を摑んだ。

　体高がのびあがって押し返してくるヴェアヴォルフに、キマエラは猛たけり狂くるって牙きばを剝むく。

　琥こ珀はくのままのルイの双眸がきらめく。無造作に摑んだ獅子の首を潰つぶし、雄おすヤギの首をもう一方の手で捉とらえ、渾身の力で胴どうを引きちぎる。

　のたうつ蛇へびの頭がルイの喉のど首くびめがけて飛んできた。しかし、蛇の牙が届く前に半分の雄ヤギを放ほうり捨て、にわかに振り返ると、獅子の半分を岩いわ陰かげで銃を構えていた男めがけて投げつけた。

　岩陰に叩きつけられた獅子の体が鈍い音を立ててひしゃげ潰れる。しぶきを浴びた男の腕うでが大きくぶれて、狙ねらいがはずれた。

　銃声が響く。

　ルイの髪かみを数本切っただけで岩にめり込んだ弾だん丸がんには見向きもせず、跳ちよう躍やくしたルイは狙そ撃げき者に突とつ進しんする。

　身を翻ひるがえして逃にげようとした男を拘こう束そくしようと手をのばしたルイは、その顔に見覚えがあった。

　セイレーン・クラーンの中にあった顔ではないのか。

　眉まゆをひそめてルイは唸った。

「誰だれだ？」

　男は振ふり向きざま引き金を引く。身をよじって狙撃を回かい避ひし、男の腕に手刀を落として銃を弾はじく。

　地面に落ちる寸前の拳けん銃じゆうを受け止め、素す早ばやく構えて狙いを定める。

　標的は眉み間けん。咲夜には数段劣おとるが、扱あつかいは慣れている。

　トリガーを引く寸前、ルイは思い出した。

　この男、確か三十年前にアレキサンドラと結けつ婚こんすることになっていた。

　確か。

「ダグラス！」

　男は唇くちびるを嚙かみ、のけぞるように後方に飛ぶ。

　弾丸がダグラスの額に命中した。血ち飛沫しぶきが散り、跳はねた体がもんどりうって闇やみの中に落ちていく。

　さらに追おうとしたルイは、足元に大きな空くう洞どうがあいているのに気づいて反射的に足を引いた。気づかずに進んでいたら自分も落ちていた。

　ダグラスの使っていた拳銃を穴に捨てようとしかけて、思いとどまった。

　あの男は三十年前に死んだと聞いていた。セイレーン・クラーンはそのように記録している。カールの許にもそのように報告があった。

　しかし、ダグラスは生きていた。そしてアレキサンドラを監かん禁きんしていたと思われる。

　彼は自分を知っているはずだ。知っていて、狙いを定めて自分を殺そうとした。

　死んだことになっていたクラーンが生きていて、武器を持ってクラーンに敵対するなら、その名めい称しようはただひとつ。

　クラーンを離り反はんした、狩かられるべきもの、ケッツァー。

　さらには、キマエラを操あやつっていた節がある。

　キマエラがルイをすぐには殺さずに地下深くまで引きずってきたのは、ダグラスが命じたからではないのか。

　ケッツァーが関かかわっているキマエラ。武器を持ってクラーンに攻こう撃げきし、セイレーンを監禁したケッツァー。

「……クライスか」

　憶おく測そくでしかないが、これほど駒こまがそろえば導き出される結論はひとつしかない。

　キマエラを生み出したのはクライスだ。なんらかの研究のためか、それともたわむれにか。

　不老不死や異能の研究のために命をもてあそぶことをいとわない秘密結社、クライス。

　ダグラスはケッツァーとなってクライスに与くみし、アレキサンドラをさらってキマエラに食わせるつもりだったのか。それとも別の理由があってアレキサンドラをこの地下迷宮に監禁したのか。

「奴やつを生かしたまま捕とらえられなかったのは、痛かったか……」

　攻撃されたので反射的に反はん撃げきしたのだが、もう少し冷静に考える必要があった。

　ルイは頭を振った。

　自覚はあるが、アレキサンドラが絡からむと冷静さなどどこかに飛んでいく。いつまでもこれでは、大おお叔父おじに笑われてしまう。

　手がかりになるかもしれないと考えて、拳銃を持ち帰ることに決める。

　先ほどまで聞こえていたキマエラの咆哮も銃声も、いつの間にかぴたりとやんでいる。

　キマエラすべてを倒たおしたのか。ならば咲夜とアルベルトはアレキサンドラに会えただろうか。

　早くアレキサンドラの許に向かわなければ。

　ルイは首をめぐらせて、上階にあがる道を探した。

　ほどなくして、岩陰に隠れるようにあいていた穴を発見した。煉れん瓦がを積んだ階段が、上に向かってゆるやかにのびている。

　ここを登っていけば、別の道に当たるかもしれない。

　まだキマエラや、別の敵がいる危険性もあるので、逸はやる気持ちを抑おさえて注意しながら進んでいく。

　やがて、地上から吹ふき込んできただろうと思われる冷たい風を感じた。空気も軽くなっている。ここまでくれば地上は近いだろう。

　ふと、ルイは足を止めた。

　風の中に混じる血の匂におい。

　瞠どう目もくし、ルイは一転駆かけだした。

　これはアルベルトだ。咲夜の匂いもする。そしてアレキサンドラも。

　彼らだけでなく、別の生き物と人間、そしてキマエラの臭しゆう気きも風が運んでくる。

　風上に向かったルイは、白々とした光を放つランタンの下がった広いホールに出た。

　光の中に横たわった白い影かげを認めて、ルイは思わず叫さけんだ。

「アレキサンドラ！」

　力なく横たわる彼女に駆け寄り抱だき起こす。素す足あしにはめられた金属の枷かせに気づいた彼は、剣けん呑のんに目を細めると、力ずくで広げて放ほうり捨てた。

　がしゃんと音を立てて転がった枷に見向きもせず、抱かかえたアレキサンドラを揺ゆさぶる。

「アレキサンドラ、サンドラ、しっかりしろ」

　息はある。目立った外傷もない。気を失っているだけだと思った。そうであってほしかった。

　頰ほおを軽くたたいて何度も呼びかけ、辛しん抱ぼう強づよく反応を待つ。

　しばらくして、アレキサンドラの瞼まぶたが小さく震ふるえた。

　息を止めたルイがじっと見つめていると、彼女はゆるゆると瞼をあげた。

　ぼんやりとさまよっていた目が、一点で止まる。

　無言でルイを見つめていたアレキサンドラの目から、涙なみだがこぼれ落ちた。

　げっそりとこけた頰にその凄すさまじい消しよう耗もうと疲ひ弊へいが表れている。

　唇が動いて紡つむいだのは自分の名だと、ルイは確信した。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、サンドラ」

　アレキサンドラは小さく頷うなずき、ルイに体を預けて目を閉じる。すぐに体の力が抜ぬけた。気がゆるんで失神したのだ。

　息をついたルイは、ランタンの光が届かない場所に気配を感じてはっと振り返った。

　薄うす闇やみの中に座り込んでうつむいている影がある。目を凝こらしたルイは、驚おどろいて声を上げた。

「咲夜様！」

　アレキサンドラを抱いて立ち上がったルイは、のろのろと顔をあげた咲夜の面おも持もちに、思わず足を止める。

　咲夜の頰が涙で濡ぬれていた。新たにあふれたしずくが頰を伝って顎あごから落ちる。そのしずくは、咲夜の膝ひざに顔を伏ふせたアルベルトの髪に吸い込まれていった。

　アルベルトはぴくりとも動かない。正体を失っているのが遠目にもわかった。

　咲夜はアルベルトを抱だきしめるようにして彼の髪に顔をうずめる。小刻みに震える肩かたが痛々しい。

　ただならぬ事態が起こったことを察したルイは、強こわ張ばった足を叱しつ咤たする。

　傍かたわらに膝をついたルイの耳に、震える声が滑すべり込んできた。

「……あたし…いいよって……言ったのよ……？」

　血の匂いが凄まじい。元をたどったルイは、アルベルトの左ひだり肩かたがぐっしょりと濡れそぼち、投げ出された左手が真っ赤に染まっているのを認めた。血ち溜だまりになっていただろう個所は黒い円状のしみになっており、土に吸い込まれた分も合わせると、相当量の出血があったのだろうことが察せられた。

　咲夜の肩が大きく震える。引き攣つれたような息を吸い込んで、彼女は懸けん命めいに言葉を紡いだ。

「……いいって…言ったのに…言ったのに……」

　何を、とは、ルイは尋たずねられなかった。

　これほどの血を流したダンピール。生きるためにヴァンピーアの本能が目を覚ましたことは、想像に難かたくない。

　だがおそらく、彼はそれを気力で抑おさえ込んだのだ。

　本能のままに牙きばを立てれば、節制はきかない。むさぼりつくして吸い尽つくすまで止まらない。アルベルトはそれをわかっていた。

　だから、いくら咲夜が許しても、アルベルトは己おのれを許さなかったのだ。

　声を殺して、息を殺すようにして、動かないアルベルトを抱きしめて、咲夜は動けなかった。

　涙を流すこと以外、何もできなかったのだろう。

　緩かん慢まんに顔を上げて、咲夜はルイに震えながら言い募つのる。

「どうしよう…アベルが……動かないの……」

　肩を摑つかんだアルベルトは、そのまま咲夜を突つき飛ばしてうずくまり、唇くちびるを嚙かみ切るほどに歯を食いしばって衝しよう動どうと戦った。

　手をのばそうとした咲夜は、声にならないアルベルトの、悲鳴のような声を確かに聴きいた。

　彼は振ふり絞しぼるようにひとことだけ言ったのだ。

　よるな、と。

　取り落として転がった神しん剣けんの柄つかを摑み、それを自分に引き寄せて、いざというときの覚かく悟ごを決めて、彼は耐たえた。

　どれほどの時間が経たったのか、本人にもわかっていなかっただろう。

　どこかから銃じゆう声せいが聞こえたとき、アルベルトは意識を失っていた。

　咲夜はそろそろと彼に近づき、揺さぶった。反応はなく、動かない彼が痛くないように、膝に載のせたのだ。

　言葉もなく、呼吸も弱く、重さだけが信じられるものだった。

　ルイは手をのばし、アルベルトの脈をみた。大丈夫だ、少し弱いが安定している。体は異様に冷たいが、これは必要最小限の生命活動にとどめて自衛を図はかっているからだ。

「大丈夫です。少し回復には時間がかかるかもしれませんが、心配はありません」

　ルイがしっかりと頷くのを見て、咲夜はようやく顔を覆おおった。










　眠ねむっていたクラインは、ふと呼ばれた気がして瞼をあげた。

　焦しよう点てんの合わない目は遠くを見ているようで、彼女の心は深い霞かすみに覆われている。

　呼んでいる。

　行かなければ。

　呼んでいる。

　ここにいてはいけないの。

　これは誰だれの声。これはジーンの声。

　耳ではなく、体のすみずみまで刻みつけられた、呪のろいのような優やさしい声が。

　呼んでいる。

　お願い、もう呼ばないで。

　そこには戻もどりたくない。

　クラインでなくなったら、きっと戻らなくてもいい。

　きっと聞こえなくなる。

　しみついた声が遠くに去っていく。

　だからもう聞かない。

　箱はこ舟ぶねには戻らない。

　ああなのに。

　呼んでいる。

　決して逃にがしてくれない。

　あの声が。

　ジーン────。
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　学校帰りに立ち寄ったベルンシュタイン家マインツ邸ていで、東條要はグレーテルの力作料理を前にしていた。

「あのぉ…」

「はい？」

　にっこりとほほ笑えむグレーテルにつられてにぱっと笑った要は、テーブルにずらりと並んだ見慣れない料理の数々をぐるりと見み渡わたした。

「これは、なんでしょうか」

「これは、トルコ料理ですよ」

「へぇ？」

　目をぱちくりさせてしげしげと見つめる。

　彼の正面の席では、オリエンタール・ヴァンピーアが、肘ひじをついて組んだ手の甲こうに額を押しつけていた。

　グレーテルは朗ほがらかに解説した。

「ハシスオールのジャスミンからレシピを聞いたので、ためしに作ってみました。咲夜様とアルベルト様が戻られる前に、世界三大料理の味を完全に自分のものにしておきたいんです」

「へえ」

　ということは、グレーテルはいままでトルコ料理は作ったことがなかったのか。

　彼女の腕うでを知っている要としては、それがちょっと意外だった。

　世界三大料理と名高いトルコ料理なのだが、要も目にするのは初めてだ。彼が知っているのはせいぜいドネル・ケバブとのびるアイスくらいで、ほかにどんなものがあるのかまったくわかっていない。

　インドのナンによく似た薄うすいパンを取って首を傾かたむける。

「これは、パン…？」

「はい。あちらのパンでエキメッキといいます。お好きな大きさにちぎって、こちらのヨーグルトハイダリとなすのペーストパトウルジヤン・サラタスと野菜のペーストアジユル・エズメをつけて召めし上がれ」

　言われるままにエキメッキをちぎり、まずはハイダリをつけて口に入れる。いままで体験したことのない絶ぜつ妙みような味わいが広がった。

「これは……おいしいですねぇ…！」

　水気のない固めのヨーグルトにニンニクとハーブが入っていて、チーズのようなこってりとした味わいながらもさっぱりとしており、いくらでも入りそうだ。

　パトゥルジャン・サラタスもなすとは思えない不思議な味で、まさに未知との遭そう遇ぐうだ。アジュル・エズメは赤唐とう辛がら子しと玉ねぎと、ほかにも入っているようだがよくわからない。わかるのは、とにかくうまいということだけだった。

「要さん、こちらもどうぞ。レンズマメのスープメルジメク・チヨルバスです。それからこっちは白インゲンの煮込みクル・フアスルエと、揚げなすとひき肉の煮込みパトウルジヤン・ムサカ。お口の中をさっぱりさせたいときには野菜の酢漬けトウルシユがよろしいですよ」

　次々に説明されて、要は次々に平らげていく。

　うまいうまいと大喜びの要に、グレーテルは上じよう機き嫌げんでこれもこれもと勧すすめる。

「羊肉の串焼きシシ・ケバブとピザピデをいま焼いていますからね。食後にはデザートとチャイのご用意もあります」

「わー、楽しみだなぁ」

　無む邪じや気きに喜ぶ要を、トーゴは上目づかいに無言で見あげた。

　うんうんそうだな、うまいだろう、俺もそう思うぞ、グレーテルの料理は絶品だ。だから食べろ食べろ、限界まで挑ちよう戦せんしろ。俺はもうこれ以上入らん。あとは任せた。

　グレーテルは要の感想を聞いては細かくメモを取り、改良点を見つけていく。

　ちなみにカールはこれをいち早く予想して、今日は取引先との接待があるので夕飯はいらないよと午前中に電話を入れている。

　実際本当においしいのである。噓うそ偽いつわりなくおいしいのである。もともとおいしいトルコ料理がグレーテルの手になるのだから、おいしくないわけがないのだ。

　が、しかし。

　明日もあさってもその次もそのまた次もトルコ料理がつづくだろうことを確信し、トーゴはぐったりとテーブルに伏ふした。




　　◆　◆　◆




　地下迷めい宮きゆうから救い出されたヌーフと仔こヤギは、夜明けを待って、セムの手でユゥリックたちの許もとに無事に送り届けられた。

　アレキサンドラの消しよう耗もうは激はげしかったが、少しずつ快方に向かっている。久しぶりにルイに会えたことも彼女の回復を早めているようだ。

　アルベルトの回復を待っていたので、アトラ・ハシースとの対面は随ずい分ぶん遅おそくなった。

　五月の初めにトルコに入ったというのに、気づけばもう二週間近くも経たっているのだ。

　ダンピールであるアルベルトは、元々持っている基き礎そ体力が凄すさまじい。

　栄養価の高い食事をとってとにかく眠る。眠っている間に体は勝手に回復にいそしんでくれるので、彼がいま最も専念しなければならないのは何もしない休息なのだった。

　しかし、いい加減退たい屈くつで仕方がない。ベッドから出ないように常に咲夜が監かん視ししているのだ。

　食事も残さないようにと、用意されたものを全部食べるまで下げてくれない。

　あまり食事をとらないアルベルトにとってはある意味拷ごう問もんに等しかったが、それでも黙だまって言われるままに従った。

　そうすることで咲夜が安心するなら、アルベルトが取るべき行動は決まっているのだ。

　絶対に泣かせないと誓ちかったのに、またあんな顔をさせてしまった。我ながら、自分に腹が立って仕方がない。

　無表情の下でふつふつとわいてくる怒いかりを隠かくしているのだが、ソロモンには見み抜ぬかれた。

　事情を訊きいたソロモン・ハシスオールは、アルベルトの意志をアダマスと称しよう賛さんした。

　彼は保存用の血液をいざというときのために備び蓄ちくしてあり、希望があるなら用意しようと申し出てくれたのだが、アルベルトはそれを丁てい重ちように断った。

　血を吸わなくても、回復はできる。瞬またたく間にとはいかないが、ダンピールの回復力は相当なのだから、と。

　ベッドから出てもいいとの許可が出たのは倒たおれてから十五日目だった。

　最初は少しふらついたが、調子が戻るとそんなこともなくなった。

　少しでも疲つかれが見えたらベッドに逆ぎやく戻もどりさせると咲夜が怖こわい顔で言っていたが、幸運にもそれは免まぬがれた。

　そして翌日の午後。

　アトラ・ハシースの眠ねむる廟びように、ソロモンに誘いざなわれた咲夜とアルベルトは足を踏ふみ入れた。

　ロウソクの燭しよく台だいが点在し、足元を照らしているのは咲夜への配はい慮りよだろう。ヴァンピーアとダンピールには、照明など必要ないのだ。

　それでもやや薄うす暗ぐらいので、先を行くアルベルトが咲夜の手を引いている。その手があたたかいのを確かめて、咲夜は胸むねを撫なで下ろす。

　螺ら旋せん階段を下りた最下層は、幾いくつもの棺ひつぎが並んでいた。天てん井じようは高く、目を凝こらすとアラベスクの彫ちよう刻こくが施ほどこされて美しい。

　最奥の、仕切られた部屋に一ひと際きわ立派な棺があり、その壁かべ際ぎわに古い長なが椅い子すが据すえられている。

　カフタンをまとった豊かな白しろ髭ひげの老人が、長椅子に腰こしを下ろしていた。

　咲夜は瞬きをした。

　棺の間、とでもいえばいいのだろうか。

　ここにくるまでの広い廟にも無数の棺が整然と並んでいたのだが、あまりにも広かったので、棺の大広間、としか呼びようがないと感じてしまった。

　しかし、ここは仕切られており、壁かべにはタイル、天井にはアラベスクの彫刻が施されて静せい謐ひつさと重じゆう厚こうさを併あわせ持っている。

　アナトリアの最長老と呼ばれるフォアツァイト・クラーンが眠るのだから、この上品な豪ごう奢しやさが実に相応ふさわしい。

　大広間にはロウソクがぽつぽつと灯ともっていたが、棺の間は入口から射さし込む灯りのみで、完全に陰かげになっているアトラ・ハシースの様相は、咲夜にはよく見えなかった。

　輪りん郭かくと、表情のおおまかな動きがかろうじて読み取れる。それだけだ。

　対するアトラ・ハシースは、夜を見通すヴァンピーアだ。きっと咲夜の顔もくっきりと見えている。

　品のない娘むすめだと思われたらいやだなぁと咲夜は思った。ベルンシュタイン家の養女として、マナーも品格も叩たたき込まれてきたつもりだったが、フォアツァイト・クラーンが見れば上辺だけと取られてしまうかもしれない。

　人間である咲夜には、ヴァンピーアやモンスターのような一種独特の雰ふん囲い気きは出せない。それが彼らの神秘性を醸かもし出しているのだということを理解している。

　それでも、自分は人間であることに誇ほこりを持っている。何ひとつ恥はじ入ることはないと、咲夜は心を奮い立たせた。

「アトラ・ハシース。ベルンシュタイン公の令れい嬢じようと令息をお連れしました」

　ソロモンが紹しよう介かいしてくれるのを待って、咲夜は老人に礼を取った。

　アトラ・ハシースは咲夜をじっと見つめているようだった。面おも差ざしはわからないが、強い視線を感じる。

　息が詰つまりそうなほど見つめられているのがわかって、咲夜は固かた唾ずを呑のんだ。緊きん張ちようして手のひらが汗あせばむ。居い心地ごこちが悪い。

　しばらく無言だったアトラ・ハシースは、漸ようよう深く頷うなずいた。

「なるほど……。……カールの娘、か……」

　威い厳げんの中にあたたかさのある声だ。咲夜は何となくほっとした。

「アナトリアの最長老、お招き有あり難がとうございます」

「ヴェアヴォルフのレオが名づけ親だったな。エリアンヌ・クリスティーネ」

　咲夜は目だけで応じる。

　老人は再び咲夜を見つめ、それからアルベルトに目を向けたようだった。

「ダンピール。アルベルトか」

　呼ばれたアルベルトは、無言で一礼するのみだ。

　アトラ・ハシースは気にしたふうもなく、脇わきに控ひかえていたソロモンを呼んだ。

「エリアンヌには、この廟は暗かろう。先に上へ連れて行くがいい」

　応じたソロモンが咲夜を手招きする。

「え、アベルは？」

　思わず口をついて出た疑問に、老人は小さく笑ったようだった。

「キマエラについて、詳くわしい話を聞きたい。アルベルトは残りなさい」

　咲夜はほっとした。そういうことか。

　確かにここはとても暗く、咲夜にはあまり居心地のいい場所ではない。それに上ではクラインが待っている。

　教えたチェスを少しずつ覚えて、毎日手合わせをしているのだ。

　クラインは、ずっとベッドに入ったままのアルベルトに少しずつ近づいていくようになり、つい最近はチェス盤ばんを差し出すまでになった。もっとも、咲夜が一いつ緒しよにいるときだけなのだが。

　それでも、自分以外のひとたちと平気で接せられるようになっていくのは、あの子にとってはいいことだと咲夜は思う。

　もうすぐ自分はドイツに帰ってしまうから、それまでにハシスオール家のヴァンピーアたちに慣れてくれればいいのだが。

　先に行くねというように闇やみに紛まぎれてアルベルトの手に触ふれると、一いつ瞬しゆん握にぎり返してくれた。

「エリアンヌ、足元に気をつけて」

　先導するソロモンが気き遣づかってくれるのに頷きながら、咲夜は棺の並ぶ大広間を抜ぬけ、螺旋階段を登っていった。










　五日後、咲夜はイスタンブールのグランド・バザールカパル・チヤルシユを歩いていた。

　昨日の昼にゲミを出発した。ソロモンとジャスミン夫妻とセム、アレキサンドラと、ハシスオールに仕えるヴァンピーアたちが見送ってくれた。

　別れ際ぎわにジャスミンが、またいつでもいらっしゃいねと抱だき締しめてくれた。クラーンのモンスターにそんなことをされたのは初めてだったので、咲夜は自分でも呆あきれるほどに狼狽うろたえてしまった。

　ルイとアルベルトはそれを微笑ほほえましく眺ながめていた。

　そんな咲夜たちを、クラインは不安そうな面おも持もちで見つめていた。

　レンタカーでヴァンに向かい、国内線を乗り継ついでイスタンブールに到とう着ちやくしたのは夜だったので、そのままホテルに宿しゆく泊はくした。

　咲夜はイスタンブールを訪おとずれるのは初めてだった。せっかくだからと頼たのんで、滞たい在ざいを一日のばしてもらった。

　さほど観光がしたいわけではないのだが、異国の街をのんびり歩いて心をからっぽにしたかったのだ。

　ゲミでは色々なことがありすぎて、気持ちの休まるときがあまりなかったのである。

　一時間後にカパル・チャルシュの入り口で落ち合う約束をして、ルイとアルベルトとも別行動をとった。すりやひったくりにだけ気をつけていれば、それほど危ないということはないと判断し、ふたりとも渋しぶ々しぶと諒りよう解かいしてくれた。

　普ふ段だんと違ちがう環かん境きように自分を置くと、普段とは別の思考が生まれる。

「そろそろ思いついてくれないかなぁ……」

　ずらりと並ぶ土産みやげ物屋は様々な特産品が所ところ狭せましと並び、それらを求めてきた観光客で大層な賑にぎわいだ。

　タイルで意い匠しようされた天井を仰あおぎ、咲夜はひとごとのように呟つぶやくと傍かたわらを見下ろした。

　あちこちをきょろきょろと見回して目を輝かがやかせているクラインが、咲夜の手を引いて織物の店をさす。店頭に飾かざられたタペストリーのひとつが、ミルキーウェイを描えがいたものなのだ。

　ゲミに預けるはずだったクラインだが、アトラ・ハシースがそれに異を唱えた。

　咲夜のそばにとエクシールが言ったのなら、そうするのが望ましいと。

　嫌きらって追い出すわけではない。必要とあらばいくらでも手を差しのべる。いまは連れて帰りなさいと、老人はソロモンを通じて咲夜たちに告げたのである。

　出発前夜にアルベルトとルイがアトラ・ハシースに呼ばれて最下層の廟に降りた。しかし声がかかったのは彼らだけで、結局咲夜がアトラ・ハシースと対面したのは、五日前のあのときだけだった。

　アナトリアの最長老がどんな面差しなのか興味があったが、彼は地下の棺の間から出てくることはなく、咲夜もあのあとは一度も降りることを許されなかった。

　あそこはハシスオールの者たちが眠っているから、クラーン以外の者が足を踏み入れることは、あまり喜ばしいことではないのかもしれない。

　戻もどってきたふたりに何を話したのかを思い切って尋たずねてみた。

　答えてもらえないかと思ったが、どうやらアトラ・ハシースは、アルベルトが城にいた十年間と、咲夜がベルンシュタイン家で育てられてきた十六年間についてを聞きたかったらしい、とルイが教えてくれた。

　それだったら直接訊きいてくれたほうが早いのにと思ったが、それは喉のどの奥に呑み込んだ。

　アルベルトとルイはクラーンで、認められたとはいえ咲夜はやはりナハバールだ。彼らにはきっとそんなつもりはなかったと思うが、なんだか思い知らされた気分だった。

　イスタンブールについてから、クラインが一緒に戻ることになったとマインツ邸ていに電話をすると、応対したグレーテルは、そうなるかもしれないと思っていましたと、笑っていた。

　その後ろからうめき声が聞こえた気がして、どうしたのかと尋ねたところ、咲夜様たちがお帰りになるまでに料理の腕うでをあげようと特訓をしているんですと返ってきた。

　トーゴと要さんが協力してくださったので、大分おいしいと思えるものができるようになりましたから、楽しみになさっていてくださいね。

　朗ほがらかなグレーテルの口調とは裏腹に、受話器越ごしに漂ただよってくる雰囲気は、やや重苦しかった気がしている咲夜である。

「頑がん張ばれトーゴ、および要」

　ねぎらいの意を込めて、ふたりへのおみやげは食べ物ではないものにしよう。

　クラインを連れて帰ると伝えたら、グレーテルは明らかにほっとした様子だった。電話では明るい語調だったけれど、やはりグレーテルはクラインのことを深く案じていたのだろう。彼女が料理を大量に作るときは、胸の中に重いものを必ず抱かかえているのだ。

　血けつ縁えん者のいないゲミより、グレーテルのいるマインツ邸のほうがきっとクラインはすごしやすい。

　この子がクライスの手先ではないかという疑念は未いまだに払ふつ拭しよくできていないが、もしそうだったとしても、覚かく悟ごを決めておけばすむだけの話だと、咲夜は結論づけた。

　そのとき、あちこちを楽しそうに眺めていたクラインが、瞬またたきをして首を傾かしげた。

「咲夜、あれ……」

　彼女の視線の先にあるのはアイランの屋台だ。アイランは塩味のヨーグルトドリンクで、氷を入れて冷やして飲む。暑い季節にはさっぱりしておいしい。

　観光客がパックを買って嬉うれしそうにしゃべっているのをクラインはじっと見つめている。

　咲夜は小さく笑った。

「喉が渇かわいた？　買ってきていいよ。はい」

　ポケットから出した一リラコインを二枚渡わたすと、クラインは目を輝かせて屋台に駆かけていく。

　買い物の仕方は、ルイや咲夜がやっているのを見て覚えたようだ。アイランのパックをさしてコインを二枚店主に差し出す。立派な顎あご鬚ひげを蓄たくわえた恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの店主は、目を細めて頷うなずいた。

　初めて買い物をしたクラインの、神秘の青と謳うたわれる双そう眸ぼうが嬉しそうに輝く。

　ふいに、どこからか鈴すずのような澄すんだ音色が響ひびいてきた。とてもきれいな透すきとおった音だ。

　出所を探すと、何人かの綺き麗れいな女性が一軒けんの店先で、手のひらより小さなフィンガー・シンバルを指にはめて、鳴らしているのだった。

　その店には、コインのたくさん下がった飾かざり帯や薄うす物もののロングスカート、オーガンジーのショール、丈たけが胸までしかないレースのカーディガンなどが多数並べられている。それらを眺ながめている女性たちはエキゾチックな彫ほりの深い面差しで髪が長く、抜ばつ群ぐんのスタイルをしているのが服を着ていてもわかった。

　おそらく、ベリーダンサーだ。あの店はベリーダンスで使う衣い装しようや小道具を専門的に扱あつかっているのだろう。

　ダンサーのひとりがフィンガー・シンバルを両手にはめて、舞まうように腕うでを動かしながら澄んだ音を響かせる。中指と親指にはめて両手で奏でるシンバルの音色は、高く鋭するどく美しく、鈴の響きのようにも聞こえた。

　シンバルはひとつひとつ音の高さが違うらしく、彼女たちはそれらを順々に試して気に入る音を探しているようだった。

　ひときわ高い、澄んだ音が響く。ダンサーは満足そうに頷いて、店主にそれを示した。豊かな白しろ髭ひげを蓄えた老いた店主は目を細めて頷き、シンバルを紙に包む。

　咲夜は瞬きをした。そうだ。

「あの、ごめんなさい、ちょっといい？」

　声をかけると、ダンサーは首を傾かたむけた。

「なにかしら？」

「それは……」

　ダンサーと話をしていると、俄にわかに騒さわがしくなった。

　団体客が押し寄せてきたのだ。

　気づいた咲夜は慌あわててダンサーたちに礼を述べ、元の場所に引き返した。

　クラインと咲夜の間を割るように、団体が通過していく。

　咲夜はクラインを見失わないように、団体客の間を慌てて横切った。

　屋台から少し離はなれたところに、アイランのパックを抱かかえたクラインが立ち止まっていた。

　何かを凝ぎよう視ししている横顔が奇き妙みように固い。

　クラインの手からアイランのパックが落ちて転がった。

　彼女の視線を追った咲夜は、雑ざつ踏とうの中に立ち止まり、クラインを見ている男に行き当たった。

　オリエンタールの風ふう貌ぼうをした、カールと同じくらいの年ねん齢れいに見える男だ。アルベルトと同じくらいの長さの髪かみで、前髪をおろしている。

　オーダーメイドと思おぼしきシャツに、一見しただけで上質だとわかるライトグレイのオルタネートストライプのスーツ。ジャケットは脱ぬいで腕にかけている。

　細いシルバーフレームのメガネをかけて、男は微笑んでいる。しかし。

　クラインが硬こう直ちよくして小刻みに震ふるえはじめた。

　警けい鐘しようが脳のう裏りに響き、クラインに向かって走り出す。彼女の行く手を観光客の一団がさえぎって、咲夜は半ば強ごう引いんにそれを突つっ切る。

　なにするんだという怒ど鳴なり声を背中に感じながら、男がクラインに向かってゆっくりと歩き出すのが見えた。

　クラインの瞳ひとみが凍こおりつく。震える唇くちびるが動いたのがわかった。

　ジーン。

　咲夜は目を瞠みはった。

「あれが…ジーン…？」

　とても理知的な、文句のつけようのない紳しん士しに見えた。穏おだやかで柔にゆう和わな面おも差ざしは、どこか懐なつかしささえ覚えるほどだ。
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　オリエンタールの容よう貌ぼうがそう感じさせるのかもしれないと思った。咲夜は半分だけオリエンタールの血を引いているから。

　観光客がどんどん増えていく。昼を過ぎて一番にぎわう時間帯なのだ。

　クラインと咲夜を阻はばむ人の流れはどんどんふくらんで、ついに少女の姿が視界から消えた。

　人波の向こうに、ジーンもまた紛まぎれそうになる。

「クライン！」

　思わず叫さけんだ刹せつ那な、男が一度足を止め、咲夜に視線を向けた。

　確かに目が合った。男は咲夜をじっと見返して、ふいに薄うすく笑った。

「……っ」

　わけもわからない戦せん慄りつが咲夜の背筋を駆け下りる。

　進もうとしたのに足が動かない。そうしているうちに人波がジーンの姿を呑のみ込んだ。

　はっと息を呑んだ咲夜は、懸けん命めいに人をかき分けた。

「クライン、クライン！」

　返事はない。姿が見えない。

「クライン…！」

　あなたが喜ぶ名前を考えてあげると約束したのに。

　まだそれを果たせていないのに。










　見失った絶望で崩くずれ落ちそうになったとき、耳の近くで聞き知った声がした。

「───だめだよ、エリアンヌ。きみの目の届くところに置いておくようにと、言ったろう」

　人ひと混ごみにもまれていた咲夜の腕を誰だれかが取り、優ゆう雅がに泳ぐように進んで雑踏を抜ぬけていく。

　自分の手を引いている相手の名を、咲夜は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「エクシール……？」

　片手で咲夜の手を取り、もう片方の手に小さな少女を抱だきかかえたエクシールは、振ふり返って微笑ほほえんだ。

「やあ、久しぶりだね。元気だったかい？」

　人混みの中にどんどん入っていきながら、エクシールは決して誰にもぶつかることなく間を縫ぬっていくのだ。まるでナハバールたちが、自ら彼に道を譲ゆずっているように思えた。

　クラインはエクシールの首にしがみついたまま声も出さない。彼の肩かたに顔を押しつけて、小さく震えているのがわかった。

　その姿に安あん堵どした咲夜は、自分の手も少しだけ震えていることに、そのときようやく気がついた。

　随ずい分ぶん歩いて雑踏が途と切ぎれる。

　咲夜たちは、カパル・チャルシュの入り口近くまで戻っていた。

　土産みやげ物屋には相変わらず人が集まってにぎやかだ。喧けん騒そうが妙みように安心感を呼び起こすのを咲夜は不思議に思った。

　そうして気づく。ジーンと目が合った瞬しゆん間かんに、いっさいの音が聞こえなくなったのだ。

　いまさらのように鼓こ動どうが全力疾しつ走そうしはじめる。

　咲夜の頰ほおに手を触ふれて、エクシールは渋しぶい顔をした。

「まったく。ダンピールとヴェアヴォルフは何をやっている。あれだけ豪ごう語ごしたくせに、こんなときにそばにいなくてどうするんだ」

　彼の言葉の意味がわからなくて、咲夜は怪け訝げんそうに首を傾げる。

　エクシールはクラインの背をなだめるように叩たたくと、そうっと下におろした。クラインはそのまま咲夜の足にしがみついて、声にならない声でむせび泣く。

　少女の両りよう肩かたに手を置いて、咲夜は息をつく。

「───そういえば、あたし訊ききたいことがあったのよ、エクシール」

「うん？」

　エクシールの襟えりをがっと摑つかみ、低く凄すごむ。

「あんたクラインの父親なんでしょう!?」

　エクシールは微笑んだまま即そく答とうした。

「違ちがうから」

「誤ご魔ま化かすなんて…っ」

　責めたてようとした咲夜をさえぎるように、ヴァンピーアの青年は笑え顔がおのまままくしたてた。

「違うから。絶対に違うから。神に誓ちかって違うから」

　ヴァンピーアが神に誓うというのも凄すさまじい話である。

　咲夜の表情に困こん惑わくが混じった。ここまで言うなら本当に違うのだろうか。

　エクシールは笑みを深くした。

「もっとも、そのほうがこの子は幸せだったろうけどね」

「え……？」

　それまで以上に戸と惑まどって言葉の見つからない咲夜と、彼女の足にしがみついているクラインを見て、彼は思し慮りよ深い目をした。

「クライスのクラインは、ここで消える」

　びくりと肩を震わせたクラインが、真っ青な顔でエクシールを見あげた。

　少女の金色の頭を撫なでて、エクシールは咲夜の耳元で何事かをささやくと、くるりと踵きびすを返してするすると人混みの中に消えて行った。

　咲夜はエクシールの背を茫然と見送ってしまった。

　不安そうな目をしたクラインが、恐おそる恐る口を開く。

「……咲夜…」

　震えるクラインに目線を合わせるために膝ひざを折り、咲夜は微笑んでみせる。

「名前を、思いついたの」

　少女が驚おどろいて目を瞠る。

「これからは、『ジル』よ」

　ダンサーたちの奏でるフィンガー・シンバルジルの、どこまでも高く響ひびく澄すんだ音色。

　鈴すずのように可愛かわいらしい響きの声をした少女。

　──これからは、この子をこう呼ぶよ

　耳の奥にさっきエクシールが告げてきた言葉が甦よみがえって、咲夜はいささか複雑な心境になった。

　──ジル。可愛いだろう？

　よりによってエクシールと同じ発想というのが実に気に入らない。

　しかし、目に涙なみだをにじませたクラインの──ジルの、嬉うれしそうな顔を見たら、そんなことはどうでもよくなった。

「咲夜」

　雑ざつ踏とうの向こうから自分を呼ぶアルベルトの声がする。

　振り返った咲夜は、アルベルトとルイの姿を認めて、息を吸い込んだ。

　自分たちの前に現れたジーンのこと、エクシールに助けられたこと、ジルのこと。

　話さなければならないことが幾いくつもある。

「行こう、ジル」

　咲夜が差し出した手をジルはしっかりと摑んで、ぎゅっと握にぎり返してきた。




　　◇　◇　◇




　ノックをすると、間を置かずに入室を許可する声がした。

　ビルの最上階にある、広々としたオフィスだ。壁かべ一面に大きくとられた窓は、陽ひの光をたくさん取り込んでとても明るい。窓まど際ぎわに飾かざられた観葉植物は生き生きと茂しげり、入ってきた者の心を和なごませるのに一役買っている。

　室内にひとつだけしかない重じゆう厚こうなデスクについて、山のように重ねられた書類にひとつひとつ目を通していた青年が顔を上げた。

「おかえり、ドクトア。ゆっくり休めた？」

「ええ、おかげさまで」

　柔やわらかく微笑んで応じるオリエンタールに、青年は苦く笑しようぎみに切り返した。

「随分長い休きゆう暇かだったよね。僕はあなたがいない間羽をのばそうと思っていたのに、仕事が山積みでそれどころじゃなかったよ」

「それはいけません。やっと人並みに生活できるようになったのに、無理を重ねると元に戻もどってしまいますよ」

　主治医に穏おだやかな口調でたしなめられ、青年はいたずら好きな少年のように片目をつぶって肩をすくめる。

「そんなことより、旅はどうだった？　聞かせてよ」

　問われてすぐさま脳のう裏りに浮うかんだのは、クラインと一いつ緒しよにいた強い眼まな差ざしの少女だった。

　おそらくあれが、箱はこ舟ぶねからクラインを奪うばったモンスター・クラーンのイェーガー。

「その顔は、何か見つけたね？」

　興きよう味み津しん々しんに身を乗り出すマクシミリアン・カーンに、ドクトア・ジーンは静かに笑った。

「そうですね……。おもしろいものを、見つけましたよ────」







　あとがき







　親愛なるナハバール、黄昏たそがれの民が織りなすモンスターの世界にようこそ。

　四巻目ではありますが、モンクラは一冊につき一エピソードで、どこから読んでも大だい丈じよう夫ぶなように書いています。ですのでどうぞご安心を。それでもわからないことがあったらぜひ過去に遡さかのぼってみてください。モンスターと銃じゆうと刀がお好きならきっと楽しんで頂けます。

　さて、モンクラ読者の皆みな様さま、お待たせしました。第四巻『モンスター・クラーン　迷宮の歌姫デイーバ』をお届けいたします。ドイツ語で歌姫は本当は「ディバ」なのですが、「ディーバ」のほうが耳みみ心地ごこちもいいしかっこいい気がする。ということで、あえて「ディーバ」としました。

　さて、キャラクターランキングの発表を。前巻の『モンスター・クラーン　虚構の箱舟アルシエ』発売時に、インターネット上でちょっとした企き画かくを行いました。その際に一番好きなキャラのアンケートも取りまして、今回は特別にそちらの投票も含ふくめての集計になります。

　一位、主人公司堂咲夜。ぶっちぎり。二位との票差は倍以上。

　二位、ナハバール代表東條要。え、俺!?　と動どう揺ようしている様が見えるよう。

　三位、アルベルト・フォン・ベルンシュタイン。ダイヤモンドアダマスの精神力を持つダンピール。

　以下、ルイ、トーゴ、ロード・スケルトン、グレーテル、カール、エクシール、レニ、とつづきます。

　実は、ファンレターでの投票数が一番多かったのはロードでした（笑）。編集部宛あてにバレンタインチョコを贈おくられる骸がい骨こつ騎き士し（ありがとうございます）、真っ白な骨ほね骨ほねしさが眩まぶしいパーフェクトなジェントルマン、その名もロード・スケルトン。

　これを受けて、担当女史Ｋ藤曰いわく。

「仕方ない！　だってロードだから！」

　そう、仕方がない。だってロード・スケルトンですから！

　インターネット企画のおかげで一位になった咲夜です。しかしロードのことですから、咲夜の頭上に輝かがやいた栄えい冠かんを心から喜んでくれていることでしょう。

　インターネット上での投票は、普ふ段だんは受け付けておりません。キャラクターランキングに参加希望の方は、ファンレターのわかりやすいところに「○○キヤラ名に一票」と書いてくださいませ。一通につきひとり一票です。一位○○、二位△△、三位■■です、という書き方をされているものは残念ながら無効票となりますのでご注意ください。

　次はどうなるのか、本当に楽しみです。




　前巻が発売された二〇一一年一一月。ビーンズ文庫十周年を記念して、甘塩コメコさんと一いつ緒しよにサイン会をやらせて頂きました。

　甘塩さんは初めてのサイン会ということで、甘塩さんファンの方がたくさんいらしてくださいました。甘塩さんの表紙だったからモンクラを手に取りましたという声には、我が意を得たり、と内心でガッツポーズです。男性の方がとても多かったことも嬉うれしい驚おどろきでした。表紙の咲夜に惹ひきつけられたとのこと。さすがです。改めて、モンクラを甘塩さんに担当して頂けた幸運を嚙かみしめた次し第だいです。皆さん甘塩さんにお会いできて感激されていましたが、ファンの皆さんとお会いできた甘塩さんも皆さん以上にとても感激されていました。

　いやはや、私はイラスト担当の方に本当に恵めぐまれている、といつもいつも感じていることを改めて感じ入りつつ、私の書く物語をずっと読んでいますという読者の皆様にお会いできて、私も心から力いっぱい喜びました。どうも私は感情表現がうまくないのでそれが伝わったかどうかが怪あやしいのですが、片へん鱗りんだけでも感じ取って頂けていたなら幸いです。

　たくさんのお手紙やプレゼントや花束も頂きました。手作りのかんざしやブラオのペンダントなど、甘塩さんや編集たちと、おお…！　と唸うなりました。

　そして、会場側スタッフの手による渾こん身しんの力作、ウェルカムボードならぬウェルカムロード・スケルトン、骸骨バージョンレニ付き。あれは凄すごかった。感動です。まさかロードに護衛してもらいながらサイン会ができるなんて。読者の方とお会いできる貴重な機会に、素す晴ばらしい花を添そえてくださいました。

　あの日関かかわったすべての方に、心からお礼を申し上げます。来てくださった方全員に、感謝をこめてささやかなお土産みやげをお渡わたししましたが、本当にお伝えしたいのは、読んでくれてありがとう、という気持ちです。

　またいつか直接お会いできる機会を得られるように、これからも尽じん力りよくしていきます。




　四巻の舞ぶ台たいをトルコに決めてからずっと、トルコ料理が食べたくて仕方がありません。

　エキメッキにハイダリとチキンとクルミのディップチエルケズタヴツクとフムスがあればもうそれだけで満足。トルコ風ピザピデもおすすめ。飲み物はアイランもおいしいけれど、ザクロジュースやアプリコットジュースも絶品。トルコチャイもはずせない。異国の料理ながら日本人の口にとても合う、あのおいしさをたくさんのひとに知ってもらいたい。

　機会があったらぜひ食べてみてください。そして好きになってもらえたら嬉しいです。

　そんな私のトルコなパッションが、表紙イラストにも多大なる影えい響きようを及およぼしました。

　鮮あざやかなターコイズブルーをバックに、ベリーダンス風ドレスをまとった咲夜とアラベスクモチーフのマフラーをしたアベル。私の見たいものを見せましょう、と甘塩さんが大サービスしてくださいました。ベリーダンス風だけど極力肌はだを隠かくしているのはきっとアベルが咲夜の肌を人に見せたくないからだ、とＫ藤女史と盛り上がりました（笑）。

　背景の飾かざり枠も、話ごとのイメージで甘塩さんが毎巻デザインを起こされているんです。各巻のデザイン扉とびらになっていますので、それぞれの違ちがいを見比べてみてください。素敵でしょ？




　執しつ事じのルイは昔から根強い人気のあるキャラです。今回ようやく彼の恋こい人びとが登場して、彼の隠された一面が書けて満足です。もともとあった構想が、さらにふくらんで世界が広がっているので、私自身も書きながらとても楽しんでいます。

　どうしてもゆっくりペースになってしまいますが、順々に書き進めていきますので、辛しん抱ぼう強づよく待ってくだされば幸いです。そしてこの『モンスター・クラーン　迷宮の歌姫デイーバ』の感想もぜひ聞かせてください。何よりの励はげみです。

　ビーンズ文庫の次刊は『少年陰陽師』シリーズの新章開始巻となります。モンクラ五巻まで時間があいてしまいますが、夏頃ごろ発売予定の「プレミアム・ザ・ビーンズ　ＶＯＬ．２」で咲夜たちにちょっとだけ再会できるはずです。雑誌についての詳しよう細さいは、ビーンズ文庫の公式サイトなどでご確かく認にんください。また、モンクラとは違う雰ふん囲い気きの和風ファンタジー『少年陰陽師』や『篁破幻草子』も、手に取って頂けたら嬉しいなと思います。

　それでは、次の本でまた皆様にお会いできますように。





結城光流　　

公式サイト「狭霧殿」http://www.yuki-mitsuru.com
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